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取扱説明書



製品を安全に使用していただくために

●本書の取り扱いについて
本書には、ご購入いただいた製品を安全に正しく使用するための重要なことがらが記載されてい
ます。製品を使用する前に本書をよくお読みください。特に、本書に記載されている「安全上の
ご注意」は必ずお読みいただき、内容をよく理解したうえで製品を使用してください。
本書は、お読みになった後も製品の使用中いつでも参照できるように、大切に保管してください。
富士通は、お客様の生命、身体や財産に被害を及ぼすことなく安全に使っていただくために細心
の注意を払っています。当製品を使用する際は、本書の説明に従ってください。
Microsoft、Windows、MS-DOS、Windows NT、Windows Server、Windows Vista  は、米
国Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。
NetWare は、米国ノベル社の登録商標です。
Adobe、Reader は、Adobe Systems Incorporated（アドビシステムズ社）の米国ならびに他
の国における商標または登録商標です。
その他の製品名、会社名は各社の登録商標または商標です。
All Rights Reserved, Copyrightc FUJITSU LIMITED 2007, 2008

●紙幣、有価証券などの印刷禁止について
紙幣、有価証券などをプリンタで印刷すると、その印刷物の使用如何に拘わらず、法律に違反し、
罰せられます。
関連法律
　　刑法　第 148条、第 149条、第 162条
　　通貨及証券模造取締法　第 1条、第 2条等

● VCCI 適合基準について
本製品は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラス B 情報技術
装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテ
レビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。マニュアル
に従って正しい取り扱いをしてください。

●電源の瞬時低下について
本製品は、落雷等による電源の瞬時電圧低下に対し不都合が生じることがあります。本製品は、
突入電流がありますので、無停電電源装置（UPS）などに接続しないでください。故障するおそ
れがあります。
（社団法人電子情報技術産業協会のパーソナルコンピュータの瞬時電圧低下対策ガイドラインに
基づく表示）

●電源高調波について
本製品は、高調波電流規格 JIS C 61000-3-2 適合品です。

●本製品およびオプション品のハイセイフティ用途での使用について
本製品およびオプション品は、一般事務用、パーソナル用、家庭用、通常の産業用などの一般的
用途を想定したものであり、ハイセイフティ用途での使用を想定して設計・製造されたものでは
ありません。お客様は、当該ハイセイフティ用途に要する安全性を確保する措置を施すことなく、
本製品を使用しないでください。ハイセイフティ用途とは、以下の例のような、極めて高度な安
全性が要求され、仮に当該安全性が確保されない場合、直接生命・身体に対する重大な危険性を
伴う用途をいいます。
・原子力施設における核反応制御、航空機自動飛行制御、航空交通管制、大量輸送システムにお
ける運行制御、生命維持のための医療用機器、兵器システムにおけるミサイル発射制御など

●リサイクル部品の使用について
地球環境への配慮から本製品には一部リサイクル部品を使用しています。
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はじめに

このたびは、弊社のページプリンタXL-2300Gをご購入いただきまして、誠にありがとうござい
ます。
本製品は、最大 22枚 / 分（A4サイズ）の印刷が可能なページプリンタです。
本書では、プリンタ装置の設置や取り扱いに関することがらと、プリンタドライバなどのソフト
ウェアに関することがらについて説明しています。
本書に従って正しい取り扱いをし、本製品を有効にご利用ください。

2008 年 4月

本文中の略語について

各製品を以下のように略記しています。

製品名称 本文中の表記

Microsoft® Windows Server® 2008 Standard Windows Server 2008

Microsoft® Windows Server® 2008 Enterprise
Microsoft® Windows Server® 2003, Standard Edition Windows Server 2003

Microsoft® Windows Server® 2003, Enterprise Edition
Windows Vista® Ultimate Windows Vista

Windows Vista® Home Premium
Windows Vista® Home Basic
Windows Vista® Business
Windows Vista® Enterprise
Microsoft® Windows® XP Professional Windows XP

Microsoft® Windows® XP Home Edition
Microsoft® Windows Server® 2008 Standard（64-bit） Windows Server 

2008 x64 Edition
または
Windows Server 
2008

Windows x64 
EditionMicrosoft® Windows Server® 2008 Enterprise（64-bit）

Microsoft® Windows Server® 2003, Standard x64 Edition Windows Server 
2003 x64 Edition
または
Windows Server 
2003

Microsoft® Windows Server® 2003, Enterprise x64 Edition

Windows Vista® Ultimate（64 ビット版） Windows Vista 
x64 Edition
または
Windows Vista

Windows Vista® Home Premium（64ビット版）
Windows Vista® Home Basic（64 ビット版）
Windows Vista® Business（64 ビット版）
Windows Vista® Enterprise（64 ビット版）
Microsoft® Windows® XP Professional x64 Edition Windows XP x64 

Edition
または
Windows XP
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注：Windows 98/Me/NT 4.0/2000/XP/Vista/Windows Server 2003/2008 のように併記す
る場合があります。

●型名表示について
Windows上の画面表示やフォルダ名、またはプリンタドライバや設定の印刷では、型名が「XL-
2300」と表示されますので、あらかじめご了承ください。動作などには支障はありませんので、
「XL-2300G」と読み替えていただくよう、お願いいたします。

●警告表示マークについて
本書では、製品を安全にかつ正しくお使いいただき、あなたや他の人々に加えられるおそれのあ
る危害や損害を未然に防止するために、次のような表示をしています。

Microsoft® Windows® 2000 Professional Windows 2000

Microsoft® Windows® 2000 Server
Microsoft® Windows NT® Workstation Version 4.0 Windows NT 4.0

Microsoft® Windows NT® Server Version 4.0
Microsoft® Windows® Millennium Edition Windows Me

Microsoft® Windows® 98 Windows 98

Microsoft® Windows® 95 Windows 95

Microsoft® Windows® Version 3.1 Windows 3.1

Microsoft® Internet Explorer Internet Explorer

Netscape® Communicator Netscape

Adobe® Reader Adobe Reader

この表示を無視して誤った取り扱いをす
ると、人が死亡または重傷を負う可能性が
想定される内容を示しています。

この表示を無視して誤った取り扱いをする
と、人が損害を負う可能性が想定される内
容、および物的損害のみが想定される内容を
示しています。

絵記号の例とその意味

△で示した記号は、警告、注意をうながす事項であることを告げるもの
です。記号の中には、具体的な警告内容を表す絵（左図の場合は感電注
意）が描かれています。

で示した記号は、してはいけない行為（禁止行為）であることを告げ
るものです。記号の中やその脇には、具体的な指示内容（左図の場合は
分解禁止）が描かれています。

●で示した記号は、必ず従っていただく内容であることを告げるもので
す。記号の中には、具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコン
セントから抜いてください）が描かれています。

製品名称 本文中の表記

警告 注意
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安全上のご注意

●プリンタの設置および移動時のご注意

プリンタの上に「花びん、植木鉢、コップ」などの水の入った容器、金属物を

置かないでください。

感電・火災の原因となります。
湿気・ほこり・油煙の多い場所、通気性の悪い場所、火気のある場所に置かな

いでください。

感電・火災の原因となります。
電源プラグは、交流100V、15A専用コンセント以外には差し込まないでくださ

い。タコ足配線をしないでください。

感電・火災の原因となります。本製品の定格電源は100V、7Aとなっています。
添付の電源コード以外は使用しないでください。また、添付の電源コードは、

他の製品に使用しないでください。

感電・火災の原因となります。
プリンタや他の機器の、電源コードの上にプリンタを載せないでください。

電源コードが傷付き、感電、火災、故障の原因となります。
ストーブやヒーターなどの発熱器具に近い場所、アルコール、シンナー、ガソ

リンなど揮発性可燃物やカーテンなどの燃えやすい物の近くにはプリンタを

設置しないでください。

火災の原因となります。
延長コードは、定格（125V、15A）未満のものは使用しないでください。特に

容量不足の延長コードは絶対に使用しないでください。

異常な発熱や火災の原因となります。
次のような所には、絶対にアース線を接続しないでください。

・ガス管（引火や爆発の危険があります。）
・電話専用アース線および避雷針（落雷時に大量の電流が流れる場合があり危険
です。）
・水道管や蛇口（配管の途中がプラスチックになっている場合はアースの役目を
果たしません。）

梱包に使用しているビニール袋はお子様が口に入れたり、かぶって遊んだりし

ないよう、ご注意ください。

窒息の原因となります。

警告
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風呂場、シャワー室などの水場に置かないでください。

感電・火災の原因となります。

電源プラグから出ている緑色のアース線を、必ず以下のいずれかに取り付けて

ください。アース接続は必ず電源プラグを電源に差し込む前に行ってくださ

い。また、アース接続を外す場合は、必ず電源プラグを電源から抜いてくださ

い。アース接続できない場合は、「ハードウェア修理相談センター」（287ペー

ジ）にご連絡ください。

・電源コンセントのアース線端子

・銅片などを650mm 以上地中に埋めた物

・接地工事（第3種）を行っている接地端子

アース接続しないで使用すると、万一漏電した場合に、火災・感電の原因となり
ます。

プリンタケーブルおよびオプション製品の取り付け、取り外しを行うときは、

必ずプリンタ本体および接続されている機器の電源スイッチを切り、電源プラ

グをコンセントから抜いた後に行ってください。

感電の原因となります。
オプション機器を接続する場合には、当社推奨品以外の機器は接続しないでく

ださい。

火災や感電または故障の原因となります。

近くで雷が起きたときは、電源コードをコンセントから抜いて、雷がおさまる

のを待ってください。

入れたままにしておきますと、雷によっては機器を破壊し、火災の原因となりま
す。

警告
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直射日光の当たる場所や炎天下の車内など、高温になる場所に長時間放置しな

いでください。

高温によりカバーなどが過熱、変形、溶解する原因となったり、プリンタ内部が
高温となり、火災の原因となることがあります。

プリンタの側面および背面には通風口があります。プリンタ側面は200mm 、背

面は500mm以上離して設置し、通風口の上には物を置かないでください。

通風口をふさぐと内部に熱がこもり、火災の原因となることがあります。プリン
タの操作および消耗品類の交換、日常の点検など、プリンタを正しく使用し、プ
リンタの性能を維持するために、下図の設置スペースを確保してください。
プリンタの上部には、日常の操作に必要な600mm以上のスペースを確保してく
ださい。

プリンタの上に重い物を置かないでください。また、衝撃を与えないでくださ

い。

バランスが崩れて倒れたり、落下してけがの原因となることがあります。
振動の激しい場所や傾いた場所など、不安定な場所に置かないでください。

落ちたり、倒れたりしてけがの原因となることがあります。
オプション類の装着、取り外しを行う際は、指定された場所以外のネジは外さ

ないでください。

指定された場所以外のネジを外すと、けがの原因または故障の原因となることが
あります。

注意

500mm200mm

200mm

1000mm
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プリンタは、重さ約20kg（すべてのオプション品および消耗品、用紙を含む）

に耐えられる丈夫で水平な場所に設置してください。

プリンタの転倒などによりけがの原因となることがあります。
プリンタを移動する場合は、トナーカートリッジを取り外さないでください。

トナーカートリッジの内部にあるトナーがこぼれるなど故障の原因となることが
あります。

プリンタを移動する場合は、プリンタ正面に向かって、左右両側の底面にある

くぼみを両手でしっかり持って運んでください。

それ以外の箇所を持って移動すると落下などによりけがの原因となることがあり
ます。

プリンタを移動する場合は、必ず電源プラグをコンセントから抜いてくださ

い。また、接続ケーブルなども外してください。作業は足元に充分注意して

行ってください。

電源コードが傷付き、火災や感電の原因となったり、本製品が倒れたりしてけが
の原因となることがあります。

注意
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●プリンタ使用時のご注意

プリンタに水をかけたり、ぬらしたりしないでください。

火災・感電の原因となります。
開口部（通風口など）から内部に金属類や燃えやすい物などの異物を差し込ん

だり、落とし込んだりしないでください。

火災・感電の原因となります。
電源コードを傷付けたり、加工しないでください。

重い物を載せたり、引っぱったり、無理に曲げたり、ねじったり、過熱したりす
ると、電源コードを傷め、火災や感電の原因となります。

電源コードや電源プラグが傷んだり、コンセントの差し込み口がゆるいときは

使用しないでください。

そのまま使用しますと、火災・感電の原因となります。修理にはご購入元または
「ハードウェア修理相談センター」（287ページ）にご連絡ください。

電源コードは束ねて使用しないでください。

発熱して、火災の原因となることがあります。
異常音がするなどの故障状態で使用しないでください。

故障の修理は、ご購入元または「ハードウェア修理相談センター」（287ページ）
にご連絡ください。
そのまま使用すると、感電・火災の原因となります。

カバーを外した状態でコンセントを差したり、電源を入れたりしないでくださ

い。

感電・火災の原因となります。
プリンタの近くで可燃性のスプレーなどを使用しないでください。

火災や故障の原因となります。

ぬれた手で電源プラグを抜き差ししないでください。

感電の原因となります。

警告
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ネジで固定されているパネルやカバーなどは、取扱説明書で指示された箇所以

外絶対に開けないでください。内部の点検、修理はご購入元または「ハード

ウェア修理相談センター」（287ページ）にご連絡ください。

内部には電圧の高い部分があり、感電の原因となったり、レーザー光漏れにより
失明するおそれがあります。

プリンタを改造したり、部品を変更して使用しないでください。

感電・火災の原因となります。

電源プラグの金属部、およびその周辺にほこりが付着している場合は、乾いた

布でよく拭いてください。

そのまま使用すると、火災の原因となります。
取り外したカバー、キャップ、ネジなどは、小さなお子様が誤って飲むことが

ないように、小さなお子様の手が届かない所に置いてください。

万一、飲み込んだ場合は、ただちに医師と相談してください。

万一、プリンタから発熱や煙、異臭や音がするなどの異常が発生した場合は、

ただちにプリンタ本体の電源スイッチを切り、その後必ず電源プラグをコンセ

ントから抜いてください。

煙が消えるのを確認して、ご購入元または「ハードウェア修理相談センター」

（287ページ）に修理をご依頼ください。お客様自身による修理は危険ですから

絶対におやめください。

異常状態のまま使用すると、感電・火災の原因となります。
万一、異物（金属片、水、液体など）が内部に入った場合は、ただちにプリン

タ本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。

その後、ご購入元または「ハードウェア修理相談センター」（287ページ）にご

連絡ください。

そのまま使用すると、火災・感電の原因となります。
プリンタを落としたり、カバーなどを破損した場合は、プリンタ本体の電源ス

イッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。その後、ご購入

元または「ハードウェア修理相談センター」（287ページ）にご連絡ください。

そのまま使用すると、感電・火災の原因となります。

警告
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電源プラグをコンセントから抜くときは、必ず電源プラグを持って抜いてくだ

さい。

電源コードを引っぱると電源コードの芯線が露出したり、断線したりして、火災・
感電の原因となることがあります。

使用中のプリンタは布などで覆ったり、包んだりしないでください。

熱がこもり、火災の原因となることがあります。
プリンタの電源を入れたままでコンセントからプラグを抜き差ししないでく

ださい。

プラグが変形し、発火の原因となることがあります。
プリンタの内部には磁気を帯びたマグネット類を近づけないでください。

プリンタが動作状態になる場合があり、けがの原因となることがあります。

電源プラグはコンセントの奥まで確実に差し込んでください。

火災・故障の原因となることがあります。
つまった用紙を取り除くときは、プリンタ内部に紙片が残らないようすべて取

り除いてください。

紙片が残ったままになっていると火災の原因となることがあります。なお、定着
器やローラ部に用紙が巻きついているときは無理に取らないで、ただちに電源を
切り、ご購入元または「ハードウェア修理相談センター」（287ページ）にご連絡
ください。

つまった用紙を取り除いたり故障処置を行うときは、鋭利部に触れないよう注

意してください。

けがの原因となることがあります。
つまった用紙を取り除いたり故障処置を行うときは、ネクタイやネックレスな

どがプリンタ内部に巻き込まれないように注意してください。

けがの原因となることがあります。

注意
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「高温注意」をうながすラベルが貼ってある箇所（定着器やその周辺）には、

絶対に触れないでください。

やけどの原因になることがあります。

1ヶ月に一度はプリンタの電源を切り、次のような点検をしてください。

・電源プラグが電源コンセントにしっかり差し込まれていますか。

・電源プラグに異常な発熱およびサビ、曲がりなどがありませんか。

・電源プラグやコンセントに細かいほこりがついていませんか。

・電源コードにき裂や擦り傷などはありませんか。

・アース線は取り付けられていますか。

なお、異常がある場合はご購入元または「ハードウェア修理相談センター」（287
ページ）までご連絡ください。

長期間、プリンタを使用しないときは、安全のため必ず電源プラグをコンセン

トから抜いてください。

感電・火災の原因となることがあります。
プリンタの清掃および保守、故障の処置を行う場合は、電源スイッチを切り、

必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。

電源スイッチを切らずにプリンタの清掃や保守を行うと、やけどや感電の原因と
なることがあります。

用紙排出部のローラが作動しているとき作動部には触れないでください。

指をはさみ、けがをする原因となることがあります。

注意
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●カートリッジ類の取り扱い上のご注意

「パワーセーブ」は「有効」（デフォルト）の状態で使用してください。

「パワーセーブ」を「無効」に変更して使用する場合、電源を投入した状態のまま
長時間放置すると、装置故障の原因となります。「無効」に設定しているときは、
一日に一回はプリンタの電源をお切りください。

トナーカートリッジを火中に投入しないでください。

火中に投入すると、トナー粉がはねて、やけどの原因となります。
使用済みのトナーカートリッジは、回収サービス（144ページ参照）をご利用く
ださい。

プロセスカートリッジを火中に投入しないでください。

火中に投入すると、トナー粉がはねて、やけどの原因となります。
使用済みのプロセスカートリッジは、回収サービス（144ページ参照）をご利用
ください。

トナーは目や口に入らないように注意してください。

トナーカートリッジの交換時などに、トナーが手に付いた場合は速やかに洗い落
としてください。万一、飲み込んだ場合は、ただちに医師と相談してください。

トナーカートリッジを保管する場合は、小さなお子様がトナーを誤って飲むこ

とがないように、小さなお子様の手の届かない所に置いてください。

万一、飲み込んだ場合は、ただちに医師と相談してください。

注意

警告
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本製品のマニュアル

本製品では、次のマニュアルを用意しています。目的に合わせてご利用ください。なお、PDF
ファイルで提供しているマニュアル（ネットワークガイド）は、画面に表示したり、印刷したり
する場合に、Adobe Reader が必要です。プリンタに同梱されているプリンタソフトウェアCD-
ROMから、必要に応じてお使いのパソコンにAdobe Reader をインストールしてください。

「Adobe Reader をインストールする」（18ページ）を参照

●マニュアルの種類

『XL-2300G 設置ガイド』
同梱品のご案内と箱を開けてから印刷できるまでの設置手順を簡単に紹介しています。まず、こ
のマニュアルを見て同梱品を確認し、本製品を設置してください。

『XL-2300G 取扱説明書』(本書 )
プリンタ本体の設置とオプション品の取り付け方、必要なソフトウェアのインストール方法など
を説明しています。
また印刷を行うための基本的な操作やサプライ品の交換、困ったときの対処方法など、日常プリ
ンタを使用するうえで必要なことがらについても説明しています。

『XL-2300G ネットワークガイド』（PDF）
このマニュアルは、同梱のプリンタソフトウェアCD-ROMにPDFファイル（NetworkGuide.pdf）
として収録されています。
ネットワークプリンタとして使用する場合の設置と操作、および印刷できる環境を整えるまでの
手順をネットワーク環境別に詳しく説明しています。

『オンラインヘルプ』
「オンラインヘルプ」では、プリンタドライバのプロパティ、および添付ソフトウェアの各機能に

ついて説明しています。ヘルプを表示させるには、ダイアログボックスに表示される をクリッ
クし、説明を表示させたいボタンや項目上でクリックするか、 ボタンをクリックします
（なお、Windows Vista/Windows Server 2008 環境では、使用できません）。
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●マニュアルの使い方
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その他、取扱説明書「第 10章　こんなときには」（223ページ）を参照

Webブラウザでプリンタの状態を確認したい。 ネットワークガイド
「第6章 Printia LASER Internet Service」を参照

取扱説明書
「使用できる用紙」（116ページ）
取扱説明書
「用紙をセットする」（129ページ）
取扱説明書
「サプライ品を交換する」（145ページ）

取扱説明書
「メッセージが表示される
とき」（224ページ）
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ネットワーク環境で使用する

本製品をネットワークにつなげると、次のような機能を利用できます。ネットワーク環境でご使
用になる場合について、詳細はプリンタソフトウェアCD-ROMに収録された『XL-2300G ネッ
トワークガイド』を参照してください。

Internet Services（インターネットサービス）
を利用するとプリンタの状態や、印刷の進み
具合などを確認したり、設定を変更したりで
きます。

プリンタを複数のパソコンで共有できます。

 XL-2300Gネットワークガイド
「第１章 ネットワークプリンタの設定」を参照

エラーやワーニングに関する情報は、
プリンタからシステム管理者宛に電子メール
で通知されます。

 XL-2300Gネットワークガイド
「第6章 Printia LASER Internet Service」を参照

 XL-2300Gネットワークガイド
「第6章 Printia LASER Internet Service」を参照

本製品をネットワークプリンタとして使用する場合は、オプションのプ
リンタ LANカードをプリンタに取り付ける必要があります。
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XL-2300G ネットワークガイドの目次

はじめに
本文中の略語について
本書の構成
本書の表記
ネットワーク接続の設定手順の概要
第 1章 ネットワークプリンタの設定
使用できる環境
プリンタ LANカードを設定する
IP アドレスを設定する
IP アドレス以外を設定する

第 2章 プリンタドライバのインストール
ローカルプリンタとしてプリンタドライバを設
定する
ネットワークプリンタとしてプリンタドライバ
を設定する

第 3章 ネットワークソフトウェアの使用
ネットワーク環境で使用する
プリンタ側の設定を行う
パソコン側の設定を行う

第 4章 プリンタ共有の設定
Windows 98/Me のとき
Windows NT 4.0 のとき
Windows 2000/XP/Vista/Windows Server
2003/2008 のとき
第 5章 インターネット印刷の設定
インターネット印刷を利用する
印刷先の設定とプリンタドライバのインストー
ルを行う
第 6章 Printia LASER Internet Service
Printia LASER Internet Service の概要
Printia LASER Internet Service を利用する

第 7章 ネットワーク利用時のトラブル対処方法
プリンタ設置時のトラブル
プリンタ使用時のトラブル
Printia LASER Internet Service使用時のトラ
ブル
メールの受信時のトラブル
エラー情報
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オンラインヘルプの見かた

本製品が提供するオンラインヘルプでは、プロパティ画面で設定できる項目のより詳しい説明な
どが記載されています。また、わからない項目の説明だけを表示する機能もついており、ご使用
状況または調べたい内容に合わせて、取扱説明書と使い分けてください。

オンラインヘルプは、プロパティ画面右上の をクリックし、続けて詳細を知りたい機能の項目

をクリックするか、右下の をクリックして表示します。

「プロパティ画面について」（193ページ）参照

Windows Vista/Windows Server 2008 環境では、オンラインヘルプを
使用できません。
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ネットワークガイドの見かた

ネットワークガイドは、PDF 形式のオンラインマニュアルとして添付のプリンタソフトウェア
CD-ROMに収録されています。
PDF ファイルの内容を参照するには、「Adobe Reader」というソフトウェアが必要です。お使
いのパソコンに「Adobe Reader」がインストールされていない場合は、本製品添付のプリンタ
ソフトウェアCD-ROMからインストールしてください。

Adobe Reader をインストールする

オンラインマニュアルの表示や印刷をするためには、お使いのパソコンにAdobe Reader があら
かじめインストールされていることが必要です。
添付のプリンタソフトウェアCD-ROMから次の手順でAdobe Reader 6.0をインストールする
ことができます。

添付のプリンタソフトウェア CD-ROM をパソコンの CD-ROM ドライブにセット
する

CD-ROM の「ADREADER」フォルダにある「AdbeRdr602_distrib_jpn.exe」をエ
クスプローラから実行し、インストールする

画面の指示に従ってインストールを行ってください。

･ Adobe Reader は PDF（Portable Document Format）形式のファイ
ルを閲覧・印刷するソフトウェアです。Adobe Reader は、 アドビシス
テムズ社よりライセンスされ、無償配布するものです。
･ 最新版の Adobe Reader の入手方法およびその他情報につきましては、
アドビシステムズ社にお問い合わせください。
   アドビシステムズ社 URL：http://www.adobe.com/jp/
※上記URLは、本書発行時点のものです。

http://www.adobe.com/jp/
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ネットワークガイドを見る

オンラインマニュアルは、Adobe Reader がインストールされたパソコンから次の手順で表示し
ます。

添付の CD-ROM をパソコンにセットする

CD-ROM の「MANUAL」フォルダにある「NetworkGuide.pdf」をエクスプローラ
から実行する

メニューバー
プルダウンメニューか
らさまざまな操作を行
うことができます。

ツールバー
ボタンをクリックす
るだけで、拡大など
の操作が行えます。

サムネール
ページ全体のイメー
ジです。
ツールバーにある[サ
ムネールとページ]ボ
タンを選択すると、
表示されます。
しおり機能が設定さ
れている場合は、サ
ムネールの代わりに
しおりを表示するこ
ともできます。

表示倍率
任意の倍率を入力するか、
プルダウンメニューから選
択して画面の表示倍率を変
更できます。

用紙方向と用紙サイズ
通常は、ファイルの用紙方向
と用紙サイズが表示されてい
ます。ここをクリックすると、
ページの表示方法を変更でき
ます。「見開きページ」を選択
すると、ページを見開きで表
示できます。

ページ指定
任意のページを表
示させることがで
きます。
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本書の構成

本書は、プリンタを設置し、印刷できるようにするまでを説明する「セットアップ編」と、プリ
ンタをご使用中に必要となる内容を詳しく説明する「運用編」から成ります。
「セットアップ編」と「運用編」には、次の内容が記載されています。

【セットアップ編】

【運用編】

目　次 内　容

第 1章　お使いになる前に プリンタを使用する前に知っておいていただきたい
ことがらについて説明します。

第 2章　プリンタの設置 プリンタを設置する際の留意事項や、設置手順につい
て説明します。

第 3章　外部との接続 プリンタをパソコンまたは LAN に接続する方法や、
ケーブル類の接続について説明します。

第 4 章　プリンタドライバのイン
ストール

パソコンとのローカル接続でプリンタドライバをイ
ンストールする手順について説明します。

第 5章　プリンタ共有の設定 プリンタドライバをインストールしたパソコン
（サーバ）からのみ印刷可能なプリンタを、他のパソ
コン（クライアント）からもサーバ経由で使用する
ために必要な設定について説明します。

目　次 内　容

第 6章　用紙について プリンタで使用できる用紙に関する説明と、用紙の
セットのしかたについて説明します。

第 7章　日常のメンテナンス プリンタを使用していると必要になることがらについ
て説明します。

第 8章　オペレータパネルの操作 液晶ディスプレイに表示される内容と、オペレータパ
ネルの操作のしかたについて説明します。

第 9 章　プリンタドライバの設定
/印刷

プリンタドライバの設定項目および設定方法について
説明します。

第 10章　こんなときには 故障が発生したと思われるときや紙づまりのときの処
置のしかたについて説明します。

付　録 プリンタの仕様やコマンドの一覧など、補助的に必要
となることがらについて説明します。
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本書の表記

本書では、説明する内容により、以下の記号を使用しています。

本製品を正しく使っていただくための依頼事項を説明
しています。操作する前に必ずお読みください。

本製品を使う際に参考にしていただきたい内容を説明
しています。必要に応じてお読みください。

本書内で参照していただきたい参照先を示します。

本製品添付のプリンタソフトウェアCD-ROMに収めら
れている『XL-2300G ネットワークガイド』内の参照
先を示します。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死
亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示して
います。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が損
害を負う可能性が想定される内容、および物的損害の
みが想定される内容を示しています。
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第 1 章
お使いになる前に

この章では、プリンタを使用する前に知ってお

いていただきたいことについて説明します。
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製品を確認する

本製品は、添付品とともに梱包材で保護し、梱包してあります。梱包箱から取り出して、製品が
揃っていることを確認してください。万一、不良品や不足品がありましたら、ご購入元にご連絡
ください。

XL-2300G設置ガイド

トナーカートリッジ

プロセスカートリッジ *1, *2 電源コード

プリンタ本体

取扱説明書
（本書）

ドキュメントパック
梱包箱

標準給紙カセット*2

保証書（梱包箱に貼付）

設置ガイド

*1：プロセスカートリッジには、トナーカバーが取り付けられています。
*2：本製品に取り付けられています。
*3：本製品運用時に紙づまり除去などでプロセスカートリッジを取り出した際に、
　　この黒いビニール袋（遮光袋）に入れてください。

センドバック
ラベル

トナーカバー

黒いビニール袋 *3

プリンタ
ソフトウェア
CD-ROM

取扱説明書

本製品には、パソコンとの接続ケーブル ( プリンタケーブル、プリンタ
USB ケーブル、プリンタ LAN ケーブル ) は添付されていません。
パソコンに添付されているケーブルか別売ケーブルをお使いください。

･ 移転などプリンタを運搬する可能性がある場合は、梱包箱を保管してお
くと便利です。
･ 本製品は他の XL シリーズ・プリンタと比べた場合、装置や機能の名称
が一部異なりますのでご了承ください。
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本製品の特長

1 高い印刷品質

モノクロ 22枚 /分の印刷（A4縦連続印刷時）、および 600× 1200dpi の高解像度印刷
が可能です。

2 優れた拡張性

拡張給紙ユニット ( オプション ) および給紙トレイ ( オプション ) を取り付けると、異
なったサイズの用紙を 3種類まで同時にセットしたり、最大 850枚 ( 拡張給紙ユニット、
給紙トレイ取り付け時 )の用紙をセットしたりできます。

3 高機能なプリンタドライバのサポート

Windows 98/Me/NT 4.0/2000/XP/Vista/Windows Server 2003/2008 日本語版に
対応し、高品位な画像を鮮明、かつ高速に印刷します。
マルチページ（N-UP）/ ウォーターマーク / トナーセーブなどの多様な印刷機能に対応
しています。

4 多様な用紙サイズに対応

はがき、A6 ～ A4 サイズ、不定形サイズ（90 × 148mm ～ 215.9 × 297mm）までさ
まざまな用紙サイズに対応しています。

5 省エネ・低ランニングコストを実現

･ スリープモードを採用し、節電モード時 10W の低消費電力を実現しました。（エナ
ジースター取得）

･ トナーセーブ /マルチページ印刷機能により、ランニングコストを低減できます。
･ トナーカートリッジとプロセスカートリッジを別々に交換し、回収トナーを出さない
現像方式としています。

･ 省電力でシンプルな構造のDigital LED ヘッドを採用し、エンジンの小型化と部品点
数の低減を実現しています。

6 接続インターフェースの多様化

･ USB2.0 インターフェースを標準で装備しています。
･ オプションのプリンタLANカードを実装することでネットワークプリンタとして利
用できます。

7 各種ネットワークサービスへの対応

TCP/IP(lpr,IPP,HTTP,DHCP)、UDP/IP(SNMP) をサポートし、Web ブラウザからプ
リンタの状態監視/設定変更が可能(Printia LASER Internet Service)になりました。ま
た、プリンタステータスを Eメールにて通知可能です（E-Mail サービス）。
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CD-ROM の内容

本製品には、「Printia LASER プリンタソフトウェア」CD-ROMが同梱されています。この中に
収められている主なファイルは、次のとおりです。

Acrobat Reader
かんたんバーコードLite
プリンタドライバのインストーラ
XL-2300Gドライバ用フォルダ
・Windows 2000/XP/Vista/Windows Server 2003/2008用プリンタドライバ（V1.1.1）
・Windows 98/Me用プリンタドライバ（V1.0.0）
・Windows NT4.0用プリンタドライバ（V1.0.5）
・Windows x64 Edition用プリンタドライバ（V1.1.1）
「XL-2300Gネットワークガイド」のPDFマニュアル
「PrintBarrier」お試し版
「RepoAgent」お試し版 
プリンタ関連ユーティリティ用フォルダ　
・LPRユーティリティ用インストーラ
CD-ROM全体のReadmeファイル
CD-ROM全体の統合インストーラ(メインメニュー)
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各部の名称と機能

本製品の主要各部の名称と機能について説明します。

■前面

■背面

オペレータパネル
操作に必要なスイッチとメッ
セージが表示される液晶ディ
スプレイがあります。

トップカバー

用紙サポータ

スタッカプレート 
（フェイスダウン）
排出された用紙を受けます。
印刷面を下にして排紙させ
るときに使用します。

オープンボタン
トップカバーを開けるため
のボタンです。

電源スイッチ
電源の投入、切断
を行います。 ディンプルマーク

トップカバーを閉じるとき、
この部分を押すとロックされます。

スタッカプレート 
（フェイスアップ）
排出された用紙を受けま
す。用紙の印刷面を上に
して排出させるときや、
はがきなどの厚紙を使う
ときに使用します。

用紙残量表示
トレイ内の用紙の量を表示
します。

用紙サポータ

STATUS 10M

PARALLEL

100M TEST

電源コードコネクタ
電源コードを接続する
ためのコネクタです。

通風口
プリンタ内部の過熱を防
ぐために熱を逃がします。

インターフェース部
パソコンと接続するため
のコネクタです。

拡張給紙ユニット接続コネクタ
オプション品の拡張給紙ユニットを
接続するためのコネクタです。

給紙トレイ接続コネクタ
オプション品の給紙トレイを
接続するためのコネクタです。 

プリンタLANケーブルコネクタ（オプション）

パラレルインター
フェースコネクタ
（標準）

USBインター
フェースコネクタ
（標準）
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■内部
LEDヘッド
感光ドラムに印刷する文字
を書き込みます。

トップカバー*
プリンタ内を保護してい
ます。また、印刷面を下
にして排出された用紙を
受けます。

定着器
トナーを熱で用紙に定着さ
せます。

プロセスカートリッジ
感光ドラムに書き込まれた文字
にトナーを付着させます。プロ
セスカートリッジはサプライ品
です。

手差しトレイ
手差し印刷をするときに、
用紙を差し込みます。

標準給紙カセット
印刷する用紙をセット
します。

トナーカートリッジ
印刷に必要なトナーが入っています。
中のトナーがなくなったら、トナー
カートリッジを交換します。トナー
カートリッジはサプライ品です。

アクセスカバー
定着器の排出部に用紙
がつまった場合に本カ
バーを開けて用紙を取
り出します。

ロックレバー
アクセスカバーを開ける場合に本レバー
を下に押して引き出します。

取り出し棒
排出部につまった用紙を指
でうまく取り出せない場合
に使用します。

*：トップカバーを閉じるときは、トップカバー上面のディンプルマークを押してください。
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設置上のお願い

安全に快適にプリンタをご利用いただくために、安全上のご注意とともに、以下の点に注意して
設置してください。
･ いつも良い状態でご使用いただける環境範囲は次のとおりです。
温度　10～ 32℃　　湿度 20～ 80％RH（結露しないこと）
湿度 80％RHのときは温度 18～ 27℃、温度 10℃のときは湿度 73％RH以下、温度 32℃の
ときは湿度 54％RH以下でご使用ください。
冷えきった部屋を暖房器具などで急激に暖めると、製品の内部に水滴が付着し部分的に印刷で
きない場合があります。室温になじませてから使用してください。
･ プリンタの 24 時間運用や無人運用をする場合は、不慮の事故に対する安全性を高める必要か
ら、適切な防災対策（耐震対策、煙探知機、温度センサなど）が施された場所に設置してください。
また、防災管理者（警備員、管理人など）が建物内に待機していることも必要です。

･ ラジオの雑音、テレビ画面のチラツキやゆがみなど電波障害や磁界障害が発生する場合は、本
製品の電源を切ってこれらの障害がなくなるかどうか確認してください。電源を切ると障害が
なくなるようであれば、次の方法を組み合わせて障害を防止してください。
･ 本製品とラジオやテレビ双方の距離を離してみる。
（特に磁界障害が発生した場合は、プリンタから 20cm以上離すようにしてください。）
･ 本製品とラジオやテレビ双方の位置や向きを変えてみる。
･ 本製品とラジオやテレビ双方の電源を別系統のものに変えてみる。
･ 受信アンテナやアンテナ線の配置を変えてみる。（アンテナが屋外にある場合は電気店にご相談
ください。）
･ ラジオやテレビのアンテナ線を同軸ケーブルに変えてみる。

感　電 ・電源コンセントは本製品専用にお使いください。
1つの電源コンセントを本製品専用にしてください。
複写機やエアコンなど、消費電力の大きな機器や電気的ノ
イズを発生する機器と同じコンセントから電源を取ると、
電圧降下によるパソコンの誤動作、データ消失のおそれが
あります。
電源プラグは、定格電圧 100Vで、定格電流 15A以上の
コンセントに単独で差し込んでください。また、タコ足配
線をしないでください。
発熱による火災や感電のおそれがあります。なお、本製品
の定格電源は、100V、7Aです。

・プリンタを 10°以上傾けないでください。
転倒などによりけがの原因となることがあります。

・プリンタや他の機器の、電源コードの上にプリンタを載せ
ないでください。
電源コードが傷付き、感電、火災、故障の原因となります。

－超音波加湿器をご使用のお客様へ－
超音波加湿器をご使用の際に、水道水や井戸水をご使用になりますと、
水中の不純物が大気中に放出され、プリンタの内部に付着して画像不良
の原因となります。ご使用の際には、純水など不純物を含まない水のご
使用をお勧めします。
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プリンタの寸法および設置スペース

装置の外形寸法を示します。設置のときに参考にしてください。

■上面図

■側面図（標準）

355mm

260mm
213mm

78mm

200mm

395mm

607.5mm

135.5mm
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■側面図（給紙トレイと拡張給紙ユニット装着時）

火　災 製品の側面および背面には通風口があります。通風口をふ
さぐと内部に熱がこもり、火災の原因となることがありま
す。また、製品の操作、消耗品の交換、および日常の点検
など、製品を正しく使用し、製品の性能を維持するために、
上図の設置スペースを確保してください。

377mm

770mm

342mm 317mm
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■設置スペースについて

感  電 プリンタの側面および背面には通気口があります。プリン
タ側面は 200mm、背面は 500mm以上離して設置してくだ
さい。通気口をふさぐと内部に熱がこもり、火災の原因と
なることがあります。
また、プリンタの操作および消耗品類の交換、日常の点検
など、本製品を正しく使用し、機械の性能を維持するため
に、下図の設置スペースを確保してください。
プリンタの上部には日常の操作に必要な 600mm 以上のス
ペースを確保してください。

プリンタ本体の設置スペース (幅×奥行×高さ )
1895 × 755 × 260mm

約607.5mm

約135.5mm

395mm

355mm

約77mm
500mm

200mm

200mm

1000mm

約600mm
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設置手順

プリンタは、次の手順で設置してください。

梱包品を確認する

製品がすべて揃っていることを確認してください。
梱包されている製品は、「製品を確認する」（32ページ）に記載してあります。

プリンタを設置する

プリンタを設置場所に移動します。設置場所については、『XL-2300G設置ガイド』を参照して
ください。

保護具を取り外す

プリンタ前部の保護テープ（2ヶ
所）をはがす

乾燥剤とフィルムもいっしょに取り除
きます。

故　障 プリンタの中に未使用のプロセスカートリッジが取り付け
られていますが、電源を入れる前に必ずプロセスカート
リッジの保護シートと透明フィルムを取り外してくださ
い。故障の原因になります。

故　障 保護テープを付けたままプリンタを使用すると、故障の原
因になります。

保護テープ

乾燥剤

フィルム
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カートリッジを取り付ける

本製品は、未使用のプロセスカートリッジがプリンタ本体に取り付けられています。本製品の電源
を入れる前に、必ずプロセスカートリッジおよびトナーカートリッジを取り出し正しく取り付け直
してください。

オープンボタンを押し、トップカバーを開く

プロセスカートリッジの手前側
（トナーカバー側）を少し持ち上
げ、そのまま静かに上に取り出す

プロセスカートリッジの中央部を
手でしっかり押さえ、保護シート
を矢印の方向に引き抜く

透明フィルムもいっしょに取り除きま
す。（透明フィルムは、保護シートにテー
プで留めてあります。）

故　障 電源を入れる前に必ずプロセスカートリッジの保護シート
と透明フィルムを取り外してください。故障の原因になりま
す。

プロセス
カートリッジ

ボタン

保護シート

トナーカバー

 透明フィルム
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突起部を矢印方向に押し、トナー
カバーを取り外す

左右のガイドを本体の溝に合わ

せ、手順 と逆の手順でプロセス

カートリッジの前方を少し下向き
にして、左右のガイドポストを本
体のガイド溝に合わせてはめ込
む。次に手前側を下向きに回転さ
せ、プリンタ本体にカチッとはま
るようにセットする

トナーカートリッジを包装袋から
取り出し、図のように縦と横に数
回振る

トナーカートリッジを水平にし
て、テープをゆっくりとはがす

突起部 トナーカバー

･ トナーカバーを外すとき、トナーが飛散す
る場合があります。大きめの紙の上で行っ
てください。

･ トナーカバーは不燃物として処理してくだ
さい。

ガイドポスト

ガイドポスト

ガイド溝

･ 感光ドラム（緑の筒の部分）は、非常に傷
付きやすいため、絶対に手を触れないでだ
さい。

･ プロセスカートリッジは、直射日光や強い
光（約 1500 ルクス以上）に当てないでくだ
さい。また、室内の照明の下でも 5 分間以
上は放置しないでください。

トナーカートリッジ

テープ
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テープをはがした面を下にしてト
ナーカートリッジの左側のガイド
をプロセスカートリッジのカート
リッジ押さえの下に入れる。ト
ナーカートリッジ右側の溝をプロ
セスカートリッジのカートリッジ
ガイドの突起にあわせ、水平に
しっかりと押さえ込む

トナーカートリッジが浮き上がら
ないように上の面を手で左方向に
押さえ込みながら、右側のノブを
矢印方向に止まるまで回す

トップカバーを閉じる

溝

カートリッジ
ガイド

左側に突き当たるまで押し込む

トナーカートリッジは、左側に突き当たる
まで押し込んでください。

ノブ 

左方向に押さえ込む 
･ トナーカートリッジの交換または取り
付け後に、「トナーロー」または「トナー
　コウカン」表示が消えないことがあり
ますが、故障ではありません。この場合、
トップカバーの開閉を行い、プリンタの
モータが動作後、「トナーロー」または
「トナー　コウカン」の表示が消えるこ
とをご確認ください。
･ 5 ～ 6 回、トップカバーの開閉を行い、
プリンタのモータが動作しても、「ト
ナーロー」または「トナー　コウカン」
表示が消えないときは、トナーカート
リッジをセットし直してください。 
･ トナーカートリッジが正しく固定され
ていない場合、印刷品質が低下すること
があります。
･ トップカバーを閉じるときは、トップカ
バー上面の手前左側（小さな丸い刻印が
ある所）を押してください。
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用紙をセットする

給紙カセットや給紙トレイに用紙をセットする方法や使用できる用紙については、「第 6章　用紙
について」（115ページ）を参照してください。
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拡張給紙ユニット（オプション品）を取り付ける

オプションの拡張給紙ユニットを購入している場合は、ここでプリンタ本体に取り付けます。標
準カセットと合わせて最高 750枚の用紙をセットして、使用できるようになります。

プリンタの電源が切れていること
を確認する

電源スイッチが「○」側に倒れているこ
とを確認します。

フロントカバー内部の取っ手を
握って手前へ引き、フロントカ
バーを倒す

感　電 ・拡張給紙ユニットを取り付けたり、取り外したりすると
きは、電源スイッチが切れている（「○」側に倒れている）
ことを確認し、電源プラグをコンセントから抜いた後に
行ってください。
感電または故障の原因となります。

・拡張給紙ユニットは、当社推奨品以外は接続しないでく
ださい。
感電や火災または故障の原因となります。

け　が ・拡張給紙ユニットの金属部分に手を触れる場合は充分に
注意してください。手を傷付けるおそれがあります。

・プリンタ本体と拡張給紙ユニットの間に指をはさまない
ように注意してください。けがの原因となることがあり
ます。

・拡張給紙ユニットの取り付け、取り外しを行う際は、指
定された場所以外のネジは外さないでください。
指定された場所以外のネジを外すと、けがの原因または
故障の原因となることがあります。

ON OFF

POWER

フロントカバー
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手差しトレイを開く

拡張給紙ユニットにプリンタを載
せる

フロントカバーを閉じる

手順 で開けたフロントカバーを元に

戻します。

手差しトレイ

フロントカバー

手差しトレイを閉じてプリンタを載せた場
合は、無理に開けずもう一度プリンタを持
ち上げて、手差しトレイを開いてから載せ
てください。
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プリンタと拡張給紙ユニットを
ケーブルで接続する

プリンタ本体側へはケーブルの矢印部
分を上にし、拡張給紙ユニット側はコネ
クタの矢印にケーブルの矢印を合わせ
て差し込みます。

プリンタに電源コード、プリンタ
ケーブルを取り付け、電源を入れ
る

電源スイッチを「I」側に倒します。

設定内容の一覧を印刷し、拡張給
紙ユニットが正しく取り付けられ
ていることを確認する

メディアメニューに「トレイ 2用紙サイ
ズ」「トレイ 2用紙タイプ」「トレイ 2用
紙厚」と印刷されていることを確認しま
す。

「プリンタの設定内容を確認す
る」（61ページ）参照

プリンタを選択する

Windows 98/Me/NT 4.0/2000 の場合
〔スタート〕－〔設定〕－〔プリンタ〕の順に選択します。

Windows XP/Windows Server 2003 の場合
〔スタート〕－〔コントロールパネル〕－〔プリンタとその他のハードウェア〕－
〔プリンタと FAX〕の順に選択します。

Windows Vista/Windows Server 2008 の場合
〔スタート〕－〔コントロールパネル〕－〔ハードウェアとサウンド〕の〔プリンタ〕
の順に選択します。

ON OFF

POWER
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プロパティを開く

Windows 98/Meの場合
プリンタアイコンを右クリックし、〔プロパティ〕を選択します。

Windows NT 4.0 の場合
プリンタアイコンを右クリックし、〔ドキュメントの既定値〕を選択します。

Windows 2000/XP/Vista/Windows Server 2003/2008 の場合
プリンタアイコンを右クリックし、〔印刷設定〕を選択します。

〔用紙〕タブの〔給紙オプション〕
をクリックする

〔拡張給紙ユニット〕にチェックを付け、〔OK〕をクリックする

プリンタドライバで拡張給紙ユニットが設定されます。

プリンタ本体に拡張給紙ユニットを取り付け後、手差しトレイを強引
に開くと、拡張給紙ユニットのフロントカバー部が壊れる可能性があ
ります。取り扱いには注意してください。また、取り付け時に手差し
トレイを開け忘れていた場合は、いったんプリンタを拡張給紙ユニッ
トから取り外し、手差しトレイを開けてから、拡張給紙ユニットを取
り付けてください。
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給紙トレイ（オプション品）を取り付ける

オプションの給紙トレイを購入している場合は、ここでプリンタ本体に取り付けます。
オプション品の拡張給紙ユニットと併用する場合は、先に拡張給紙ユニットを取り付けてくださ
い。(「拡張給紙ユニット（オプション品）を取り付ける」（47ページ）を参照 ) 

プリンタの電源が切れていること
を確認する

電源スイッチが「○」側に倒れているこ
とを確認します。

手差しトレイを開く

感　電 ・給紙トレイを取り付けおよび取り外すときは、電源ス
イッチが切れている（「○」側に倒れている）ことを確認
し、電源プラグをコンセントから抜いた後に行ってくだ
さい。
感電または故障の原因となります。

・給紙トレイを接続する場合には、当社推奨品以外は接続
しないでください。
感電や火災または故障の原因となります。

け　が ・給紙トレイの金属部分に手を触れる場合は充分に注意し
てください。手を傷付けるおそれがあります。

・プリンタ本体と給紙トレイの間に指をはさまないように
注意してください。けがの原因となることがあります。

・給紙トレイの装着、取り外しを行う際は、指定された場
所以外のネジは外さないでください。
指定された場所以外のネジを外すと、けがの原因または
故障の原因となることがあります。

給紙トレイをプリンタドライバやプリンタのメニュー設定では、MPF
（給紙トレイ）と表示します。

ON OFF

POWER
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給紙トレイのフック（2ヶ所）をプ
リンタの穴に差し込み、下げる

プリンタ本体側面のコネクタカ
バーを外す

コネクタカバーとプリンタカバーの間
にマイナスドライバを差し込み、そのま
ま矢印方向にマイナスドライバを倒し、
左右の接合部を外します。次にコネクタ
カバーを手で上下に折り曲げて外しま
す。

接続コードを取り付ける

接続コード（給紙トレイに添付）のコア
側をプリンタに差し込みます。次に接続
コードのもう一方を給紙トレイに差し
込みます。

プリンタの電源を入れる

電源スイッチを「I」側に倒します。

給紙トレイ

プリンタの穴

金属のフック

接合部

マイナスドライバ

コネクタカバー

マイナスドライバをねじらないでくださ
い。ねじるとプリンタカバーに傷が付きま
す。

プリンタコア

接続コード
（給紙トレイに付属）

給紙トレイ

ON OFF

POWER
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設定内容の一覧を印刷し、給紙ユ
ニットが正しく取り付けられてい
ることを確認する

メディアメニューに「MPF（給紙トレイ）
用紙サイズ」「MPF（給紙トレイ）用紙タイ
プ」「MPF（給紙トレイ）用紙厚」と印刷さ
れていることを確認します。

「プリンタの設定内容を確認す
る」（61ページ）参照

プリンタを選択する

Windows 98/Me/NT 4.0/2000 の場合
〔スタート〕－〔設定〕－〔プリンタ〕の順に選択します。

Windows XP/Windows Server 2003 の場合
〔スタート〕－〔コントロールパネル〕－〔プリンタとその他のハードウェア〕－
〔プリンタと FAX〕の順に選択します。

Windows Vista/Windows Server 2008 の場合
〔スタート〕－〔コントロールパネル〕－〔ハードウェアとサウンド〕の〔プリンタ〕
の順に選択します。

プロパティを開く

Windows 98/Me の場合
プリンタアイコンを右クリックし、〔プロパティ〕を選択します。

Windows NT 4.0 の場合
プリンタアイコンを右クリックし、〔ドキュメントの既定値〕を選択します。

Windows 2000/XP/Vista/Windows Server 2003/2008 の場合
プリンタアイコンを右クリックし、〔印刷設定〕を選択します。

〔用紙〕タブの〔給紙オプション〕をクリックする

〔MPF（給紙トレイ）〕にチェックを
付け、〔OK〕をクリックする

プリンタドライバで給紙ユニットが設
定されます。
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プリンタ LAN カードを取り付ける

『プリンタ LANカード XL-LN100PG設置ガイド』または『XL-2300Gネットワークガイド』「第
1 章 ネットワークプリンタの設定」の「プリンタ LAN カードを取り付ける」を参照し、プリン
タ LANカードの取り付けおよび初期化を行ってください。

本製品添付のプリンタソフトウェア CD-ROM に収められている『XL-2300G
ネットワークガイド』を参照
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ケーブルを接続する

ローカルプリンタで使用する場合は、プリンタケーブルまたはプリンタ USB ケーブルを使用し
て、プリンタとパソコンを直接接続します。
ネットワークプリンタとして使用する場合は、プリンタ LAN ケーブルを使用して、プリンタを
ネットワークに接続します。

ローカルプリンタとして使用する

●プリンタケーブル
本製品は IEEE 1284 準拠のパラレルインターフェースを標準装備しています。
接続ケーブルについては、次の制約があります。
･ パソコンとプリンタの接続には、シールドケーブルをお使いください。
･ ケーブルの長さは、1.5m以下の物をお使いください。
･ プリンタケーブルとプリンタUSBケーブルは、同時に接続できます。

パソコンとプリンタを接続するケーブルは数種類あります。ご使用のパソコンに対応したケーブ
ルをご用意ください。

なお、本製品にはプリンタケーブルは添付されていません。パソコン本体に添付のケーブルか、
別売りケーブルをお使いください。別売りケーブルは次の物が用意されています。

感　電 プリンタケーブルを接続するときは、必ず本製品とパソコ
ンの電源を切ってください。電源を切らずに接続すると、感
電の原因となります。

故　障 ケーブルの接続は本書をよく読み、接続に間違いがないよ
うにしてください。特に接続するときは、必ず本製品とパ
ソコンの電源を切ってください。
誤った接続状態で使用すると、本製品およびパソコンが故
障する原因となることがあります。

品　名 型　名 備　考

プリンタケーブル FMV-CBL716 FMVシリーズ、各社AT互換機に接続できます。
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次の手順に従って、プリンタケーブルを接続してください。

プリンタとパソコンの電源が切れ
ていることを確認する

電源スイッチが「○」側に倒れているこ
とを確認します。

プリンタのパラレルイン
ターフェースのコネクタ
にプリンタケーブルを差
し込み、コネクタ両端のワ
イヤクリップで固定する

プリンタケーブルのもう
一方のコネクタを、パソコ
ンに接続する

パソコン側への接続は、パソコ
ンの取扱説明書を参照してく
ださい。

●プリンタ USB ケーブル
本製品はUSBインターフェース（フルスピードモード：12Mbps）を標準装備しています。
接続ケーブルについては、以下の制約があります。
･ Windows 95 から Windows 98/Me へアップグレードインストールした環境での動作は保証
できません。
･ Windows NT 4.0 では動作しません。
･ パソコンとプリンタの接続に使用するUSBケーブルは、5m以下のシールドケーブルをお使い
ください。
･ 印刷中にUSBケーブルを抜き差ししないでください。
･ USBハブを使用する場合は、パソコンと直接接続されたUSBハブに接続してください。
･ 本製品と接続したUSBケーブルのもう一方は、パソコン本体のUSBコネクタ、またはセルフ
パワータイプのUSBハブ（電源コードやACアダプタにより電源が供給されるタイプのハブ）
のコネクタに接続してください。上記以外のUSBコネクタに接続すると、正常に動作しない場
合があります。
･ プリンタケーブルとプリンタUSBケーブルは、同時に接続できます。
･ USB2.0 に準拠したUSBケーブルを用意してください。

ON OFF

POWER

プリンタケーブルを接続するときは、必ず
パソコンの電源も切ってください。

ネジ

ネジ

ワイヤクリップ
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なお、本製品には USB ケーブルは添付されていません。お使いのパソコンに合わせて、別途ご
購入ください。別売りケーブルは次の物が用意されています。

次の手順に従って、プリンタUSBケーブルを接続してください。

プリンタとパソコンの電源が切れ
ていることを確認する

電源スイッチが「○」側に倒れているこ
とを確認します。

プリンタの USB インターフェース
コネクタにプリンタ USB ケーブル
を接続する

プリンタUSBケーブルの他方を、パ
ソコンに接続する

パソコン側への接続は、パソコンの取扱
説明書を参照してください。

品　名 型　名 備　考

プリンタUSBケーブル XL-CBLU2G Windows 98/Me/2000/XP/Vista/Windows 
Server 2003/2008 が動作するパソコンに接続
できます。本ケーブルはUSB2.0 に対応してい
ます。

ON OFF

POWER

プリンタ USB ケーブルを接続するときは、
必ずパソコンの電源も切ってください。



第 2章    プリンタの設置

58

ネットワークプリンタとして使用する

本製品が対応している LANインターフェースは、次のとおりです。
･ 100BASE-TX（FULL：全二重モード /HALF：半二重モード）に対応
･ 10BASE-T（FULL：全二重モード /HALF：半二重モード）に対応

本製品をネットワークプリンタとして使用する場合は、オペレータパネルを使用して
ネットワーク情報（IPアドレス /HUB LINK のモードなど）を設定する必要があります。
詳しくは、『XL-2300G ネットワークガイド』「第 1章  ネットワークプリンタの設定」
「IPアドレスを設定する」を参照してください。

プリンタ LANケーブルは、使用しているネットワークの接続形態に合ったツイストペアケーブル
を用意してください。

プリンタ本体背面のプリンタ
LAN ケーブルコネクタに、プリ
ンタ LAN ケーブルを接続する

感　電 作業の前に、電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコン
セントから抜いてください。電源スイッチを切らずに作業
を行うと、感電の原因となるおそれがあります。

ネットワークプリンタとして使用するには、事前にオプションのプリ
ンタ LAN カードを取り付けておく必要があります。
取り付け方法については、プリンタ LAN カード用の設置ガイドまたは
本製品に添付されたプリンタソフトウェア CD-ROM 内にある『XL-2300G
ネットワークガイド』（NetworkGuide.pdf）を参照してください。

100BASE-TX の場合は、カテゴリー5、またはエンハンスドカテゴリー
5のツイストペアケーブルが必要です。

インターフェース部

STATUS 10M

PARALLEL

100M TEST

プリンタLANケーブルコネクタ
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電源を入れる

次の手順に従って、電源を入れてください。

電源コードをプリンタ本体背面に
ある電源コードコネクタに差し込
む

電源が切れていることを確認してから
作業してください。

電源プラグをコンセントに差し込
む

コンセントにアースが付いている場合
は、アースも接続します。

プリンタ本体左側面にある電源ス
イッチの「｜」側を押す

電源が入ります。

感　電 ・電源プラグは、定格電圧 100V、定格電流 15A 以上のコ
ンセントに単独で差し込んでください。また、タコ足配
線をしないでください。発熱による火災や感電のおそれ
があります。なお、本製品の定格電源は、100V、7A と
なっています。

・万一漏電した場合の感電や火災事故を防ぐため、電源プラ
グから出ている緑色のアース線を、必ず次のいずれかに
取り付けてください。
- 電源コンセントのアース端子
- 銅片などを 650mm以上地中に埋めた物
- 接地工事（D種）を行っている接地端子

故　障 電源を入れる前に必ずプロセスカートリッジの保護シート
と透明フィルムを取り外してください。故障の原因になり
ます。

ON OFF

POWER

アース端子

アース線

ON OFF

POWER



第 2章    プリンタの設置

60

オペレータパネルの液晶ディスプ
レイに、〔イニシャルチュウ〕と表
示される。この表示が〔オンライ
ン WIN〕に変わることを確認する

液晶ディスプレイにエラーメッセー
ジが表示された場合は、メッセージの
内容を確認して対処してください。ま
た、オンライン表示にならないときや
対処方法がわからない場合は、「メッ
セージが表示されるとき」（224 ペー
ジ）を参照してください。

■■■■■■■■
■■■■■■■■

ｲﾆｼｬﾙﾁｭｳ

RAMﾁｪｯｸ
********

ｵﾝﾗｲﾝ
WIN
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プリンタの設定内容を確認する

プリンタの設置後は設定内容の一覧を印刷し、オプション品が正しく取り付けられているか、ま
たプリンタが正しく設置され、動作しているかどうかを確認してください。

「設定内容の一覧を印刷する」（157ページ）を参照

オプション
品の情報が
印刷されます。
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プリンタの環境を設定する

『XL-2300G 取扱説明書』「第 3 章　外部との接続」（63 ページ）、『XL-2300G ネットワークガ
イド』「第 1章 ネットワークプリンタの設定」を参照して、必要な設定を行ってください。
環境設定が終了したら『XL-2300G 取扱説明書』「第 4 章　プリンタドライバのインストール」
（71ページ）を参照して、各クライアントにプリンタドライバをインストールしてください。

本製品添付のCD-ROMに収められているネットワークガイドを参照



第 3 章
外部との接続

この章では、本製品をパソコンまたは LAN に接

続する方法について説明します。

インストールの手順と設定の概要....................... 64
パソコンとローカルに接続する........................... 67
ネットワーク経由で接続する............................... 68

LANに接続するときの注意事項........................... 69
パソコンと LANの両方に接続するときの注意事項.... 70
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インストールの手順と設定の概要

プリンタの設置が終わったら、パソコンまたは LANと接続し、印刷するために必要な設定を行い
ます。
プリンタの接続・運用形態によって手順が異なりますので、次の図を参照し、必要な設定を行っ
てください。
設定は プリンタ サーバまたはパソコン（管理者） クライアントまたはパソコンの順に行って
ください。

接続・運用形態は、お使いの環境にあわせて以下を目安に選択してくだ
さい。
･ プリンタケーブル /プリンタUSBケーブルで接続
1 台のパソコンからのみ印刷する場合や、プリンタ用に IP アドレス
を使いたくない場合

･ プリンタLANケーブルで接続
プリンタの設置場所が自由、データの転送速度が高速、またインター
ネットを利用して印刷する場合

サーバ経由で印刷すると、ホスト側の設定 /管理が比較的容易になりま
す。また、大規模なネットワークに適しています。

･ ネットワークガイドは本体に添付されているソフトウェア CD-ROM 内
に収められています。（（13 ページ、34 ページ）を参照）

･ 本製品をネットワーク環境で使用する場合は、必ずネットワークガイ
ドを参照してください。
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■プリンタケーブル/プリンタUSBケーブルで接続するとき

サーバ経由で印刷1台のパソコンからのみ印刷

サーバ

パソコン（管理者）

クライアント

プリンタ
プリンタ

「第 3章　外部との接続」（63 ページ）
「パソコンとローカルに接続する」（67ページ）参照

「第 4章　プリンタドライバのインストール」（71 ページ）
「プリンタドライバをインストールする」（74ページ）参照

「第 5章　プリンタ共有の設定」（97 ページ）参照
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■プリンタLANケーブルで接続するとき（プリンタLANカード搭
載時）

*1:　本書の「第 5章　プリンタ共有の設定」（97 ページ）と同一の手順となります。

設定手順について、詳しくは装置添付のプリンタソフトウェアCD-ROM内にあるネッ
トワークガイド（PDFファイル）を参照

各パソコンからIPPによる印刷サーバ経由でLANによる印刷各パソコンから 
LANによる直接印刷

サーバ

パソコン
（管理者）クライアント

パソコンパソコン
（管理者）

パソコン
プリンタ

プリンタ プリンタ

インターネットインターネットインターネット

XL-2300G ネットワークガイド「第 1章 ネットワークプリンタの設定」
「使用できる環境」を参照

XL-2300G ネットワークガイド「第 1章 ネットワークプリンタの設定」
「プリンタ LANカードを設定する」参照

XL-2300G ネットワークガイド「第 1章 ネットワークプリンタの設定」
「IP アドレスを設定する」参照

XL-2300Gネットワークガイド「第2章 プリンタドライバのインストール」参照    

XL-2300Gネットワークガイド「第 3章 ネットワークソフトウェアの使用」参照

XL-2300Gネットワークガイド「第 4章 プリンタ共有の設定」参照                 (*1)

XL-2300G ネットワークガイド「第 5章 インターネット印刷の設定」
「インターネット印刷を利用する」参照       



パソコンとローカルに接続する

67

1
2

4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
付

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
編

3

パソコンとローカルに接続する

本製品は、セントロニクス準拠のパラレルインターフェースと USB インターフェース（フルス
ピードモード：12Mbps）を標準装備しています。パラレルインターフェースまたは USB イン
ターフェースにパソコンを接続する方法については、「第 2章　プリンタの設置」の「ローカルプ
リンタとして使用する」（55ページ）を参照してください。

感 電 プリンタケーブルを接続するときは、必ず本製品とパソコ
ンの電源を切ってください。電源を切らずに接続すると、感
電の原因となります。

故 障 ケーブルの接続は本書をよく読み、接続に間違いがないよ
うにしてください。
誤った接続状態で使用すると、プリンタおよびパソコンが
故障する原因となることがあります。

･ 切替器を利用して本製品とパソコンを接続すると、プリンタが応答し
なかったり、文字化けしたりする原因となります。パソコンとプリン
タは、1 対 1 で接続してください。

･ プリンタケーブル / プリンタ USB ケーブルについては、次の制約があ
ります。
- パソコンとプリンタの接続には、シールドケーブルをお使いくださ
い。

- ケーブルの長さは、プリンタケーブルは 1.5ｍ 以下、プリンタ USB
ケーブルは 5ｍ以下の物をお使いください。

･ 本製品には、プリンタケーブルおよびプリンタ USB ケーブルは添付さ
れていません。パソコンに添付のケーブルか別売ケーブルをお使いく
ださい。
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ネットワーク経由で接続する

プリンタをネットワーク経由で接続するときは、XL-2300G とハブユニット間をツイストペア
ケーブルで接続します。
100BASE-TX 対応のハブユニットに接続して 100Mbps でご使用になる場合には、必ずカテゴ
リー 5、またはエンハンスドカテゴリー 5のツイストペアケーブルをご使用ください。

プリンタ LANケーブルの接続方法については、「第 2章　プリンタの設置」の「ネットワークプ
リンタとして使用する」（58ページ）を参照してください。

故 障 プリンタ LANケーブルを接続するときは、必ず本製品の電
源を切ってください。電源を切らずに接続すると誤動作の
原因となります。

ネットワークプリンタとして使用するには、オプションのプリンタ LAN
カードが必要となります。
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LAN に接続するときの注意事項

●本製品のイーサネットタイプは、「自動」「100Mbps Full/Half」「10Mbps Full/Half」の中か
ら選ぶことができます。プリンタのイーサネットタイプは、メニューモードの「Network」に
ある「Hub Link」で変更します。通常は「自動」（デフォルト）でご使用ください。

●プリンタ LAN ケーブルをハブユニットに接続した場合で、ハブユニット側のリンクランプが
点灯せず、ネットワークのサーバなどに接続できないときがあります。このときは、プリンタ
とハブユニット双方のイーサネットタイプを同じ規格に設定してください。

メニューモードについては、「第 8章　オペレータパネルの操作」（171 ページ）の「共
通メニュー画面の設定一覧」（178ページ）を参照

ハブユニット側の設定については、ご使用のハブユニットの取扱説明書をお読みください。
なお、プリンタとハブユニットの Ethernet タイプを「自動」以外の固定値に設定することで、
なんらかの要因で回線の切断が一時的に発生しても、その後の通信再開がより速やかになりま
す。
●ハブユニットにSTP（スパニングツリープロトコル）の設定がある場合は、本製品を接続する
ポートのSTPを「無効」に設定することをお勧めします。
「有効」に設定している場合は、なんらかの要因でネットワーク通信が途切れると、通信が再開
されるまでに数十秒程度を要する場合があります。詳しくはハブユニットのマニュアルをご覧
ください。
●ハブユニット LH1100 と接続する場合は、次の点にご注意ください。
･ ケーブル長100mのツイストペアケーブルは使用しないでください。100mのツイストペアケー
ブルでは、ネットワークのサーバなどに接続できないことがあります。
･ ハブユニットのラベルに「A8」以降の表記がある必要があります。「A7」や「A6」の表記があ
る場合は、「ハードウェア修理相談センター」（287ページ）にご相談ください。
ラベルの見かたを次の図に示します。

●特定のスイッチングハブ（SH1516 など）で、ハブ側の通信モードがオートネゴシエーション
設定でプリンタ側のHub Link 設定が Full 固定の場合、印刷性能が遅くなることがあります。
その場合は、ハブとプリンタの通信モードを、両方とも Full か Half 固定に合わせて設定する
ことにより、遅くなる現象を回避できることがあります。

ラベル

ハブユニットの裏面

３行目に表記されます。
該当するものに消し線（＝）が
つけられます。

ACプラグ
A8の例

A7の例

A6の例

SER.NO.000001
DATE:1997-5
AB-0123456789

SER.NO.000001
DATE:1997-5
AB-0123456789

SER.NO.000001
DATE:1997-5
AB-0123456789

＝ ＝

＝ ＝

＝ ＝

ラベルの位置…ハブユニットの裏面の次に示す場所にあります。
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パソコンと LAN の両方に接続するときの注意事項

本製品は、LAN経由でサーバプリンタとして動作するとともに、さらに 2台のパソコンをパラレ
ルポートとUSBポートに接続することができます。
パラレルポート、USB ポート、LAN ポートの各ポートにパソコンを接続したときは、次の点に
ご注意ください。
･ ポートは、自動で切り替えることができます。ただし、プリンタの状態によっては、ポートの
自動切り替えが働かない場合や、切り替えに時間がかかる場合があります。
･ 1 つのポートを使用して印刷している場合、その他のポートは使用できません。3 つのポート
を同時に使用していて、パソコンの画面に「印刷エラー」などが表示された場合は、1 つのパ
ソコンからの印刷が完了してからその他の印刷を再開してください。
･ 1つのポートで未印刷データがある場合、その他のポートには切り替わりません。

パラレルポートから印刷している間は、プリンタから USB ケーブルや
プリンタ LAN ケーブルを抜き差ししないでください。



第 4 章
プリンタドライバのイン

ストール

この章では、パソコンとローカル接続でプリン

タドライバをインストールする手順について説

明します。

プリンタドライバインストールの概要............... 72
ホスト環境について................................................ 72
プリンタドライバの更新およびアンインストールについて ....... 73
TCP/IP プロトコル使用前の確認事項.................. 73

プリンタドライバをインストールする............... 74
インストール方法を決める.................................... 74
パラレル接続でインストールする場合 (Windows 98/Me/NT 4.0/2000)........ 77
パラレル接続でインストールする場合 (Windows XP/Windows Server 2003).. 78
パラレル接続でインストールする場合 (Windows Vista/Windows Server 2008).. 82
USB接続でインストールする場合 (Windows 98/Me/2000).................... 85
USB接続でインストールする場合 (Windows XP/Windows Server 2003) ..... 89
USB接続でインストールする場合 (Windows Vista/Windows Server 2008)... 90

最新プリンタドライバを入手する....................... 92
プリンタドライバを削除する ................................ 92
新しいプリンタドライバに置き換える................. 94
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プリンタドライバインストールの概要

ホストから印刷するためには、プリンタドライバのインストールが必要です。プリンタドライバ
とは、ホストからの印刷データや印刷指示を、本製品が解釈できるデータに変換するソフトウェ
アです。
ここでは、添付のプリンタソフトウェアCD-ROMを使ってXL-2300Gプリンタドライバをイン
ストールするために必要な環境について説明します。

「プリンタドライバをインストールする」（74ページ）参照

ホスト環境について

サポートしているOS、システム環境は次のとおりです。

■Windows 98
Windows 98 日本語版の動作するパーソナルコンピュータ
FMVシリーズおよびPC/AT互換機

■Windows Me
Windows Me 日本語版の動作するパーソナルコンピュータ
FMVシリーズおよびPC/AT互換機

■Windows NT 4.0
Windows NT Server 4.0 日本語版もしくは Windows NT Workstation 4.0 日本語版の動作
するパーソナルコンピュータ
FMVシリーズおよびPC/AT互換機

■Windows 2000
Windows 2000 Professional 日本語版もしくはWindows 2000 Server 日本語版の動作する
パーソナルコンピュータ
FMVシリーズおよびPC/AT互換機

■Windows XP/Windows XP x64 Edition
Windows XP Professional日本語版もしくはWindows XP Home Edition日本語版の動作する
パーソナルコンピュータ
FMVシリーズおよびPC/AT互換機

■Windows Server 2003/Windows Server 2003 x64 Edition
Windows Server 2003 Standard Edition 日本語版もしくは Windows Server 2003 Enterprise
Edition日本語版の動作するパーソナルコンピュータ
FMVシリーズおよびPC/AT互換機

■Windows Vista/Windows Vista x64 Edition
Windows Vista Ultimate 日本語版、 Windows Vista Home Premium 日本語版、 Windows
Vista Home Basic 日本語版、 Windows Vista Business 日本語版、 またはWindows Vista
Enterprise 日本語版の動作するパーソナルコンピュータ
FMVシリーズおよびPC/AT互換機
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■Windows Server 2008/Windows Server 2008 x64 Edition
Windows Server 2008 Standard Edition 日本語版もしくは Windows Server 2008 Enterprise
Edition日本語版の動作するパーソナルコンピュータ
FMVシリーズおよびPC/AT互換機

プリンタドライバの更新およびアンインストールについて

プリンタドライバの更新およびアンインストールについては、「プリンタドライバを削除する」
（92ページ）を参照してください。

TCP/IP プロトコル使用前の確認事項

TCP/IP プロトコルを使用する前に、次のことを確認してください。
lpr を使用して印刷する場合、ホスト側では弊社製「FUJITSU LPRユーティリティ」を使用しま
す。FUJITSU LPRユーティリティのインストール方法については『XL-2300Gネットワークガ
イド』「第 3章 ネットワークソフトウェアの使用」の「FUJITSU LPR ユーティリティを使用す
る場合」を参照してください。

本製品添付のCD-ROMに収められているネットワークガイドを参照

･ DOSアプリケーションには対応していません。
･ WIN-OS/2、および Windows NT3.51 以下のバージョンには対応して
いません。
･ Windows 98/Me/NT 4.0/2000/XP/Vista/Windows Server 2003/
2008の各英語版には対応していません。
･〔プリンタの追加〕からもプリンタドライバをインストールできます。プ
リンタソフトウェアCD-ROM内の「Fjxldrv」フォルダを開き、お使い
の OS に合わせて、「Win9xme」フォルダ（Windows 98/Me 用）、
「WinNT」フォルダ（Windows NT 4.0 用）、「2KXP2003」フォルダ
（Windows 2000/XP/Vista/Windows Server 2003/2008 用）、また
は「x64」フォルダ（Windows x64 Edition 用）を選択してください。
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プリンタドライバをインストールする

本製品をご使用になるには、ご使用のパソコンのOSおよびパソコンがサポートしているインター
フェースに適したプリンタドライバをインストールする必要があります。

インストール方法を決める

パソコンとプリンタの接続方法、およびプリンタドライバのインストール手順は、パソコンがサ
ポートしているインターフェースによって異なります。

■パラレルインターフェースによる接続
パソコン 双方向パラレルインターフェースをサポートするPC/AT 互換機
OS Windows 98/Me/NT 4.0/2000/XP/Vista/Windows Server 2003/2008

日本語版
セットアップ方法 インストーラによるセットアップ

(Windows 98/Me/NT 4.0/2000 日本語版 )
プラグアンドプレイによるインストール
(Windows XP/Vista/Windows Server 2003/2008 日本語版 )

パラレルインターフェースで接続するときは、次のことを確認してください。

感 電 プリンタケーブルを接続するときは、必ず本製品とパソコ
ンの電源を切ってください。電源を切らずに接続すると、感
電の原因になります。

故 障 ケーブルの接続は本書をよく読み、接続に間違いがないよ
うにしてください。
誤った接続状態で使用すると、プリンタおよびパソコンが
故障する原因となることがあります。

･ パソコンとプリンタの接続に使用するプリンタケーブルは、1.5m 以
下のシールドケーブルをお使いください。
本製品には、プリンタケーブルは添付されていません。パソコンに添
付のケーブルか別売ケーブルをお使いください。

･ USB との同時接続はできません。
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■USB*1 による接続
パソコン USBインターフェースを内蔵する PC/AT互換機
OS Windows 98/Me/2000/XP/Vista/Windows Server 2003/2008 日本語版
セットアップ方法 プラグアンドプレイによるインストール
*1：キーボードやマウス、モデムなどの周辺機器とパソコンを結ぶ、データ送路の規格の1つです。
USBインターフェース接続で接続するときは、次のことを確認してください。

■共有プリンタによる接続（ネットワークを利用したインス
トール）
パソコン TCP/IP をサポートするPC/AT互換機
OS Windows 98/Me/NT 4.0/2000/XP/Vista/Windows Server 2003/2008 日本語版
インストール方法 サーバからのネットワーク経由

ネットワーク接続でのインストールに関しては「第 5 章　プリンタ共有の設定」（97
ページ）を参照

･ Windows 95 から Windows 98/Me へアップグレードインストールした
環境での動作は保証できません。

･ Windows 95/NT 4.0 では動作しません。
･ パソコンとプリンタの接続に使用するUSBケーブルは、5m以下のシー
ルドケーブルをお使いください。

･ 印刷中に USB ケーブルを抜き差ししないでください。
･ USB ハブを使用する場合は、パソコンと直接接続された USB ハブに接
続してください。

･ 本製品と接続した USB ケーブルのもう一方は、パソコン本体の USB コ
ネクタ、またはセルフパワータイプの USB ハブ（電源コードや AC ア
ダプタにより電源が供給されるタイプのハブ）のコネクタに接続して
ください。上記以外の USB コネクタに接続すると、正常に動作しない
場合があります。

･ パラレルとの同時接続はできません。

USB2.0 に準拠したUSBケーブルを用意してください。
USB ケーブルは本製品には添付されていません。お使いのパソコンに
合わせて、別途ご購入ください。

本プリンタドライバを他機種のプリンタで使用することはできません。
また、他機種用のプリンタドライバを本製品で使用することもできませ
ん。
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■インストール方法
本章では、次のセットアップ方法について説明します。

●プラグアンドプレイ
Windows は起動するときに新しく接続されたプリンタを自動的に検出し、プリンタを使用す
るために必要な操作が画面に表示されます。その指示に従って、インストールを行います。

●プリンタの追加（通常のインストール）
･ Windows 98/Me/NT 4.0/2000 の場合
〔プリンタ〕フォルダ内の〔プリンタの追加〕をダブルクリックしてインストールを開始します。
･ Windows XP/Windows Server 2003 の場合
〔プリンタと FAX〕フォルダ内の〔プリンタのインストール〕をクリックしてインストールを
開始します。
･ Windows Vista/Windows Server 2008 の場合
〔プリンタ〕フォルダ内の〔プリンタのインストール〕をクリックしてインストールを開始しま
す。

●インストーラの利用
添付のプリンタソフトウェアCD-ROMからFUJITSU XL-2300プリンタCD-ROMメニュー
を起動し、インストールします。

プラグアンドプレイ、プリンタの追加どちらででもインストールできる
環境の場合は、プラグアンドプレイでインストールすることをお勧めし
ます。

文中において、〔　〕で囲んだ表記はメニューやボタン、ダイアログボッ
クス名を示し、〈　〉で囲んだ表記はダイアログボックス上に表示され
る文字を示します。
また、メニューなどのうしろに（　）で囲まれている文字は、アクセス
キーを示します。
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パラレル接続でインストールする場合 (Windows 98/Me/NT 4.0/2000)

プリンタドライバのインストールは、次の手順で行います。
ここでは、Windows 98 を例にCD-ROM内のインストーラを使ってセットアップする方法につ
いて説明します。
添付のプリンタソフトウェアCD-ROMを準備してください。

プリンタの電源が入っていないことを確認し、Windows を起動する

プリンタソフトウェア CD-ROM をパソコンにセットする

〔スタート〕－〔ファイル名を指定して実行〕の順にクリックする

〈名前〉に CD-ROM ドライブ名と「xlsetup.exe」と入力し、〔OK〕をクリックする

CD-ROMドライブが Fの場合、「F:￥xlsetup.exe」と入力してください。
富士通Printia LASERシリーズセットアップが起動します。

〔FUJITSU XL-2300〕を選択し、〔OK〕をクリックする

〔ローカルプリンタ〕を選択し、〔次へ〕をクリックする

ポートで〔LPT1〕を選択し、〔次へ〕をクリックする

必要に応じてプリンタ名を変更する

･ パソコンとプリンタをパラレルインターフェースで接続する手順につい
ては「ローカルプリンタとして使用する」、「プリンタケーブル」（55ペー
ジ）を参照してください。
･ ご使用のパソコンにインストールされている Windows98/Me/NT
4.0/2000 のバージョンによっては、インストール手順や表示内容が異
なる場合があります。このときは、表示内容に従ってインストールして
ください。
･〔プリンタ〕フォルダの〔プリンタの追加〕からセットアップすることも
可能です。

インストールの前に、メモ帳などにより CD-ROM 内の「README.TXT」を
お読みください（CD-ROMドライブがFの場合、「F:\Fjxldrv\Readme.txt」
を参照してください）。

Windows NT 4.0/2000 が動作するパソコンをご使用になっている場合、
管理者権限でログオンしてください。
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チェックボックスにチェックを付け、通常使うプリンタに設定して、〔次へ〕
をクリックする

Windows 98/Me をご使用の場合、ここでファイルのコピーが行われます。

〔完了〕をクリックする

〔スタート〕－〔Windows の終了〕の順にクリックし、Windows を再起動する

〔スタート〕－〔設定〕－〔プリンタ〕の順に選択する

プリンタアイコンが表示されていることを確認します。
これでインストールは完了です。パソコンとプリンタをプリンタケーブルに接続し、プリ
ンタの電源を入れると印刷できるようになります。

パラレル接続でインストールする場合 (Windows
XP/Windows Server 2003)

ここでは、Windows XP/Windows Server 2003 が動作するパソコンをご使用になっている場
合の、プリンタドライバのインストール方法について説明します。
プリンタドライバのインストールは、次の手順で行います。添付のプリンタソフトウェアCD-
ROMを準備してください。

「プラグアンドプレイでインストールする」（79ページ）参照
「プリンタのインストールでインストールする」（80ページ）参照

Windows 2000/NT 4.0 をご使用の場合、〔プリンタの共有〕が表示され
たら、〔共有しない〕を選択し、〔次へ〕をクリックしてください。Windows
NT 4.0 では、ファイルのコピーが行われます。また、Windows 2000を
ご使用の場合、〔デジタル署名が見つかりませんでした〕と表示されたら、
〔はい〕をクリックしてください。ファイルのコピーが行われます。

ご使用のパソコンにインストールされている Windows XP/Windows
Server 2003 のバージョンによっては、インストール手順や表示内容が
異なる場合があります。このときは、表示内容に従ってインストールし
てください。

･ インストールの前に、メモ帳などにより CD-ROM の「README.TXT」をお
読みください（CD-ROM ドライブが Fの場合、「F:\Fjxldrv\Readme.txt」
を参照してください）。

･ プリンタドライバを再インストールする場合は、前のプリンタドライ
バを削除してからインストールしてください。

･ プリンタケーブルは、パソコンとプリンタの電源を切った状態で接続
してください（55 ページ）。
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■プラグアンドプレイでインストールする

Windows を起動し、管理者権限でログオンする

プリンタの電源を入れる

電源スイッチが「｜」側に倒れていることを確認します。

〔新しいハードウェアの検出ウィザード〕が表示されたら、〔一覧または特定
の場所からインストールする（詳細）〕を選択し、〔次へ〕をクリックする

〔新しいハードウェアの検出ウィザード〕が表示されない場合は、「〔新しいハードウェア
の検出ウィザード〕が表示されない場合」（80ページ）を参照してください。

添付のプリンタソフトウェア CD-ROM をパソコンにセットする

〔次の場所で最適のドライバを検索する〕を選択し、〔リムーバブルメディア
（フロッピー、CD-ROM など）を検索〕のチェックを外す

〔次の場所を含める〕にチェックを付け、OS に応じて以下のフォルダ名を入
力し、〔次へ〕をクリックする

CD-ROMドライブが F: の場合
・Windows XP/Windows Server 2003 の場合：「F:\Fjxldrv\2KXP2003」
・Windows x64 Edition の場合：「F:\Fjxldrv\x64」

〔ハードウェアのインストール〕が表示されたら、〔続行〕をクリックする

ファイルのコピーが開始されます。

〔完了〕をクリックする

〔スタート〕－〔シャットダウン〕の順にクリックし、Windows を再起動する

〔スタート〕－〔プリンタと FAX〕の順にクリックする

プリンタアイコンが表示されていることを確認してください。
これでインストールは完了です。

●ディスクの挿入が表示された場合
インストールの途中で〔ディスクの挿入〕が表示された場合は、次の手順に従ってください。

〔ディスクの挿入〕が表示されたら、添付のプリンタソフトウェア CD-ROM を
パソコンにセットし、〔OK〕をクリックする

〔ディスクの挿入〕が表示されたら、「ディスクの挿入が表示された場合」
（79ページ）を参照してください。
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OS に応じて以下のフォルダ名を〔コピー元〕に入力し、〔OK〕をクリックする

CD-ROMドライブが F: の場合
・Windows XP/Windows Server 2003 の場合：「F:\Fjxldrv\2KXP2003」
・Windows x64 Edition の場合：「F:\Fjxldrv\x64」
ファイルのコピーが開始されます。

〔完了〕をクリックする

〔スタート〕－〔シャットダウン〕の順にクリックし、Windows を再起動する

〔スタート〕－〔プリンタと FAX〕の順にクリックする

プリンタアイコンが表示されていることを確認してください。
これでインストールは完了です。

●〔新しいハードウェアの検出ウィザード〕が表示されない場合

〔スタート〕－〔マイコンピュータ〕をマウスの右ボタンでクリックし、〔プ
ロパティ〕を選択する

〔ハードウェア〕タブの〔デバイスマネージャ〕をクリックする

〔その他のデバイス〕の「FUJITSU XL-2300」を右クリックして〔削除〕を選
択する

〔デバイスの削除の確認〕で〔OK〕をクリックし、〔デバイスマネージャ〕を
閉じる

〔システムのプロパティ〕で〔OK〕をクリックする

Windows を再起動し、〔新しいハードウェアの検出ウィザード〕から再度イン
ストールする

■プリンタのインストールでインストールする

Windows を起動し、管理者権限でログオンする

〔プリンタの追加ウィザード〕を起動する

Windows XP の場合：
〔スタート〕－〔プリンタと FAX〕の順に選択し、〔プリンタのインストール〕をクリッ
クします。
Windows Server 2003 の場合：
〔スタート〕－〔プリンタと FAX〕の順に選択し、〔プリンタの追加〕をクリックします。

〔プリンタの追加ウィザード〕が起動したら、〔次へ〕をクリックする
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〔このコンピュータに接続されているローカルプリンタ〕を選択し、〔プラグ
アンドプレイ対応プリンタを自動的に検出してインストールする〕のチェッ
クを外して、〔次へ〕をクリックする

〔次のポートを使用〕を選択し、「LPT1：（推奨プリンタポート）」を選択し、
〔次へ〕をクリックする

〔ディスク使用〕をクリックする

〔ディスクの挿入〕が表示されたら、添付のプリンタソフトウェア CD-ROM を
パソコンにセットし、OS に応じて〔製造元のファイルのコピー元〕に以下の
フォルダ名を入力し、〔OK〕をクリックする

CD-ROMドライブが Fの場合
・Windows XP/Windows Server 2003 の場合：「F:\Fjxldrv\2KXP2003」
・Windows x64 Edition の場合：「F:\Fjxldrv\x64」

〔FUJITSU XL-2300〕を選択し、〔次へ〕をクリックする

プリンタ名および通常使うプリンタにするかどうかを設定し、〔次へ〕をク
リックする

〔このプリンタを共有しない〕を選択し、〔次へ〕をクリックする

〔テストページを印刷しますか？〕で「いいえ」を選択し、〔次へ〕をクリッ
クする

〈プリンタの追加ウィザードの完了〉と表示されたら、〔完了〕をクリックする

「ハードウェアのインストール」画面が表示されたら、〔続行〕をクリックする

ファイルのコピーが開始されます。

〔スタート〕－〔シャットダウン〕の順にクリックし、Windows を再起動する

〔スタート〕－〔プリンタと FAX〕の順にクリックする

プリンタアイコンが表示されていることを確認してください。
これでインストールは完了です。

すでに他のドライバがインストールされている場合は、〈既存のドライ
バを使う〉と表示されたら、「新しいドライバに置き換える」を選択し、
〔次へ〕をクリックしてください。
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パラレル接続でインストールする場合 (Windows
Vista/Windows Server 2008)

ここでは、Windows Vista/Windows Server 2008 が動作するパソコンをご使用になっている
場合の、プリンタドライバのインストール方法について説明します。
プリンタドライバのインストールは、次の手順で行います。添付のプリンタソフトウェアCD-
ROMを準備してください。

「プラグアンドプレイでインストールする」（82ページ）参照
「プリンタのインストールでインストールする」（83ページ）参照

■プラグアンドプレイでインストールする

Windows を起動し、管理者権限でログオンする

プリンタの電源を入れる

電源スイッチが「｜」側に倒れていることを確認します。

〔新しいハードウェアが見つかりました〕が表示されたら、〔ドライバソフト
ウェアを検索してインストールします〕をクリックする

〔続行するにはあなたの許可が必要です〕と表示されたら、プリンタドライバ
のインストールであることを確認し、〔続行〕をクリックする

〔新しいハードウェアの検出〕が表示されたら、〔ディスクはありません。他
の方法を試します〕をクリックする

〔コンピュータを参照してドライバソフトウェアを検索します〕をクリックす
る

添付のプリンタソフトウェア CD-ROM をパソコンにセットする

ご使用のパソコンにインストールされている Windows Vista/Windows
Server 2008のバージョンによっては、インストール手順や表示内容が異
なる場合があります。このときは、表示内容に従ってインストールしてく
ださい。

･ インストールの前に、メモ帳などによりCD-ROMの「README.TXT」をお
読みください（CD-ROMドライブがFの場合、「F:\Fjxldrv\Readme.txt」
を参照してください）。

･ プリンタドライバを再インストールする場合は、前のプリンタドライ
バを削除してからインストールしてください。

･ プリンタケーブルは、パソコンとプリンタの電源を切った状態で接続
してください（55 ページ）。
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OSに応じて以下のフォルダ名を入力し、〔次へ〕をクリックする

CD-ROMドライブが F: の場合
・Windows Vista/Windows Server 2008 の場合：「F:\Fjxldrv\2KXP2003」
・Windows x64 Edition の場合：「F:\Fjxldrv\x64」

〔Windows セキュリティ〕が表示されたら、〔このドライバソフトウェアをイ
ンストールします〕をクリックする

ファイルのコピーが開始されます。

インストールが完了したら、〔閉じる〕をクリックする

〔スタート〕－  の  －〔再起動〕の順にクリックし、

Windows を再起動する

〔スタート〕－〔コントロールパネル〕－〔ハードウェアとサウンド〕の〔プ
リンタ〕の順にクリックする

プリンタアイコンが表示されていることを確認してください。
これでインストールは完了です。

■プリンタのインストールでインストールする

Windows を起動し、管理者権限でログオンする

〔プリンタ〕フォルダを開き、「プリンタの追加」画面を表示する

〔スタート〕－〔コントロールパネル〕ー〔ハードウェアとサウンド〕の〔プリンタ〕の
順に選択し、〔プリンタのインストール〕をクリックします。 

〔ローカルプリンタまたはネットワークプリンタの選択〕画面で、〔ローカル
プリンタを追加します〕をクリックする 

〔プリンタポートの選択〕画面で、〔既存のポートを使用〕を選択し、〔LPT1:(
プリンタポート )〕を選択して〔次へ〕をクリックする 

〔プリンタドライバのインストール〕画面で、〔ディスク使用〕をクリックする 

〔フロッピーディスクからインストール〕画面が表示されたら、添付のプリン
タソフトウェア CD-ROM をセットし、〔製造元のファイルのコピー元〕に以下
のフォルダ名を入力し、〔OK〕をクリックする

CD-ROMドライブが Fの場合
・Windows Vista/Windows Server 2008 の場合：「F:\Fjxldrv\2KXP2003」 
・Windows x64 Edition の場合：「F:\Fjxldrv\x64」
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〔FUJITSU XL-2300〕を選択し、〔次へ〕をクリックする

〔プリンタ名を入力してください〕画面で、プリンタ名および通常使うプリン
タに設定するかどうかを設定し、〔次へ〕をクリックする 

〔ユーザー アカウント制御〕ダイアログが表示され、〔続行するにはあなたの
許可が必要です〕と表示されたら、〔続行〕をクリックする

〔Windows セキュリティ〕が表示されるので、〔このドライバソフトウェアを
インストールします〕をクリックする

プリンタのインストールが開始されます。

〔テストページの印刷〕を行うかどうかを設定し、〔完了〕をクリックする 

〔スタート〕－〔コントロールパネル〕－〔ハードウェアとサウンド〕の〔プ
リンタ〕の順にクリックする

プリンタアイコンが表示されていることを確認します。
以上でインストールは完了です。 

すでにこのプリンタのドライバがインストールされている場合は、〔ど
のバージョンのドライバを使用しますか？〕画面で〔現在のドライバを
置き換える〕を選択し、〔次へ〕をクリックしてください。 

Windows Server 2008 の場合は、この画面は表示されません。
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USB 接続でインストールする場合 
(Windows 98/Me/2000)

ここでは、Windows 98/Me/2000 が動作するパソコンをご使用になっている場合のプリンタド
ライバのインストール方法について説明します。プリンタドライバのインストールは、次の手順
で行います。添付のプリンタソフトウェアCD-ROMを準備してください。

プリンタの電源が入っていないことを確認し、Windows を起動する

プリンタソフトウェア CD-ROM をパソコンにセットする

〔スタート〕－〔ファイル名を指定して実行〕の順にクリックする

〈名前〉に CD-ROM ドライブ名と「xlsetup.exe」と入力し、〔OK〕をクリックする

CD-ROMドライブが Fの場合、「F:\xlsetup.exe」と入力してください。
富士通Printia LASERシリーズセットアップが起動します。

〔FUJITSU XL-2300〕を選択し、〔OK〕をクリックする

〔ローカルプリンタ〕を選択し、〔次へ〕をクリックする

ポートで〔USB〕を選択し、〔次へ〕をクリックする

ファイルのコピーが開始されます。

Windows 2000 が動作するパソコンをご使用になっている場合、管理者
権限でログオンしてください。

･ パソコンとプリンタを USB で接続する手順については「ローカルプリ
ンタとして使用する」「プリンタUSBケーブル」（56ページ）を参照し
てください。
･ プリンタの電源が入っていると、〔新しいハードウェアの追加ウィザー
ド〕が表示されます。この場合には、〔キャンセル〕をクリックし、プリ
ンタの電源を切って次に進んでください。

･ Windows 2000 をご使用の場合、〔デジタル署名が見つかりませんでし
た〕と表示されたら、〔はい〕をクリックしてください。
･〔コンピュータの再起動〕が表示されたら、〔再起動する〕にチェックを
つけ、〔完了〕をクリックしてください。Windowsが再起動したら、手
順 へ進みます。
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「ケーブルの接続」が表示されたら、パソコンとプリンタをプリンタ USB ケー
ブルで接続する

プリンタの電源を入れる

電源スイッチが「｜」側に倒れていることを確認します。

● Windows 98 の場合
〔新しいハードウェアの追加ウィザード〕が表示されます。以下の手順に従ってUSBドライバ
をインストールします。
新しいハードウェアの追加ウィザードが表示されない場合は、「〔新しいハードウェアの追加
ウィザード〕が表示されない場合」（87ページ）を参照してください。

①〔新しいハードウェアの追加ウィザード〕が表示されたら、〔次へ〕をクリックする
②〔使用中のデバイスに最適なドライバを検索する（推奨）〕を選択し、〔次へ〕をクリックする
③〔CD-ROMドライブ〕にチェックを付け、〔次へ〕をクリックする
④ このデバイスに最適なドライバをインストールする準備ができたことを確認し、〔次へ〕
をクリックする
ファイルのコピーが開始されます。

⑤〔完了〕をクリックする
引き続きUSBケーブルに接続しているプリンタを自動的に検出しますので、検出されたら
〔完了〕をクリックし、手順 6へ進んでください。〔ディスクの挿入〕が表示された場合は、
手順 7 へ進んでください。
また、富士通Printia LASERシリーズセットアップが起動した場合は、〔終了〕をクリック
してください。

⑥〔スタート〕－〔設定〕－〔プリンタ〕の順に選択する
プリンタアイコンが表示されていることを確認します。
これでインストールは完了です。

⑦〔ディスクの挿入〕が表示された場合は、プリンタソフトウェアCD-ROMをパソコンにセッ
トし、〔OK〕をクリックする

⑧〔ファイルのコピー元〕に 「F:￥Fjxldrv￥Win9xme」と入力し、〔OK〕をクリックする
 (CD-ROMドライブが Fドライブの場合 )

⑨〔スタート〕－〔設定〕－〔プリンタ〕の順に選択する
プリンタアイコンが表示されていることを確認します。
これでインストールは完了です。

USB ドライバのインストール方法は、ご使用になっている OS によっ
て異なります。お使いのOSの手順を参照してください。
Windows 98 の場合 86ページ
Windows Me の場合 87ページ
Windows 2000 の場合 87ページ
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●Windows Me の場合
〔新しいハードウェアの追加ウィザード〕が表示されます。次の手順に従ってUSBドライバを
インストールします。
新しいハードウェアの追加ウィザードが表示されない場合は、「〔新しいハードウェアの追加
ウィザード〕が表示されない場合」（87ページ）を参照してください。
①〔適切なドライバを自動的に検索する（推奨）〕を選択し、〔次へ〕をクリックする
ファイルのコピーが開始されます。

②〔完了〕をクリックする
引き続き、USBケーブルに接続しているプリンタを自動的に検出します。
〔ディスクの挿入〕が表示された場合は、手順④へ進んでください。
また、富士通 Printia LASERシリーズセットアップが起動した場合は、〔終了〕をクリック
してください。

③〔スタート〕－〔設定〕－〔プリンタ〕の順に選択する
プリンタアイコンが表示されていることを確認します。
これでインストールは完了です。

④ ディスクの挿入が表示された場合は、〔ファイルのコピー元〕に 「F:￥Fjxldrv￥Win9xme」
と入力し、〔OK〕をクリックする (CD-ROMドライブがDドライブの場合 )
ファイルのコピーが開始されます。

⑤〔スタート〕－〔設定〕－〔プリンタ〕の順に選択する
プリンタアイコンが表示されていることを確認します。
これでインストールは完了です。

● Windows2000 の場合
システム標準の USB ドライバが自動的にインストールされます。このとき、1 ～ 2 分かかる
ことがあります。
① 新しいハードウェアが見つかり、〔プリンタドライバのインストール完了〕が表示されたら、
  　〔完了〕をクリックする
②〔スタート〕－〔設定〕－〔プリンタ〕の順に選択する
プリンタアイコンが表示されていることを確認します。
これでインストールは完了です。

■〔新しいハードウェアの追加ウィザード〕が表示されない場合

● Windows 98 の場合
①〔スタート〕－〔設定〕－〔コントロールパネル〕の順に選択する
②〔システム〕をダブルクリックする
③〔デバイスマネージャ〕タブの〔その他のデバイス〕で〔USB Device〕を選択し、プロパ
ティをクリックする
〔不明なデバイス〕と表示される場合があります。

④〔ドライバの再インストール〕をクリックする
⑤〔デバイスドライバの更新ウィザード〕が表示されたら、〔次へ〕をクリックする
⑥ 現在使用しているドライバよりさらに適したドライバを検索する（推奨）〕を選択し、
〔次へ〕をクリックする

⑦ 添付のプリンタソフトウェアCD-ROMをパソコンにセットする
⑧〔CD-ROM ドライブ〕にチェックを付け、〔次へ〕をクリックする
⑨ 最適なドライバをインストールする準備ができたことを確認し、〔次へ〕をクリックする
ファイルのコピーが開始されます。
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⑩ ハードウェアデバイス用の更新されたドライバがインストールされたことを確認し、〔完了〕
をクリックする

⑪〔USB Printing Support プロパティ〕で〔閉じる〕をクリックする
引き続き、USBケーブルに接続しているプリンタを自動的に検出します。

⑫〔新しいハードウェアの追加ウィザード〕が表示されたら、〔次へ〕をクリックする
⑬〔使用中のデバイスに最適なプリンタドライバを検索する（推奨）〕を選択する
⑭〔検索場所の指定〕にチェックを付け、「F:￥Fjxldrv￥Win9xme」と入力し、〔次へ〕を
クリックする (CD-ROMドライブが Fの場合 )

⑮ 最適なドライバをインストールする準備ができたことを確認し、〔次へ〕をクリックする
⑯ プリンタ名を確認し、通常のプリンタで〔はい〕を選択し、〔次へ〕をクリックする
⑰〔印字テストを行いますか？〕で〔いいえ〕を選択し、〔完了〕をクリックする
ファイルのコピーが開始されます。

⑱〔完了〕をクリックする
⑲〔システムのプロパティ〕で〔OK〕をクリックし、〔コントロールパネル〕を閉じる
⑳〔スタート〕－〔設定〕－〔プリンタ〕の順に選択する
プリンタアイコンが表示されていることを確認します。
これでインストールは完了です。

● Windows Me の場合
①〔スタート〕－〔設定〕－〔コントロールパネル〕の順に選択する
②〔システム〕をダブルクリックする
③〔デバイスマネージャ〕タブの〔その他のデバイス〕で〔USB Device〕を選択し、プロパ
ティをクリックする

④〔ドライバの再インストール〕をクリックする
⑤ 添付のプリンタソフトウェアCD-ROMをパソコンにセットする
⑥〔デバイスドライバの更新ウィザード〕が表示されたら、〔適切なドライバを自動的に検索す
る（推奨）〕を選択し、〔次へ〕をクリックする
ファイルのコピーが開始されます。
引き続き、USBケーブルに接続しているプリンタを自動的に検出します。

⑦〔新しいハードウェアの追加ウィザード〕が表示されたら、〔ドライバの場所を指定する（詳
しい知識のある方向け）〕を選択し、〔次へ〕をクリックする

⑧〔使用中のデバイスに最適なプリンタドライバを検索する（推奨）〕を選択し、〔リムーバブ
ルメディア（フロッピー、CD-ROMなど）〕のチェックを外す

⑨〔検索場所の指定〕にチェックを付け、「F:￥Fjxldrv￥Win9xme」と入力し、〔次へ〕をクリックする
⑩ 最適なドライバをインストールする準備ができたことを確認し、〔次へ〕をクリックする
⑪ プリンタ名を確認し、通常のプリンタで〔はい〕を選択し、〔次へ〕をクリックする
⑫〔印字テストを行いますか？〕で〔いいえ〕を選択し、〔完了〕をクリックする
ファイルのコピーが開始されます。

⑬〔完了〕をクリックする
⑭ ハードウェアデバイス用の更新されたドライバがインストールされたことを確認し、〔完了〕
をクリックする

⑮〔USB Printing Support プロパティ〕で〔閉じる〕をクリックする
⑯〔システムのプロパティ〕で〔OK〕をクリックし、〔コントロールパネル〕を閉じる
⑰〔スタート〕－〔設定〕－〔プリンタ〕の順に選択する
プリンタアイコンが表示されていることを確認します。
これでインストールは完了です。
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USB 接続でインストールする場合 (Windows XP/
Windows Server 2003)

ここでは、Windows XP/Windows Server 2003 が動作するパソコンを使用し、「プラグアンド
プレイ」でセットアップする方法を例に説明します。事前にパソコンとプリンタをプリンタUSB
ケーブルで接続してください。

「プリンタUSBケーブル」（56ページ）参照

■プラグアンドプレイでインストールする

プリンタの電源が入っていないことを確認する

Windows を起動し、管理者権限でログオンしてから、プリンタの電源を入れる

〔新しいハードウェアの検出ウィザード〕が表示されたら、〔一覧または特定
の場所からインストールする（詳細）〕を選択し、〔次へ〕をクリックする

〔新しいハードウェアの検出ウィザード〕が表示されない場合は、「〔新しいハードウェア
の検出ウィザード〕が表示されない場合」（90ページ）を参照してください。

添付のプリンタソフトウェア CD-ROM をパソコンにセットする

〔次の場所で最適なドライバを検索する〕を選択し、〔リムーバブルメディア
（フロッピー、CD-ROM など）を検索〕のチェックを外す

〔次の場所を含める〕にチェックを付け、「F:\Fjxldrv\2KXP2003」と入力し、
〔次へ〕をクリックする（CD-ROM ドライブが F: の場合）

〔ハードウェアのインストール〕が表示されたら、〔続行〕をクリックする

ファイルのコピーが開始されます。

〔完了〕をクリックする

〔スタート〕－〔シャットダウン〕の順にクリックし、Windows を再起動する

〔スタート〕－〔プリンタと FAX〕の順にクリックする

プリンタアイコンが表示されていることを確認してください。
これでインストールは完了です。

〔ディスクの挿入〕が表示されたら、「ディスクの挿入が表示された場合」
（90ページ）へ進んでください。
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●ディスクの挿入が表示された場合
インストールの途中で〔ディスクの挿入〕が表示された場合は、次の手順に従ってください。
①〔ディスクの挿入〕が表示されたら、添付のプリンタソフトウェア CD-ROM をパソコンに
セットし、〔OK〕をクリックする

② OSに応じて以下のフォルダ名を〔コピー元〕に入力し、〔OK〕をクリックする（CD-ROM
ドライブが F: の場合）
・Windows XP/Windows Server 2003 の場合：「F:\Fjxldrv\2KXP2003」
・Windows x64 Edition の場合：「F:\Fjxldrv\x64」
ファイルのコピーが開始されます。

③〔完了〕をクリックする
④〔スタート〕－〔シャットダウン〕の順にクリックし、Windows を再起動する
⑤〔スタート〕－〔プリンタと FAX〕の順にクリックする
プリンタアイコンが表示されていることを確認してください。
これでインストールは完了です。

●〔新しいハードウェアの検出ウィザード〕が表示されない場合
①〔スタート〕－〔マイコンピュータ〕をマウスの右ボタンでクリックし、〔プロパティ〕を
選択する

②〔ハードウェア〕タブの〔デバイスマネージャ〕をクリックする
③〔その他のデバイス〕の「FUJITSU XL-2300」を右クリックして〔削除〕を選択する
④〔デバイスの削除の確認〕で〔OK〕をクリックし、〔デバイスマネージャ〕を閉じる
⑤〔システムのプロパティ〕で〔OK〕をクリックする
⑥ Windows を再起動し、〔新しいハードウェアの検出ウィザード〕から再度インストールする

USB 接続でインストールする場合 (Windows Vista/
Windows Server 2008)

ここでは、Windows Vista/Windows Server 2008 が動作するパソコンを使用し、「プラグアンドプ
レイ」でセットアップする方法を例に説明します。事前にパソコンとプリンタをプリンタUSBケーブ
ルで接続してください。

「プリンタUSBケーブル」（56ページ）参照

■プラグアンドプレイでインストールする

プリンタの電源が入っていないことを確認する

Windows を起動し、管理者権限でログオンしてから、プリンタの電源を入れる

〔新しいハードウェアが見つかりました〕が表示されたら、〔ドライバソフト
ウェアを検索してインストールします〕をクリックする

〔ユーザーアカウント制御〕ダイアログが表示されたら、デバイスドライバソ
フトウェアのインストールであることを確認し、〔続行〕をクリックする
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〔新しいハードウェアの検出〕が表示されたら、〔ディスクはありません。他
の方法を試します〕をクリックする

〔コンピュータを参照してドライバソフトウェアを検索します〕をクリックする

添付のプリンタソフトウェア CD-ROM をパソコンにセットする

OS に応じて以下のフォルダ名を入力し、〔次へ〕をクリックする

CD-ROMドライブが F: の場合
・Windows Vista/Windows Server 2008 の場合：「F:\Fjxldrv\2KXP2003」
・Windows x64 Edition の場合：「F:\Fjxldrv\x64」

〔Windows セキュリティ〕が表示されたら、〔このドライバソフトウェアをイ
ンストールします〕をクリックする

ドライバソフトウェアのインストールが開始されます。

インストールが完了したら、〔閉じる〕をクリックする

〔スタート〕－  の  －〔再起動〕の順にクリックし、

Windows を再起動する

〔スタート〕－〔コントロールパネル〕－〔ハードウェアとサウンド〕の〔プ
リンタ〕の順にクリックする

プリンタアイコンが表示されていることを確認してください。
これでインストールは完了です。
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最新プリンタドライバを入手する

最新版のプリンタドライバは、インターネットの「富士通製品情報ページ」からダウンロードす
ることができます。「富士通製品情報ページ」ではサポートサービスなどに関するさまざまな情報
も提供しています。

下記に示したURLよりプリンタドライバをダウンロードしてください。
   富士通製品情報ページ：http://www.fmworld.net/biz/

プリンタドライバを削除する

バージョンアップによりプリンタドライバを置き換えるときは、古いプリンタドライバを削除し
てから新しいプリンタドライバをインストールします。

■Windows 98/Me/NT 4.0/2000/XP/Windows Server 2003の場合

〔スタート〕－〔設定〕－〔プリンタ〕の順にクリックする（Windows XP/Windows
Server 2003 の場合には、〔スタート〕－〔コントロールパネル〕－〔プリンタ
とその他のハードウェア〕－〔プリンタとFAX〕をクリックする）

〔FUJITSU XL-2300〕アイコンを右クリックし、〔削除〕を選択する

･「富士通製品情報ページ」をご利用になる際は、Web ブラウザおよびイ
ンターネットに接続できる環境が必要です。
･ 添付の CD-ROM には、製品出荷時での最新版ドライバが収められてお
り、「富士通製品情報ページ」からダウンロードできるものと同一の可能
性があります。お使いのプリンタドライバのバージョンを確認してから
ダウンロードを行ってください。

プリンタドライバを置き換えると、すべてのドライバ設定が初期値に戻
ります。
プリンタドライバは、次の手順に従って削除してください。

･ Windows NT 4.0/2000/XP/Vista/Windows Server 2003/2008 が動作す
るパソコンをご使用になっている場合、管理者権限でログオンしてく
ださい。

･ Windows が起動されている場合は再起動してください。

http://www.fmworld.net/biz/
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以降、画面の指示に従って操作する

〔プリンタ〕フォルダ（Windows XP/Windows Server 2003 では〔プリンタと
FAX〕フォルダ）を開き、〔ファイル〕－〔サーバーのプロパティ〕の順にク
リックする

〔ドライバ〕タブで削除する機種名を選択し、〔削除〕をクリックする

Windows を再起動する

■Windows Vista/Windows Server 2008の場合

〔スタート〕－〔コントロールパネル〕－〔ハードウェアとサウンド〕の〔プ
リンタ〕の順にクリックする

〔FUJITSU XL-2300〕アイコンを右クリックし、〔削除〕を選択する

以降、画面の指示に従って操作する

〔スタート〕－〔コントロールパネル〕－〔ハードウェアとサウンド〕の
〔プリンタ〕の順にクリックし、〔プリンタ〕フォルダ内の何もない部分をク
リックする

表示されたメニューから〔管理者として実行〕－〔サーバーのプロパティ〕
の順にクリックする 

〔ユーザーアカウント制御〕ダイアログが表示され、〔続行するにはあなたの
許可が必要です〕と表示されたら、〔続行〕をクリックする

〔プリントサーバーのプロパティ〕画面が表示されるので、以下の操作を行う

①〔ドライバ〕タブをクリックする
② 削除するドライバパッケージをクリックする
③〔削除〕をクリックする

〔ドライバとパッケージの削除〕ダイアログが表示されたら、〔ドライバとド
ライバパッケージを削除する〕を選択し、〔OK〕をクリックする

〔プリントサーバープロパティ〕画面が表示されたら、〔はい〕をクリックする

Windows 2000/XP/Windows Server 2003 の場合は、手順 へ進
んでください。
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削除するドライバパッケージを確認し、〔削除〕をクリックする

〔ドライバパッケージは削除されました〕と表示されます。

〔OK〕をクリックする

〔プリントサーバーのプロパティ〕画面に戻ります。

〔閉じる〕をクリックする

〔スタート〕－  の  －〔再起動〕の順にクリックし、

Windows を再起動する

新しいプリンタドライバに置き換える

■Windows 98/Me/NT 4.0/2000/XP/Windows Server 2003の場合

プリンタの電源を切る

電源スイッチが「○」側に倒れていることを確認します。

〔スタート〕－〔設定〕－〔プリンタ〕の順にクリックする（Windows XP/Windows
Server 2003 では、〔スタート〕－〔コントロールパネル〕－〔プリンタとその
他のハードウェア〕－〔プリンタと FAX〕の順にクリックする）

〔FUJITSU XL-2300〕アイコンを右クリックし、〔削除〕を選択する

以降、画面の指示に従って操作する

･ 必ず古いプリンタドライバを削除してから、この作業を行ってくださ
い。

･ Windows NT 4.0/2000/XP/Vista/Windows Server 2003/2008 が動作す
るパソコンをご使用になっている場合、管理者権限でログオンしてく
ださい。

･ Windows が起動されている場合は再起動してください。

Windows 2000/XP/Windows Server 2003 の場合、次の操作を行っ
てください。
〔プリンタ〕フォルダ（Windows XP/Windows Server 2003 では〔プ
リンタと FAX〕フォルダ）の〔ファイル〕－〔サーバーのプロパティ〕
を選択します。次に〔ドライバ〕タブで該当する機種名を選択し、〔削
除〕をクリックします。
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Windows を再起動する

新しいプリンタドライバをインストールする

「プリンタドライバをインストールする」（74ページ）を参照

■Windows Vista/Windows Server 2008の場合

プリンタの電源を切る

電源スイッチが「○」側に倒れていることを確認します。

〔スタート〕－〔コントロールパネル〕－〔ハードウェアとサウンド〕の〔プ
リンタ〕の順にクリックする

〔FUJITSU XL-2300〕アイコンを右クリックし、〔削除〕を選択する

以降、画面の指示に従って操作する

〔スタート〕－〔コントロールパネル〕－〔ハードウェアとサウンド〕の
〔プリンタ〕の順にクリックし、〔プリンタ〕フォルダ内の何もない部分をク
リックする

表示されたメニューから〔管理者として実行〕－〔サーバーのプロパティ〕
の順にクリックする 

〔ユーザーアカウント制御〕ダイアログが表示され、〔続行するにはあなたの
許可が必要です〕と表示されたら、〔続行〕をクリックする

〔プリントサーバーのプロパティ〕画面が表示されるので、以下の操作を行う

①〔ドライバ〕タブをクリックする
② 削除するドライバパッケージをクリックする
③〔削除〕をクリックする

プリンタの電源が切れていることを確認してから、Windows を再起動
してください。

Windows XP/Windows Server 2003 では、「プリンタのインストー
ルでインストールする」（80 ページ）でインストールしてください。
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〔ドライバとパッケージの削除〕ダイアログが表示されたら、〔ドライバとド
ライバパッケージを削除する〕を選択し、〔OK〕をクリックする

〔プリントサーバープロパティ〕画面が表示されたら、〔はい〕をクリックする

削除するドライバパッケージを確認し、〔削除〕をクリックする

〔ドライバパッケージは削除されました〕と表示されます。

〔OK〕をクリックする

〔プリントサーバーのプロパティ〕画面に戻ります。

〔閉じる〕をクリックする

〔スタート〕－  の  －〔再起動〕の順にクリックし、

Windows を再起動する

新しいプリンタドライバをインストールする

「プリンタドライバをインストールする」（74ページ）を参照

プリンタの電源が切れていることを確認してから、Windows を再起動
してください。

Windows Vista/Windows Server 2008 では、「プリンタのインス
トールでインストールする」（80ページ）でインストールしてください。
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プリンタ共有の設定

この章では、プリンタをサーバ上で共有し、他
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Windows 98/Me のとき

ここでは、OSがWindows 98/Me のパソコンをサーバとして運用する場合と、クライアントと
して運用する場合に必要となる設定について説明します。

サーバ側の設定

サーバとして運用する場合に必要な設定について説明します。

■準　備
ネットワークの設定で、プリンタの共有ができるように設定します。

〔ネットワーク〕プロパティを開く

〔スタート〕から〔設定〕－〔コントロールパネル〕の順に選択し、〔ネットワーク〕をダ
ブルクリックします。

〔ファイルとプリンタの共有〕をクリックする

「プリンタを共有できるようにする」を選択し、〔OK〕をクリックする

〔ネットワーク〕プロパティの〔OK〕をクリックして閉じ、OS を再起動する
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■設　定
共有プリンタの設定手順は次のとおりです。

XL-2300G のプリンタドライバ、プリンタポートを設定する

プリンタドライバ、プリンタポートの設定方法は『XL-2300Gネットワークガイド』
「第 3章　ネットワークソフトウェアの使用」を参照

〔スタート〕から〔設定〕－〔プリンタ〕の順に選択し、共有するプリンタを
クリックする

〔ファイル〕メニューから〔共有〕を選択する

「共有する」を選択し、共有名を入力する

必要に応じてコメント、パスワードを入力してください。

共有名..................................共有プリンタの名前を入力します。他のユーザがネットワー
クで情報を見るときに、ここに指定した名前が表示されます。

コメント..............................プリンタの種類や設置場所などの共有プリンタに関するコメ
ントを入力できます。

パスワード..........................他のユーザがこの共有プリンタに接続するときに使うパス
ワードを指定します。
パスワードを使わないときは、空白のままにします。

入力が終わったら、〔OK〕をクリックしてください。
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クライアント側の設定

Windows 98/Me をクライアントとして使用し、共有プリンタに印刷するときの設定について説
明します。
Windows 98/Me のクライアントから Windows 98/Me/NT 4.0/2000/XP/Vista/Windows
Server 2003/2008 のサーバ共有プリンタを使用する場合、ネットワークを経由して、サーバか
ら簡単にプリンタドライバをインストールできます。
サーバが Windows NT 4.0/2000/XP/Vista/Windows Server 2003/2008 の場合は、代替イ
ンストールが必要となります。

代替インストールについては、「サーバ側の設定」Windows 2000/XP/Vista/Windows
Server 2003/2008のとき（105ページ）、Windows NT 4.0 のとき（101ページ）を参照

■準　備
設定の前に、サーバおよびクライアントが以下の条件を満たしていることを確認してください。
サーバ..................................................Windows 98/Me/NT 4.0/2000/XP/Vista/Windows 

Server 2003/2008 が動作するパソコンです。あらかじめ共
有プリンタの設定を行っておいてください。

クライアント.....................................Windows 98/Me が動作するパソコンです。

■設　定

エクスプローラを起動する

〔スタート〕から〔プログラム〕－〔エクスプローラ〕(Windows Me は〔スタート〕か
ら〔プログラム〕－〔アクセサリ〕－〔エクスプローラ〕)の順に選択します。

サーバで利用可能な共有プリンタを表示する

〔ネットワーク　コンピュータ〕（Windows Meは〔マイネットワーク〕）をダブルクリッ
クし、ネットワーク上のコンピュータを表示します。一覧から共有プリンタのサーバをダ
ブルクリックすると、利用可能な共有プリンタが表示されます。

設定を行う共有プリンタをダブルクリックし、画面の指示に従ってインス
トールする

ファイルがコピーされ、〔プリンタ〕フォルダに新しくプリンタが追加されたらプリンタ
ドライバのインストールは完了です。
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Windows NT 4.0 のとき

ここでは、OSがWindows NT 4.0 のパソコンをサーバとして運用する場合と、クライアントと
して運用する場合に必要となる設定について説明します。

本製品添付のプリンタソフトウェア CD-ROM に収められている『XL-2300G ネット
ワークガイド』を参照

サーバ側の設定

サーバとして運用する場合に必要な設定について説明します。

■設　定
共有プリンタの設定手順は次のとおりです。

XL-2300G のプリンタドライバ、プリンタポートを設定する

プリンタドライバ、プリンタポートの設定方法は『XL-2300Gネットワークガイド』
「第 2章　ネットワークソフトウェアの使用」を参照

Windows NT 4.0 を起動し、管理者権限でログオンする

〔スタート〕から〔設定〕－〔プリンタ〕の順に選択し、共有するプリンタを
クリックする

〔ファイル〕メニューから〔共有〕を選択する
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「共有する」を選択し、共有名を入力する

共有名..................................共有プリンタの名前を入力します。他のユーザがネットワー
クで情報を見るときに、ここに指定した名前が表示されます。
ただし、全角 7文字以上、半角 13文字以上の名前を設定する
と、Windows 98/Me のパソコン（クライアント）からプリ
ンタのネットワークパスを参照できなくなりますのでご注意
ください。

クライアントのOSがWindows 98/Me の場合は、引き続き手順 以降の操作で代替ドライバ
のインストールを行ってください。

代替ドライバをインストールしないときは、〔OK〕をクリックして設定
を終了します。
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「代替ドライバ」リストからクライアントの OS を選択し、〔OK〕をクリックする

添付のプリンタソフトウェア CD-ROM をパソコンにセットする

「コピー元」に「F:\Fjxldrv\Win9xme」と入力する、または〔参照〕をクリッ
クして「F:\Fjxldrv\Win9xme」を選択する（CD-ROM ドライブが F: のとき）

入力が終わったら〔OK〕をクリックします。
ファイルのコピーが開始されます。コピーが終了したら、代替ドライバのインストールは
終了です。

Windows 98/Meの代替ドライバをインストールするときも、「Windows
95」を選択してください。なお、代替ドライバがすでにインストールさ
れている場合は、「（インストール済）」と表示されます。
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クライアント側の設定

Windows NT 4.0 をクライアントとして使用し、共有プリンタに印刷するときの設定について説
明します。
Windows NT 4.0 のクライアントから Windows NT 4.0/2000/XP/Vista/Windows Server
2003/2008 のサーバ共有プリンタを使用する場合、ネットワークを経由して、サーバから簡単
にプリンタドライバをインストールできます。

■準　備
クライアント側の設定には、本製品添付のプリンタソフトウェアCD-ROMが必要です。（サーバ
がWindows 98/Me のとき）
また、 設定の前に、サーバおよびクライアントが以下の条件を満たしていることを確認してくだ
さい。
サーバ.....................................................Windows 98/Me/NT 4.0/2000/XP/Vista/Windows Server

2003/2008が動作するパソコンです。あらかじめ共有プリンタ
の設定を行っておいてください。

クライアント.....................................Windows NT 4.0 が動作するパソコンです。

■設　定

〔スタート〕から〔プログラム〕－〔Windows NTエクスプローラ〕の順に選択する

〔ネットワークコンピュータ〕をクリックし、一覧から共有プリンタのサーバ
をクリックする

〔プリンタ〕をクリックする

利用可能な共有プリンタが表示されます。

設定を行う共有プリンタを右クリックし、〔インストール〕をクリックする

ファイルがコピーされ、〔プリンタ〕フォルダに新しくプリンタが追加されたらプリンタ
ドライバのインストールは完了です。

サーバが Windows 98/Me の場合は、クライアント側のプリンタドラ
イバのインストールはCD-ROMから行う必要があります。
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Windows 2000/XP/Vista/Windows Server 2003/2008のとき

ここでは、OS が Windows 2000/XP/Vista/Windows Server 2003/2008 のパソコンをサー
バとして運用する場合と、クライアントとして運用する場合に必要となる設定について説明しま
す。

本製品添付のプリンタソフトウェア CD-ROM に収められている『XL-2300G ネット
ワークガイド』を参照

サーバ側の設定

サーバとして運用する場合に必要な設定について説明します。

■Windows2000/XP/Windows Server 2003の場合

Windows 2000/XP/Windows Server 2003を起動し、管理者権限でログオンする

プリンタドライバ、プリンタポートの設定方法は『XL-2300G ネットワークガイド』
「第 3章　ネットワークソフトウェアの使用」を参照

〔ファイル〕メニューから〔共有〕を選択する

① Windows 2000 の場合：
〔スタート〕から〔設定〕－〔プリンタ〕の順に選択し、共有するプリンタをクリッ
クします。

② Windows XP/Windows Server 2003 の場合：
〔スタート〕から〔プリンタと FAX〕を選択し、共有するプリンタをクリックします。
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「共有する」を選択し、共有名を入力する

共有名..................................共有プリンタの名前を入力します。他のユーザがネットワー
クで情報を見るときに、ここで指定した名前が表示されます。
ただし、全角 7文字以上、半角 13文字以上の名前を設定する
と、Windows 98/Me のパソコン（クライアント）からプリ
ンタのネットワークパスを参照できなくなりますのでご注意
ください。

クライアントのOSがWindows 98/Me/NT 4.0 の場合は、引き続き手順 以降の操作
で追加ドライバのインストールを行ってください。

〔追加ドライバ〕をクリックする

･ 追加ドライバをインストールしないときは、〔OK〕をクリックして設定
を終了します。
･ 共有するプリンタドライバの名称と、追加ドライバのリストに表示され
ているプリンタドライバの名称が異なる場合、追加ドライバをインス
トールすることはできません。
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「追加ドライバ」リストからクライアントの OS をチェックし、〔OK〕をクリッ
クする

（画面はクライアントがWindows 98/Me 用のとき）

添付のプリンタソフトウェア CD-ROM をパソコンにセットして、〔OK〕をクリッ
クする

「コピー元」にクライアントの OS 用のプリンタドライバのフォルダ名を直接
入力する、または〔参照〕をクリックしてプリンタドライバのフォルダ名を
選択し、〔開く〕をクリックする

入力が終わったら〔OK〕をクリックします。

ファイルのコピーが開始されます。コピーが終了したら、追加ドライバのインストールは終了で
す。

プリンタドライバのフォルダ名は、次のように指定します。（CD-ROM
ドライブが F: の場合）

クライアントのOS フォルダ名

Windows 98/Me F:￥Fjxldrv￥Win9xme

Windows NT 4.0 F:￥Fjxldrv￥WinNT
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● Windows 2000 の場合
〔デジタル署名が見つかりませんでした〕ダイアログが表示されたときは、〔はい〕をクリックし
てください。

● Windows XP/Windows Server 2003 の場合
〔ハードウェアのインストール〕ダイアログが表示されたときは、〔続行〕をクリックしてください。

■Windows Vista/Windows Server 2008の場合

Windows Vista/Windows Server 2008 を起動し、管理者権限でログオンする

プリンタドライバ、プリンタポートの設定方法は『XL-2300G ネットワークガイド』
「第 3章　ネットワークソフトウェアの使用」を参照

〔スタート〕－〔コントロールパネル〕－〔ハードウェアとサウンド〕の〔プ
リンタ〕の順にクリックする

共有するプリンタを右クリックし、表示されたメニューから〔プロパティ〕
を選択する

プリンタのプロパティが表示されます。
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〔共有〕タブをクリックし、〔共有オプションの変更〕をクリックする

Windows Server 2008 の場合は、〔共有〕タブをクリックすると、 の画面が表示
されます。

〔続行するにはあなたの許可が必要です〕と表示されるので、〔続行〕をクリッ
クする

（1）〔このプリンタを共有する〕をクリックして にし、

（2）〔クライアントコンピュータで印刷ジョブのレンダリングをする〕をク

リックして にする

〔OK〕をクリックする

Windows Server 2008 の場合は、この画面は表示されません。
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クライアント側の設定

Windows 2000/XP/Vista/Windows Server 2003/2008 をクライアントとして使用し、共有
プリンタに印刷するときの設定について説明します。
Windows 2000/XP/Vista/Windows Server 2003/2008のクライアントから、Windows 2000/
XP/Vista/Windows Server 2003/2008のサーバ共有プリンタを使用する場合、ネットワークを
経由して、サーバから簡単にプリンタドライバをインストールできます。

■ネットワーク経由による方法
Windows 2000/XP/Vista/Windows Server 2003/2008のクライアントから、Windows 2000/
XP/Vista/Windows Server 2003/2008のサーバ共有プリンタを使用する場合、ネットワークイ
ンストールによってプリンタドライバのインストールをサーバから簡単に行うことができます。

●準　備
設定の前に、サーバおよびクライアントが以下の条件を満たしていることを確認してください。
サーバ .....................Windows 2000/XP/Vista/Windows Server 2003/2008 が動作するパソ

コンです。
あらかじめ共有プリンタの設定を行っておいてください。

クライアント..........Windows 2000/XP/Vista/Windows Server 2003/2008 が動作するパソ
コンです。

●設　定

共有プリンタのサーバを検索する

■ Windows 2000/XP/Windows Server 2003 の場合

　①エクスプローラを起動する

・Windows 2000 の場合
〔スタート〕－〔プログラム〕－〔アクセサリ〕－〔エクスプローラ〕の順に選択する
・Windows XP/Windows Server 2003 の場合
〔スタート〕－〔すべてのプログラム〕－〔アクセサリ〕－〔エクスプローラ〕の順に選択する

　②〔マイネットワーク〕を右クリックして〔コンピュータの検索〕を選択し、
「コンピュータ名」に共有プリンタのサーバ名を入力して検索する

■ Windows Vista/Windows Server 2008 の場合

　①〔スタート〕－〔ネットワーク〕の順に選択する

　②ネットワークフォルダの右上にある検索ボックスに共有プリンタのサーバ名を
入力して検索する

検索結果から、共有サーバをダブルクリックする

利用可能な共有プリンタが表示されます。

サーバが Windows 2000/XP/Vista/Windows Server 2003/2008 以外の場
合は、ネットワークインストールでは正しくインストールできません。
「ポート変更による方法」（111 ページ）でインストールしてください。
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設定を行う共有プリンタをダブルクリックし、画面の指示に従ってインス
トールする

ファイルがコピーされ、〔プリンタ〕フォルダに新しくプリンタが追加されたらプリンタ
ドライバのインストールは完了です。

■ポート変更による方法
Windows 2000/XP/Vista/Windows Server 2003/2008 のクライアントから、サーバが
Windows 2000/XP/Vista/Windows Server 2003/2008 以外の共有プリンタを使用する場合
は、ローカルのプリンタポートを仮に指定してCD-ROMからプリンタドライバのインストール
を行ってください。その後、ポートを変更して共有プリンタに接続します。
この際、管理者権限でログオンしてください。

●準　備
設定の前に、サーバおよびクライアントが以下の条件を満たしていることを確認してください。
サーバ .....................Windows 98/Me/NT 4.0 が動作するパソコンです。

あらかじめ共有プリンタの設定を行っておいてください。
クライアント..........Windows 2000/XP/Vista/Windows Server 2003/2008 が動作するパソ

コンです。

●設　定

プリンタドライバをインストールする

プリンタドライバのインストールについては、『XL-2300Gネットワークガイド』
「第 2章　プリンタドライバのインストール」を参照

インストール中に印刷先ポートの指定、およびテスト印刷を行うかどうかを尋ねられま
す。印刷先ポートは仮のポート（ローカルポート：LPT1など）を、テスト印刷は「いい
え」（テスト印刷をしない）を選択します。

印刷先のポートを共有プリンタのネットワークパスに変更する

① Windows 2000 の場合：
〔スタート〕－〔設定〕－〔プリンタ〕の順に選択し、設定を行うプリンタを選択する
Windows XP/Vista/Windows Server 2003/2008の場合：
〔スタート〕－〔プリンタと FAX〕を選択し、設定を行うプリンタを選択する

② 〔ファイル〕メニューで〔プロパティ〕を選択し、〔ポート〕タブをクリックする

手順 を行う前にテストページを印刷すると、「応答なし」エラーが

表示され印刷ができません。そのときは、「印刷中止」をクリックして
ください。
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③ 〔ポートの追加〕をクリックする

④ 「Local Port」を選択し、〔新しいポート〕をクリックする

⑤ 〔ポート名〕ダイアログに共有プリンタのネットワークパス（「￥￥サーバのネット
ワークコンピュータ名￥プリンタの共有名」）を入力する
入力が終わったら、〔OK〕をクリックして設定を終了します。
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第 6 章
用紙について

本製品で使用できる用紙とその保管のしかた、

および用紙のセットのしかたについて説明しま

す。
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使用できる用紙

本製品では、普通紙をはじめ、さまざまな用紙を使用することができます。しかし、一般に市販
されている用紙の中には、本製品に適さないものもあります。適正でない用紙を使用した場合、
紙づまりや印字品質の低下、故障、および装置破損の原因となることがあります。本製品の性能
を効果的に活用するために、サプライ用紙を使用することをお勧めします。

「サプライ品について」（143ページ）を参照

なお、サプライ用紙以外を使用するときは、本製品の規格に合った一般の用紙（「使用できる用紙
サイズ」（117ページ）を参照）を使用するか、購入元または「富士通パーソナル製品に関するお
問合せ窓口」（287ページ）にお問い合わせください。

･ 用紙を大量にご購入する前に、サンプル用紙で試し印刷をし、支障が
ないことを確認することをお勧めします。

･ ご購入する用紙のメートル坪量が、本製品の規格内（117 ページ）で
あるかどうか、用紙の購入元に確認することをお勧めします。

･ 規格にギリギリの用紙を使用すると、紙づまりなどの原因となること
があります。ご注意ください。
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使用できる用紙サイズ　

本製品は、標準給紙カセット、拡張給紙ユニット（オプション品）、給紙トレイ（オプション品）、
手差しトレイを使い分けることによって、いろいろな用紙を使うことができます。次の用紙の使
用をお勧めします。

*1 ユーザ定義サイズ： トレイ 2以外……長さ 148～ 297mm、幅 90～ 215.9mm*2

トレイ 2…………長さ 210～ 297mm、幅 148～ 215.9mm*2

*2 プリンタのメニュー設定では幅は最大 216mmです。

普通紙 A4 210×297(mm) ○ ○ ○ ○

 A5 148×210(mm) ○ ○ ○ ○

 A6 105×148(mm) ○ × ○ ○

 B5 182×257(mm) ○ ○ ○ ○

 ユーザ定義 90×148(mm) 
○ ○ ○ ○

 *1 　～215.9×297(mm)
 レター 215.9×279.4(mm) 

○ ○ ○ ○
 (LETTER） (8.5×11インチ）

ラベル紙 　　 　― 0.1～0.15mm × × ○ ○

厚　　紙 　　 　― × × ○ ○

OHPフィルム 　　 　― × × ○ ○

はがき はがき 100×148(mm)  × × ○ ○

 往復はがき 148×200(mm)   × × ○ ○

55～75kg /
64～87g/m2

0.08～0.11mm

郵便はがき
163kg /
190g/m2

75～90kg /
87～105g/m2

○：使用できる　　×：使用できない

タイプ サイズ 手差し連量/坪量
または厚さ

標準給紙
カセット

拡張給紙
ユニット
(オプション)

給紙
トレイ
(オプション)

･ 給紙トレイ（オプション品）はプリンタドライバやプリンタのメニュー
設定ではMPF（給紙トレイ）と表示します。
･ OHPフィルムとラベル紙は、給紙トレイと手差しで使用できます。
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用紙使用上のご注意

･ 用紙種類ごとに記載されている使用できる用紙、使用環境、および使用できない用紙を確認の
うえ、用紙を正しい環境でご使用ください。
間違った使用をされると装置故障の原因となる場合があります。
･ 銘柄によっては、用紙のカールが大きくなる場合があります。用紙セット時の面を反対にする
ことで、カールが小さくなる場合があります。
･ 用紙を大量にご購入する前に、サンプル用紙で試し印刷をし、印刷に支障がないことを確認し
てください。市販の用紙には本製品に適さないものがありますので、できるだけサプライ品を
ご使用ください。

「サプライ品について」（143ページ）を参照

■普通紙

●使用できる用紙
･ オフィス用紙W

「サプライ品について」（143ページ）を参照

･ 再生オフィス用紙 EC100

「サプライ品について」（143ページ）を参照

･ PPC 用紙および普通紙で坪量が 64 ～ 87g/m2 の用紙。

●使用環境
･ すべての給紙口から印刷できます。
･ A5 サイズより小さい用紙は、印刷面を上に向けて排紙するようにしてください。

「印刷面を上にして用紙を排出する」（139ページ）を参照

･ A6サイズ用紙は拡張給紙ユニット（トレイ 2）からは印刷できません。
標準給紙カセット、手差し、または給紙トレイ（オプション）から印刷してください。

●使用できない用紙

･ 坪量が 64g/m2 未満の薄い用紙
･ 坪量が 87g/m2 以上の厚い用紙（厚紙使用は厚紙の項目を参照）
･ 湿っている用紙やぬれている用紙
･ 一度印刷された用紙（裏紙など）
･ 貼り合わせた用紙（切手など）や、糊などが付いている用紙
･ 反り（カール）、シワ、折り目のある用紙や、破れている用紙

･ 市販品の中には印刷品質がサプライ品に比べ劣るものがあります。で
きるだけサプライ品をご使用ください。

･ 用紙は縦目用紙をご使用ください。
･ 横目用紙を使用されると紙づまりなどが発生しやすくなります。
･ 縦目用紙については用紙購入元にお問い合わせください。
･ サプライ品は縦目用紙を推奨紙としています。

「サプライ品について」（143ページ）を参照
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･ 静電気で密着している用紙
･ バインダー用の穴またはミシン目のある用紙や長方形以外の用紙
･ 表面を加工、または特殊なコーティングをした用紙（感熱紙、カーボン紙、またはインクジェッ
ト専用紙など）
･ オフセット印刷用の用紙や酸性紙（中性紙をご使用ください）
･ 190 ℃以下の熱で溶けたり、変質したりする用紙
･ ステープラ、クリップ、リボン、テープなどが付いている用紙
･ ざら紙や繊維質の多い用紙など、表面がなめらかでない用紙
･ 裁断部のバリが大きい用紙
･ 紙粉の多い用紙

●使用できない用紙を使用したときの問題点

･ 坪量が 64g/m2 未満の薄い用紙を使用すると、給紙ミス、紙づまりが発生するだけでなく、給
紙ローラがすべってしまうことにより、ローラが摩耗し、本製品に適している用紙まで給紙で
きなくなり、装置故障の原因となります。
･ 給紙カセットから坪量が 87g/m2 以上の厚い用紙を使用すると、給紙ミス、紙づまりが発生す
るだけでなく、給紙ローラがすべってしまうことにより、ローラが摩耗し、本製品に適してい
る用紙まで給紙できなくなり、装置故障の原因となります。
･ 坪量が 64g/m2 未満の薄い用紙や湿っている用紙、ぬれている用紙などに印刷した場合は、紙
づまりやシワなどが発生しやすくなります。
･ 坪量が 87g/m2 以上の厚い用紙を普通紙設定で印刷すると、定着不良などが発生するため、厚
紙設定にて印刷してください。

「厚紙」（121ページ）を参照

･ 表面加工やコーティングされた用紙に印刷すると、給紙ミスや熱で表面の加工部分が溶け、感
光ドラムや用紙搬送ローラなどへの用紙巻きつきなどの不具合が発生する場合があります。
･ 一度印刷された用紙 ( 裏紙 ) や静電気で密着している用紙を使用すると、多重送りや、感光ド
ラムや用紙搬送ローラなどへの用紙巻きつきなどの不具合が発生する場合があります。
･ 貼り合わせた用紙や、糊の付いている用紙に印刷すると糊の成分などが装置内部に付着し、印
字不良や装置故障の原因となることがあります。
･ 変形している用紙や、バインダー用の穴またはミシン目のある用紙に印刷すると、用紙搬送路
で引っかかり、用紙づまりや、破れの原因となります。
･ A5サイズより小さい用紙を、印刷面を下にして印刷すると、スタック不良や搬送路上での用紙
づまりが発生しやすくなります。印刷面を上に向けて排紙するようにしてください。

■ラベル紙

●使用できる用紙
･ ラベル紙A4[ 商品番号：LBP-A693]

「サプライ品について」（143ページ）を参照
･ 厚さ 0.1 ～ 0.15mm のレーザプリンタ用ラベル紙で、紙質は普通紙と同等のもの
･ 全面ラベル紙
（ただし、用紙の上下端および左右端 10mm以内に切り込みがない用紙を使用してください。）

市販品の中には印刷品質がサプライ品に比べ劣るものがあります。で
きるだけサプライ品をご使用ください。
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●使用環境
･ 給紙カセットからは給紙できません。手差しまたは給紙トレイ（オプション）をお使いくださ
い。また、印刷面を上に向けて排紙するようにしてください。

「印刷面を上にして用紙を排出する」（139ページ）を参照

･ Windows でご使用の場合は、プリンタドライバの用紙厚の設定を「より厚い紙」にしてお使
いください。
ホストから用紙厚指定ができない場合（ESC/P対応のDOSアプリケーションなど）は、プリ
ンタのメディアメニュー設定でテサシタイプまたは MPF タイプを「ラベルシ」に設定してお
いてください。
上記設定後、印字が濃すぎたり、薄すぎたりする場合には、各設定を変更して調整してください。

●使用できない用紙
･ 厚さ 0.1mm未満の薄いラベル紙
･ 厚さ 0.15mm以上の厚いラベル紙
･ 用紙の上下端、左右端 10mm以内に切り込みがある用紙
･ 台紙全体がラベルで覆われていない、または用紙端までカットラインのある用紙

･ 湿っている用紙やぬれている用紙
･ 一度印刷された用紙
･ 貼り合わせた用紙（切手など）や、糊などがラベルからはみ出している用紙
･ 反り（カール）、シワ、折り目のある用紙や、破れている用紙
･ 静電気で密着している用紙
･ バインダー用の穴またはミシン目のある用紙や長方形以外の用紙
･ 表面を加工、または特殊なコーティングをした用紙（感熱紙、カーボン紙、またはインクジェッ
ト専用紙など）
･ 裏面に特別なコーティングをしたつるつるの用紙
･ オフセット印刷用の用紙や酸性紙（中性紙をご使用ください）
･ 190 ℃以下の熱で溶けたり、変質したりする用紙
･ ステープラ、クリップ、リボン、テープなどが付いている用紙
･ ざら紙や繊維質の多い用紙など、表面がなめらかでない用紙
･ 裁断部のバリが大きい用紙
･ 紙粉の多い用紙

×使用できません

つるつるした台紙面 全面ラベル紙

○使用できます
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●使用できない用紙を使用したときの問題点
･ 給紙カセットから給紙すると給紙ミス、紙づまりが発生するだけでなく、ラベルが台紙からは
がれやすくなり、用紙搬送ローラへの巻きつきや、装置内部への貼りつきにより装置故障の原
因となります。
･ 用紙の上端 10mm以内に切り込みがあると、ラベルが台紙からはがれやすくなり、用紙搬送
ローラへの巻きつきや装置内部への貼りつきにより、装置故障の原因となります。
･ 表面加工やコーティングされた用紙に印刷すると、給紙ミスや熱で表面の加工部分が溶け、感
光ドラムや用紙搬送ローラなどへの用紙巻きつきなどの不具合が発生する場合があります。
･ 一度印刷された用紙 ( 裏紙 ) や静電気で密着している用紙を使用すると、多重送りや、感光ド
ラムや用紙搬送ローラなどへの用紙巻きつきなどの不具合が発生する場合があります。
･ 変形している用紙や、バインダー用の穴またはミシン目のある用紙に印刷すると、用紙搬送路
で引っかかり用紙づまりや、破れの原因となります。

■厚紙

●使用できる用紙

･ 坪量 87～ 105g/m2 の用紙

●使用環境
･ 給紙カセットからは給紙できません。手差しまたは給紙トレイ（オプション）をお使いくださ
い。また、印刷面を上に向けて排紙するようにしてください。

「印刷面を下にして用紙を排出する」（140ページ）を参照

･ Windows でご使用の場合は、プリンタドライバの用紙厚の設定を「厚い紙」にしてお使いく
ださい。
ホストから用紙厚指定ができない場合（ESC/P対応のDOSアプリケーションなど）は、プリ
ンタのメディアメニュー設定でテサシウエイトまたはMPFウエイトの設定を「アツイカミ」に
してお使いください。
上記設定後、印字が濃すぎたり、薄すぎたりする場合には各設定を変更して調整してください。

用紙によっては用紙全体に薄くトナーが付着したり、印刷が薄かった
りすることがあります。
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●使用できない用紙

･ 坪量 105g/m2 以上の用紙
･ 湿っている用紙やぬれている用紙
･ 一度印刷された用紙
･ 貼り合わせた用紙（切手など）や、糊などが付いている用紙
･ 反り（カール）、シワ、折り目のある用紙や、破れている用紙
･ 静電気で密着している用紙
･ バインダー用の穴またはミシン目のある用紙や長方形以外の用紙
･ 表面を加工、または特殊なコーティングをした用紙（感熱紙、カーボン紙、またはインクジェッ
ト専用紙など）
･ 裏面が特殊なコーティングをしたつるつるの用紙
･ オフセット印刷用の用紙や酸性紙（中性紙をご使用ください）
･ 190 ℃以下の熱で溶けたり、変質したりする用紙
･ ステープラ、クリップ、リボン、テープなどが付いている用紙
･ ざら紙や繊維質の多い用紙など、表面がなめらかでない用紙
･ 裁断部のバリが大きい用紙
･ 紙粉の多い用紙

●使用できない用紙を使用したときの問題点

･ 坪量 105g/m2 以上の用紙を使用すると、給紙ミス、紙づまりが発生するだけでなく、給紙ロー
ラがすべってしまうことにより、ローラが摩耗し、本製品に適している用紙まで給紙できなく
なり装置故障の原因となります。
･ 給紙カセットから印刷すると、用紙の腰が強いため給紙部での紙づまりが発生しやすくなりま
す。また、無理に印刷を続けると給紙部ローラの摩耗などを促進させることになり、装置の寿
命を縮めることになります。
･ 表面加工やコーティングされた用紙に印刷すると、給紙ミスや熱で表面の加工部分が溶け、感
光ドラムや用紙搬送ローラなどへの用紙巻きつきなどの不具合が発生する場合があります。
･ 一度印刷された用紙 ( 裏紙 ) や静電気で密着している用紙を使用すると、多重送りや、感光ド
ラムや用紙搬送ローラなどへの用紙巻きつきなどの不具合が発生する場合があります。
･ 貼り合わせた用紙や、糊の付いている用紙に印刷すると糊の成分などが装置内部に付着し、印
字不良や装置故障の原因となることがあります。
･ 変形している用紙や、バインダー用の穴またはミシン目のある用紙に印刷すると、用紙搬送路
で引っかかり用紙づまりや、破れの原因となります。
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■OHPフィルム

●使用できる用紙
･ OHPフィルムA4[ 商品番号：CG3720]

「サプライ品について」（143ページ）を参照

･ 厚さ 0.08mm ～ 0.11mmのレーザプリンタ用OHPフィルム

●使用環境
･ 給紙カセットからは給紙できません。手差しまたは給紙トレイ（オプション）をお使いくださ
い。また、印刷面を上に向けて排紙するようにしてください。

「印刷面を上にして用紙を排出する」（139ページ）を参照

･ Windows でご使用の場合は、プリンタドライバの用紙厚の設定を「OHPフィルム」にしてお
使いください。
ホストから用紙厚指定ができない場合（ESC/P対応のDOSアプリケーションなど）は、プリ
ンタのメディアメニュー設定でテサシタイプまたは MPF タイプを「OHP」に設定してお使い
ください。
上記設定後、印字が濃すぎたり、薄すぎたりする場合には、各設定を変更して調整してください。

●使用できない用紙
･ 薄い（厚さ 0.08mm以下）OHPフィルム
･ 厚い（厚さ 0.11mm以上）OHPフィルム
･ 湿っている用紙やぬれている用紙
･ 一度印刷された用紙
･ 貼り合わせた用紙（切手など）や、糊などが付いている用紙
･ 反り（カール）、シワ、折り目のある用紙や、破れている用紙
･ 静電気で密着している用紙
･ バインダー用の穴またはミシン目のある用紙や長方形以外の用紙
･ 表面を加工、または特殊コーティングをした用紙（インクジェット専用紙）
･ 190 ℃以下の熱で溶けたり、変質したりする用紙
･ ステープラ、クリップ、リボン、テープなどが付いている用紙

●使用できない用紙を使用したときの問題点
･ 薄い（厚さ 0.08mm以下）OHPフィルムまたは厚い（厚さ 0.11mm以上）OHPフィルムを使
用すると、給紙ミス、紙づまりが発生するだけでなく、給紙ローラがすべってしまうことによ
り、ローラが摩耗し、本製品に適している用紙まで給紙できなくなり、装置故障の原因となり
ます。
･ 190 ℃以下の熱で溶けたり、変質したりする OHP を使用すると定着ローラへの巻きつきなど
が発生しやすくなり、装置故障の原因となります。
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■プレプリント紙、OCR用紙、カラー紙

●使用できる用紙
･ カラー紙と着色顔料やプレプリント用のインクが耐熱性で、190 ℃でも変質しなく、紙質は普
通紙と同等のもの（坪量 64 ～ 105g/m2）

●使用環境

･ 普通紙と用紙厚が同等（坪量 64～ 87g/m2）な用紙は、すべての給紙口から印刷できます。
･ 厚紙と用紙厚が同等（坪量 87 ～ 105g/m2）な用紙は、給紙カセットからは給紙できません。
手差しまたは給紙トレイ（オプション）をお使いください。また印刷面を上に向け排紙するよ
うにしてください。

「厚紙」（121ページ）を参照

･ 印刷枠を設ける場合、次の印刷位置のバラツキを充分考慮に入れて設計してください。
位置精度　　A4サイズで± 2mm 程度
用紙の傾き　100mm あたり± 1mm程度
画像の伸縮　100mm あたり± 1mm程度

●使用できない用紙

･ 坪量が 64g/m2 未満の薄い用紙
･ 湿っている用紙やぬれている用紙
･ 一度印刷された用紙（裏紙など）
･ 貼り合わせた用紙（切手など）や、糊などが付いている用紙
･ 反り（カール）、シワ、折り目のある用紙や、破れている用紙
･ 静電気で密着している用紙
･ バインダー用の穴またはミシン目のある用紙や長方形以外の用紙
･ 表面を加工、または特殊なコーティングをした用紙（感熱紙、カーボン紙、またはインクジェッ
ト専用紙など）
･ オフセット印刷用の用紙や酸性紙（中性紙をご使用ください）
･ インクに導電材料（金属、カーボンなど）を使用したり、190 ℃以下の熱でガスが発生するイ
ンクを使用したプレプリント用紙
･ 190 ℃以下の熱で溶けたり、変質したりする用紙
･ ステープラ、クリップ、リボン、テープなどが付いている用紙
･ ざら紙や繊維質の多い用紙など、表面がなめらかでない用紙
･ 裁断部のバリが大きい用紙
･ 紙粉の多い用紙

･ 金属混入インク、導電性インク、コールドセットインク、ラバーベー
スインクで印刷された用紙は絶対に使用しないでください。

･ 印刷枠を設ける場合、次の印刷位置のバラツキを充分考慮に入れて設
計してください。
- 位置精度 A4 サイズで± 2mm 程度
- 用紙の傾き 100mm あたり± 1mm 程度
- 画像の伸縮 100mm あたり± 1mm 程度
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●使用できない用紙を使用したときの問題点

･ 坪量が 64g/m2 未満の薄い用紙を使用すると、給紙ミス、紙づまりが発生するだけでなく、給
紙ローラがすべってしまうことにより、ローラが摩耗し、本製品に適している用紙まで給紙で
きなくなり、装置故障の原因となります。
･ 給紙カセットから坪量が 87g/m2 以上の厚い用紙を使用すると、給紙ミス、紙づまりが発生す
るだけでなく、給紙ローラがすべってしまうことにより、ローラが摩耗し、本製品に適してい
る用紙まで給紙できなくなり、装置故障の原因となります。
･ 坪量が 64g/m2 未満の薄い用紙や湿っている用紙、ぬれている用紙などに印刷した場合は、紙
づまりやシワなどが発生しやすくなります
･ 坪量が 87g/m2 以上の厚い紙を普通紙設定で印刷すると、給紙ミスや定着不良などが発生する
ため、厚紙設定にて印刷してください。

「厚紙」（121ページ）を参照

･ 表面加工やコーティングされた用紙に印刷すると、給紙ミスや熱で表面の加工部分が溶け、感
光ドラムや用紙搬送ローラなどへの用紙巻きつきなどの不具合が発生する場合があります。
･ 一度印刷された用紙 ( 裏紙 ) や静電気で密着している用紙を使用すると、多重送りや、感光ド
ラムや用紙搬送ローラなどへの用紙巻きつきなどの不具合が発生する場合があります。
･ 貼り合わせた用紙や、糊の付いている用紙に印刷すると糊の成分などが装置内部に付着し、印
字不良や装置故障の原因となることがあります。
･ 変形している用紙や、バインダー用の穴またはミシン目のある用紙に印刷すると、用紙搬送路
で引っかかり用紙づまりや、破れの原因となります。
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■はがき

●使用できる用紙
･ 郵便はがき
（往復はがきの場合は、折り目のないものをご使用ください。）

●使用環境
･ 給紙カセットからは給紙できません。手差しまたは給紙トレイ（オプション）をお使いくださ
い。また、印刷面を上に向けて排紙するようにしてください。

「印刷面を上にして用紙を排出する」（139ページ）を参照

･ 往復はがきをご使用のときは、給紙方向に注意してください。

･ 用紙サイズの設定は「はがき」「往復はがき」のいずれかでお使いください。他の用紙サイズを
設定すると、印刷品位が著しく低下することがあります。
･ 用紙全体に薄くトナーが付着したり、印刷が薄かったりすることがあります。
･ はがきは反りがないものをご使用ください。2mm 以上の反りがあるときは、反りを修正してか
らセットしてください。
･ 切手の貼ってあるはがきは、使用できません。
･ Windows でご使用の場合は、プリンタドライバの用紙厚の設定を「より厚い紙」にしてお使
いください。
･ ホストから用紙厚指定ができない場合（ESC/P対応のDOSアプリケーションなど）は、プリ
ンタのメディアメニュー設定でテサシタイプまたは MPF タイプを〔アツガミ〕に設定してお
使いください。テサシウェイトまたはMPF ウェイトは、〔ヨリアツイカミ〕に設定してお使い
ください。

･ 用紙によっては用紙全体に薄くトナーが付着したり、印刷が薄かった
りすることがあります。

･ 用紙によっては印刷後反りが発生することがあります。

給紙方向
給紙方向
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●使用できない用紙
･ 郵便はがきでないもの
･ 隠ぺいはがき
･ 湿っている用紙やぬれている用紙
･ 一度印刷された用紙（裏紙など）
･ 貼り合わせた用紙（切手など）や、糊などが付いている用紙
･ 反り（カール）、シワ、折り目のある用紙や、破れている用紙
･ 静電気で密着している用紙
･ 表面を加工、または特殊なコーティングをした用紙（インクジェット専用紙など）
･ オフセット印刷用の用紙や酸性紙（中性紙をご使用ください）
･ 190 ℃以下の熱で溶けたり、変質したりする用紙
･ ステープラ、クリップ、リボン、テープなどが付いている用紙
･ ざら紙や繊維質の多い用紙など、表面がなめらかでない用紙
･ 裁断部のバリが大きい用紙
･ 紙粉の多い用紙

●使用できない用紙を使用したときの問題点
･ 郵便はがき以外を使用すると、給紙ミス、紙づまりが発生するだけでなく、給紙ローラがすべっ
てしまうことにより、ローラが摩耗し、本製品に適している用紙まで給紙できなくなり、装置
故障の原因となります。
･ 表面加工やコーティングされた用紙に印刷すると、給紙ミスや熱で表面の加工部分が溶け、感
光ドラムや用紙搬送ローラなどへの用紙巻きつきなどの不具合が発生する場合があります。
･ 一度印刷された用紙 ( 裏紙 ) や静電気で密着している用紙を使用すると、多重送りや、感光ド
ラムや用紙搬送ローラなどへの用紙巻きつきなどの不具合が発生する場合があります。
･ 貼り合わせた用紙や、糊の付いている用紙に印刷すると糊の成分などが装置内部に付着し、印
字不良や装置故障の原因となることがあります。
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用紙保管上のご注意

用紙は水分を吸収しやすい特性を持っているため、非常に変化しやすいものです。製造条件を厳
重に管理して製造した用紙でも、保管状態が悪いと品質が損なわれ、印刷品質や紙送りなどに悪
い影響を与えます。以下に示す保管上の注意事項を守って、最良の状態で保管してください。

用紙は次のような場所に保管してください。
･ 暗く、湿気の少ない、平らな書棚の中のような場所。
･ 平らなパレットの上。
･ 温度 20℃、湿度 50％RHの環境。

次のような場所は避けてください。
･ 床の上に直接置く。
･ 直射日光の当たる場所。
･ 外壁の内側の近く。
･ 段差や、曲がりのある場所。
･ 静電気が発生する所。
･ 過度の温度上昇と、急激な温度変化のある所。
･ 複写機、空調機、ヒータ、ダクトのそば。

長期間放置した用紙を使用した場合、うまく印刷できないことがあります。
用紙を長期間保管するときは、次の配慮をしてください。
･ 開封後の残りの用紙は、ほこりが付かないよう、包装してあった紙に包む。
･ 長期間プリンタを使用しないときは、給紙カセットなどから用紙を抜き取り、包装してあった
紙に包む。

  

長期間放置した用紙を使用した場合、うまく印刷できないことがありま
す。



用紙をセットする

129

7
8
9
10
11
12
13
14
15

1
2
3
4
5
6

運

用

編

用紙をセットする

用紙トレイや手差しトレイに、用紙がなくなったときや、印刷したい用紙がセットされていない
ときは、次の手順に従って、用紙をセットしてください。

「用紙使用上のご注意」（118ページ）を参照

標準給紙カセットに用紙をセットする

･ インクジェット用郵便はがきは、特殊なコーティングが施されている
ため、本製品では使用しないでください。

･ 各給紙口にセットした用紙サイズは自動で検知されませんので、オペ
レータパネルの〔メディアメニュー〕の用紙サイズ値を実際にセット
した用紙サイズに合わせて変更してください。

･ 用紙は、印刷する面を下にしてセットしてください。
･ 用紙ガイドは、用紙との間に隙間ができないようにセットしてくださ
い。

･ また、用紙が曲がるほど、用紙ガイドを強く押しつけないでください。
･ 指定した位置を越えて用紙をセットしないでください。
･ 厚紙や OHP フィルム、ラベル紙などの特殊紙は使えません。
厚紙や OHP フィルム、ラベル紙を、給紙カセットから印刷すると紙づ
まりの原因となりますので、手差しまたは給紙トレイ（オプション）
から印刷してください。

･ 給紙カセットを差し込むときは、あまり勢いよく押さないでくださ
い。

･ 印刷中は、給紙カセットを引き出さないでください。
･ 拡張給紙ユニットを取り付けている場合は、手差しトレイを閉じない
でください。
もし手差しトレイを閉じてしまった場合は、無理に開けずプリンタ本
体を少し持ち上げて手差しトレイを開いてください。

･ 拡張給紙ユニットを使って、下段カセットから給紙しているときは、
拡張給紙ユニットのフロントカバーを開けないでください。

･ 給紙カセットの用紙は、完全になくなってから、補充してください。
･ A5 サイズより小さい用紙の場合は、印刷面を上に向けて排紙するよ
うにしてください。（「印刷面を上にして用紙を排出する」（139 ペー
ジ）を参照）
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次の手順に従って、標準給紙カセットへ用紙をセットしてください。

取っ手を持って給紙カセットを引き出す

用紙ガイドをセットする

標準給紙カセット内部の用紙ガイドと
用紙ストッパを、使用する用紙サイズに
合わせてセットします。用紙ストッパ
は、うしろ側を軽く持ち上げるようにし
ながら動かします。

標準給紙カセットに用紙をセット
する

印刷面を下にして、用紙の束が用紙ガイ
ドの保持クリップに押さえられるよう
にセットしてください。
用紙ガイドの「PAPER FULL」表示ラ
インまで用紙をセットできます。（坪量
64g/m2 の用紙の場合、約 250枚セット
できます。）
印刷面を下として、用紙上端が装置手前
側となるように用紙をセットしてくだ
さい。

用紙ガイド

用紙ストッパ
A4 

用紙のセット方向
用紙に上下がある場合

装置手前側
(用紙上端)

「PAPER FULL」マーク

･ 用紙はさばいてからセットしてください。
･ 用紙が残っている状態で追加する場合は、
残っている用紙を取り出し、揃えてから
セットしてください。

･ セットした用紙が給紙カセットに押しつけ
られた状態で給紙カセットをプリンタに戻
すと、ボトムプレートが上がらず、用紙な
しアラームになることがあります。この場
合は、用紙ストッパの位置を用紙表示目盛
りから 1 ～ 3 クリックの範囲でうしろにず
らしてください。
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標準給紙カセットをプリンタに差し込む

標準給紙カセットが止まるまで押し込むと、「カチッ」と音がしてロックされます。
拡張給紙ユニットを取り付けてあるときは、拡張給紙ユニットのフロントカバーを閉じて
ください。

給紙カセット内の用紙量は、カセット前面にある用紙残量表示（赤）で
確認することができます。インジケータが下がるほど用紙量が少ないこ
とを示します。

インジケータ
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手差しトレイに用紙をセットする

次の手順に従って、手差しトレイへ用紙をセットしてください。

手差しトレイを開く

用紙ガイドを調節する

使用する用紙のサイズに合わせて、用紙
ガイドの位置を調節します。

･ 用紙は、印刷する面を上にしてセットしてください。
･ 用紙ガイドは、用紙との間に隙間ができないようにセットしてくださ
い。

･ また、用紙が曲がるほど用紙ガイドを強く押しつけないでください。
･ 用紙はまっすぐにセットしてください。
･ 90 × 148 mm 未満の用紙は使えません。
･ 手差しトレイや給紙トレイの上には、印刷する用紙以外のものを置か
ないでください。

･ 手差しトレイや給紙トレイを上から押したり、無理な力を加えたりし
ないでください。

･ A5 サイズより小さい用紙や厚紙、OHP フィルム、ラベル紙、はがきな
どの特殊紙に印刷するときは、印刷面を上に向けて排紙するようにし
てください。（「印刷面を上にして用紙を排出する」（139 ページ）を
参照）

･ 手差しトレイに用紙をセットした場合、標準給紙カセット（トレイ
1）／拡張給紙カセット（トレイ 2）からの印刷はできません。
手差しトレイの用紙が優先的に印刷されます。

手差しガイド

手差しトレイ
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印刷面を上にして用紙を差し込む

用紙の先端が突き当たるまで、用紙ガイ
ドに沿って用紙を差し込みます。
用紙は、自動的に約 2cm吸入されて、固
定されます。

セットした用紙は、「キャンセル」スイッ
チを押すと排出されます。
紙づまりの原因となりますので、一度排
出された用紙は再使用しないでくださ
い。
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拡張給紙カセット（オプション品）に用紙をセットする

拡張給紙カセットを使用するときは、拡張給紙ユニット（オプション品）が必要です。

次の手順に従って、拡張給紙カセットへ用紙をセットしてください。

取っ手を持って拡張給紙カセットを引き出す

用紙ガイドをいっぱいに開く

拡張給紙カセット内部の、用紙ガイドの
下の方を内側から押し広げていっぱい
に開き、用紙押さえを上げます。

用紙ストッパをセットする

拡張給紙カセット内部の用紙ストッパを、使用する用紙サイズに合わせてセットします。
用紙ストッパは、うしろ側を軽く持ち上げるようにしながら動かします。

･ 用紙は、印刷する面を下にしてセットしてください。
･ 用紙ガイドは、用紙との間に隙間ができないようにセットしてくださ
い。

･ また、用紙が曲がるほど、用紙ガイドを強く押しつけないでください。
･ 指定した位置を越えて用紙をセットしないでください。
･ 厚紙や OHP フィルム、ラベル紙などの特殊紙は使えません。
･ 給紙カセットを差し込むときは、あまり勢いよく押さないでくださ
い。

･ 印刷中は、給紙カセットを引き出さないでください。
･ 拡張給紙ユニットを使って、下段カセットから給紙しているときは、
拡張給紙ユニットのフロントカバーを開けないでください。

･ 給紙カセットの用紙は、完全になくなってから、補充してください。

用紙ガイド

用紙押さえ

用紙ストッパ
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拡張給紙カセットに用紙をセット
する

印刷面を下にして、用紙の束が用紙ガイド
の保持クリップに押さえられるように
セットしてください。用紙ガイドの
「PAPER FULL」表示ラインまで用紙を
セットできます。(坪量 64g/m2 の用紙の
場合、約 500枚セットできます。)
印刷面を下として、用紙上端が装置手前側
となるように用紙をセットしてください。

用紙ガイドを用紙幅にセットする

拡張給紙カセット内部の用紙ガイドを、横に空いている穴から用紙に突き当たるまで押し
て、用紙幅に合わせます。用紙押さえを戻します。

拡張給紙カセットを拡張給紙ユニットに差し込む

拡張給紙カセットを、拡張給紙ユニットの給紙カセット取り付け口にゆっくりと差し込
み、カチッという音がしてロックされるまで押し込みます。

「PAPER FULL」マーク 用紙のセット方向
用紙に上下がある場合

装置手前側
（用紙上端）

PAPER FULL

 手差しトレイ

･ 用紙はさばいてからセットしてください。
･ 用紙が残っている状態で追加する場合は、
残っている用紙を取り出し、揃えてから
セットしてください。

･ セットした用紙が給紙カセットに押しつけ
られた状態で給紙カセットをプリンタに戻
すと、ボトムプレートが上がらず、用紙な
しアラームになることがあります。この場
合は、用紙ストッパの位置を用紙表示目盛
りから 1 ～ 3 クリックの範囲でうしろにず
らしてください。

給紙カセット内の用紙量は、カセット前面にある用紙残量表示（赤）で
確認することができます。インジケータが下がるほど用紙量が少ないこ
とを示します。

インジケータ
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給紙トレイ（オプション品）に用紙をセットする

次の手順に従って、給紙トレイへ用紙をセットしてください。

用紙サポータを引き出す

A5 サイズ（148 × 210 mm）よりも大きな用紙をセットするときは、用紙サポータを
いっぱいに引き出します。

給紙カバーを開く

給紙カバーをいっぱいに開き、用紙押さえを上げます。(用紙押さえは、給紙カバーと連
動して動きます。)

用紙ガイドを調節する

使用する用紙に合わせて、用紙ガイドの
位置を調節します。

･ 用紙は、印刷する面を上にしてセットしてください。
･ 用紙ガイドは、用紙との間に隙間ができないようにセットしてくださ
い。

･ また、用紙が曲がるほど用紙ガイドを強く押しつけないでください。
･ 用紙はまっすぐにセットしてください。
･ 90 × 148 mm 未満の用紙は使えません。
･ 手差しトレイや給紙トレイの上には、印刷する用紙以外のものを置か
ないでください。

･ 手差しトレイや給紙トレイを上から押したり、無理な力を加えたりし
ないでください。

･ A5 サイズより小さい用紙や厚紙、OHP フィルム、ラベル紙、はがきな
どの特殊紙に印刷するときは、印刷面を上に向けて排紙するようにし
てください。（「印刷面を上にして用紙を排出する」（139 ページ）を
参照）

用紙ガイド
用紙サポータ

給紙カバー
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印刷面を上にして用紙を差し込む

先端が突き当たるまで、用紙ガイドに
沿って用紙を差し込みます。
用紙ガイドの「用紙セット上限」表示
ラインまで用紙をセットできます。
（64g/m2 の用紙の場合、約 100 枚セッ
トできます。郵便はがきの場合、約50枚
セットできます。OHPフイルム／ラベル
紙の場合、約70枚セットできます。）

給紙カバーを閉じる

■薄く柔らかい用紙を使用して紙づまりが発生する場合
給紙トレイに添付されているフィルムガイドを取り付けることで、改善できる可能性があります。
次の手順に従って、給紙トレイへフィルムガイドを取り付けてください。

給紙トレイを取り外す

プリンタの電源を切り、「給紙トレイ（オ
プション品）を取り付ける」（51 ページ）
と逆の手順で給紙トレイを取り外します。

フィルムガイドを差し込む

フィルムガイドのテープから剥離紙を
はがし、粘着面を下にして給紙トレイの
裏面4本の突起部にフィルムガイドのく
ぼみを合わせて、ななめ上から奥まで差
し込んでください。

･ 用紙はさばいてからセットしてください。
･ 用紙が残っている状態で追加する場合は、
残っている用紙を取り出し、揃えてから
セットしてください。
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フィルムガイドを貼り付ける

粘着面が下にあることを確認して、その
まま下におろして給紙トレイに貼り付
けてください。

給紙トレイを取り付ける

「給紙トレイ（オプション品）を取り付
ける」（51ページ）に従って取り付けま
す。
フィルムガイドが折れ曲がらないよう、
プリンタ本体の給紙部の隙間に差し込
むようにして取り付けてください。
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用紙の排出面を切り替える

用紙の排出面を切り替える方法について説明します。

印刷面を上にして用紙を排出する　

OHPフィルムやラベル紙などの特殊紙、厚手の用紙、郵便はがきなどに印刷するときは、印刷面
を上にして排紙します。用紙が曲がらずにまっすぐなまま排出できます。
印刷された用紙はフェイスアップスタッカに排出され、印刷した順序と逆に重ねられます。

プリンタ背面のフェイスアップス
タッカを引き出し、用紙サポータ
を起こす

薄手の用紙や普通紙でも A5 サイズより小さいものは、印刷面を上に向
けて排出してください。紙づまりを予防できます。

用紙サポータ

フェイスアップ
　　　スタッカ

印刷中にスタッカプレート（フェイスアッ
プ）を押し込んだり、引き出したりしない
でください。紙づまりの原因になります。
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印刷面を下にして用紙を排出する

普通紙への印刷時は、印刷面を下にして排出します。印刷した順に重ねて取り出すことができま
す。

プリンタ背面のフェイスアップスタッカが閉じていることを確認する

スタッカプレートを引き出し、用
紙サポータを起こす

A5 サイズより小さい用紙や厚紙、OHP フィルム、ラベル紙、はがきな
どの特殊紙に印刷するときは、印刷面を下に向けて排出しないでくだ
さい。紙づまりの原因になります。

用紙サポータ

トップカバー

スタッカプレート

･ 印刷中にスタッカプレート（フェイスアッ
プ）を引き出したり、押し込んだりしない
でください。紙づまりの原因になります。

･ 印刷面を下に向けて排紙するときは、必ず
スタッカプレート（フェイスアップ）を押
し込んでください。
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用紙を補給する

選択されている給紙口に用紙がなくなると、プリンタはオフライン状態となり液晶ディスプレイ
に次のように表示されます。該当する用紙を補給してください。

用紙を補給する

「ヨウシ　ガアリマセン」のメッセージは、次の状態のときに表示されます。
･ 給紙カセットがセットされていない
･ 給紙カセット、または給紙トレイに用紙がない
ただし、手差しトレイの場合には「ヨウシ　セット」と表示されます。
該当する用紙を補給するか、給紙カセットをセットしてください。

■給紙カセットの場合
給紙カセットがセットされていなければ、給紙カセットをセットします。
給紙カセットの用紙がなければ、給紙カセットを取り出して用紙を補給し、セットします。（「標
準給紙カセットに用紙をセットする」（129ページ）を参照）

■手差しトレイの場合
手差しトレイを使用しての印刷は、1枚ごとの手差し印刷です。
用紙は 1枚ずつセットしてください。（「手差しトレイに用紙をセットする」（132ページ）を参照）

■給紙トレイ（オプション品）の場合
給紙トレイに用紙がなければ、用紙を補給します。
一度にセットできる枚数は、郵便はがきで約 50 枚、普通紙（重量 64g/m2）で約 100 枚、OHP
フィルム／ラベル紙で約 70枚です。（「給紙トレイ（オプション品）に用紙をセットする」（136
ページ）を参照）

印刷を再開する

用紙の補給が完了すると、プリンタはオンライン状態になります。プリンタ内に未印刷データが
あり、印刷起動が行われていれば、印刷を続行します。 

XXXX
ﾖｳｼ ｶﾞｱﾘﾏｾﾝ*

（XXXX：給紙口） *：スクロール表示

例： ﾄﾚｲ1
ﾖｳｼ ｶﾞｱﾘﾏｾﾝ*



サプライ品について

143

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
付

運

用

編

サプライ品について

本製品に用意されているサプライ品は次の表のとおりです。
なお、サプライ品の情報は、本書発行時点のものです。
最新情報は富士通製品情報ページ（http://www.fmworld.net/biz/）でご確認ください。
なお、次の表のうち、ラベル紙と OHP フィルム以外の品物については、本製品のご購入元、ま
たは以下のお問い合わせ先にご相談ください。
「富士通コワーコお客様総合センター」
　通話料無料　0120-505-279
　月曜～金曜 9:00 ～ 17:30（祝日・年末年始を除く）
　URL:http://jp.fujitsu.com/group/coworco/

PPC用紙および普通紙を使用することができますが、より良い印刷品質が得られるよう、下記の
推奨用紙のご使用をお勧めします。

* XL-2110用トナーカートリッジおよびプロセスカートリッジは、使用できません。
*1 A4 用紙で有効画像面積に対して画像面積比率が 5%以下のときに、印刷寿命は約 2,500

枚です（印刷の内容により、多少の差があります）。また、新しいプロセスカートリッジ
に最初にセットしたときは、寿命は約 1,000 枚程度になることがあります。

*2 感光体とドラムクリーナで構成されています。プロセスカートリッジの寿命はA4用紙で
22 枚 / 分のスピードで連続印刷したときの値です。1 枚印刷などの間欠印刷を行ったと
きは、約 12,500 枚程度になることがあります。

商　品　名 商品番号 備　考

オフィス用紙W A4 0411610

500 枚× 5冊で 1ケース

オフィス用紙W A5 0411630

オフィス用紙W B5 0411640

オフィス用紙W レター 0411660

再生オフィス用紙
EC100

A4 0414315

再生オフィス用紙
EC100

B5 0414345

ラベル紙 A4 LBP-A693*3 50 枚× 5冊　コクヨ製ラベル紙

OHPフィルム A4 CG3720*4 100 枚× 1冊　住友スリーエム製OHP

トナーカートリッジ (*) LB107 0852110*1 有効期限は製造年月日より 2 年以内、開封
後は 1年です。

プロセスカートリッジ (*) LB107 0852410*2 有効期限は製造年月日より 2 年以内、開封
後は 1年です。

給紙カセット LB107 0852310 A4 ～ A6サイズで 250枚
添付のカセットと同一です。

LB105 0876320 A4 ～ B5サイズで 500枚
拡張給紙ユニットに添付のカセットと同一
です。

http://www.fmworld.net/biz/
http://jp.fujitsu.com/group/coworco/
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*3 下記の問い合わせ先へご相談ください。
コクヨ（株）　　　　　URL:http://www.kokuyo.co.jp/

*4 下記の問い合わせ先へご相談ください。
住友スリーエム（株）　URL:http://solutions.3m.com/ja_JP/WW/Country/

■トナーカートリッジ

トナーが残り少なくなると、印刷がかすれたり薄くなったり
します。交換時期がきたら、「トナーカートリッジを交換す
る」（145 ページ）を参照して、新しいトナーカートリッジ
と交換してください。

■プロセスカートリッジ
プロセスカートリッジが劣化すると、黒い汚れが生じるなど、印字品質が低下します。交換時期
がきたら、「プロセスカートリッジを交換する」（150 ページ）を参照して、新しいプロセスカー
トリッジと交換してください。

■使用済みカートリッジ（トナー、プロセス）の回収サービス
富士通株式会社では、地球環境への配慮から使用済みカートリッジを無償で回収しております。
下記の『エコ受付センター』までご連絡をいただければ、回収便にて引き取りにうかがいます。
お客様のご理解とご協力をお願いいたします。

『エコ受付センター』

通話料無料　0120-300-693
平日　8:40 ～ 12:00 および 13:00 ～ 17:30
（土曜・日曜・祝日・年末年始を除く）

トナーカートリッジおよびプロセスカートリッジは、富士通コワーコ
社製の純正品をご使用ください。リサイクル品や他社製サプライ品を
使用されますと、印字品質の低下、故障および装置破損の原因となる
ことがあります。

http://www.kokuyo.co.jp/
http://solutions.3m.com/ja_JP/WW/Country/
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サプライ品を交換する

サプライ品の交換時期が近づくと、オペレータパネルにメッセージが表示されます。この場合は、
該当する品目を速やかに交換してください。

トナーカートリッジを交換する

1 本のトナーカートリッジで印刷できる枚数の目安は、A4 サイズの用紙で約 2,500 枚です。た
だし、以下の場合、これより少ない枚数でトナーがなくなることがあります。
･ 印字率 5％以上の場合（印刷内容による）
･ 新しいプロセスカートリッジに交換した直後の 1本目（約半分の枚数）
液晶ディスプレイに〔トナーロー〕と表示されたら、トナーカートリッジを交換します。そのま
ま印刷を続けると〔トナー　コウカン　LEDセイソウ〕を表示して、印刷を停止します。

･〔トナーロー〕が表示された場合は、速やかに新しいトナーカートリッ
ジに交換されることをお勧めします。

･ トナーカートリッジの交換時には、LED ヘッドの清掃を同時に行って
ください（149 ページ）。LED ヘッド面が汚れていると、印刷時にカス
レや白いスジが入ったり、文字がにじんだりします。

･ LED ヘッドの清掃は、トナーカートリッジに添付されている、LED レ
ンズクリーナを使います。
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■取り扱い上の注意
･ トナーを吸い取るために掃除機を使用しないでください。静電気によるセンサ破損の原因にな
ります。
･ 一度プリンタから取り外したトナーカートリッジは再使用しないでください。画質不良やト
ナー汚れの原因になります。
･ 取り外したトナーカートリッジを振ったり、たたいたりしないでください。残ったトナーがこ
ぼれることがあります。
･ 寒い所から暖かい所に移動した場合は、1 時間以上室温に慣らしてから使用してください ( 結
露がなければ使用可能です )。
･ トナーは人体に無害ですが、手や衣服に付いたときには、すぐに洗い流してください。
･ 弊社が推奨していないトナーカートリッジを使用した場合、装置本来の品質や性能を発揮でき
ないおそれがあります。本製品には弊社が推奨するトナーカートリッジを使用してください。
･ 富士通株式会社では、地球環境への配慮から使用済みのトナーカートリッジを無償で回収して
おります。お客様のご理解とご協力をお願いいたします。なお、回収サービスをご利用になら
ない場合は、包装箱やビニール袋に入れ、不燃物として廃棄してください。
･ 装置やカートリッジをゆすった場合に〔トナーロー〕が一時的に解除されることがありますが、
少量の印刷で再び〔トナーロー〕表示に戻ります。
〔トナーロー〕の表示後は約 100 枚の印刷で〔トナー　コウカン〕のメッセージが表示されま
すので、その前に新品トナーに交換してください。（〔トナーロー〕の表示直後にトナーカート
リッジを交換することをお勧めします。）
･ 印刷濃度が薄くなりトナーカートリッジの交換時期となった場合は、必ず液晶ディスプレイの
表示状態を確認してください。
〔トナーロー〕または〔トナー　コウカン〕と表示されている場合は、トナーカートリッジを交
換してください。また、〔ドラム　コウカン〕と表示されている場合は、プロセスカートリッジ
およびトナーカートリッジをいっしょに交換してください。
〔ドラム　コウカン〕表示後にトナーカートリッジだけを交換して使用を継続すると、画質不良
や用紙走行ジャム、装置本体の故障の原因となります。

「使用済みカートリッジ（トナー、プロセス）の回収サービス」（144ページ）を参照
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■保管上の注意
トナーカートリッジを保管するときは、以下の点にご注意ください。
･ ご使用になるまで開封しないでください。
･ 直射日光を避け、次の温度、湿度の範囲にある場所で保管してください。
　　　　温度：0～ 35℃　　　湿度：20～ 85％RH
･ 周囲の温度や湿度が高すぎたり、急激に変化したりする場所は避けてください。
･ 幼児の手が届かない所に保管してください。

次の手順に従って、トナーカートリッジを交換してください。
なお、液晶ディスプレイの 1行目に〔ドラム　コウカン〕と表示されている場合は、先にプロセ
スカートリッジを交換してください。

「プロセスカートリッジを交換する」（150ページ）を参照

装置上面右手前側にあるオープン
ボタンを押してロックを外し、
トップカバーを完全に開く

やけど トップカバーを開けると「高温注意」のラベルが見えます。
この部分は非常に熱くなっていますので、決して触らない
でください。

ﾄﾞﾗﾑ ｺｳｶﾝ
LEDｾｲｿｳ

オープンボタン



第 7章    日常のメンテナンス

148

使用済みのトナーカートリッジの
右側のノブ（青緑色）を、止まる
まで手前（矢印方向）に回す

使用済みのトナーカートリッジの
右側を持ち上げて外す

使用済みのカートリッジは、無償で回収
しております。

手順 で残った包装袋に包んだ状態で
『エコ受付センター』（144ページ）まで
ご連絡ください。回収便にて引き取りに
うかがいます。

包装袋を開けて新しいトナーカートリッジを取り出す

トナーカートリッジを図のように
縦と横にして、それぞれ数回振る

トナーカートリッジを水平にし、
テープをゆっくりとはがす

テープをはがした面を下にしてト
ナーカートリッジの左側のガイド
をプロセスカートリッジのカート
リッジ押さえの下に入れる

トナーカートリッジ右側の溝をプ
ロセスカートリッジのカートリッ
ジガイドの突起にあわせ、左側に
寄せたまましっかりと押さえ込む

トナーカートリッジ

ノブ

トナーカートリッジ

ノブ

トナーカートリッジ

この操作は、トナーの状態を均一にするた
めに必要です。必ず行ってください。
トナーが均一になっていないと印字品質が
低下することがあります。

テープ

溝

カートリッジ
ガイド
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トナーカートリッジが浮き上がら
ないように上の面を手で支えなが
ら、右側のノブを矢印方向へ止ま
るまで回す

ノブが水平になった所で止まります。

 LED ヘッドを清掃する

トナーカートリッジに添付しているレ
ンズクリーナを取り出し、細長い LED
ヘッド面全体を軽く拭きます。

トップカバーを閉じる

トップカバー手前側の左寄りにある
ディンプルマークを、『カチッ』と音が
してロックされるまで押します。

ノブ

左側に寄せたまま、
上から押さえる 

LEDヘッド

アルコールやシンナーなどの溶剤は、LED
レンズ面を傷めますのでお使いにならな
いでください。

ディンプルマーク

トナーカートリッジの交換または取り付
け直後に、〔トナーロー〕または〔トナー
　コウカン〕の表示が消えないことがあ
りますが、故障ではありません。この場
合、トップカバーの開閉を行い、プリン
タのモータが動作後に上記表示が消える
ことをご確認ください。
上記操作を5～6回繰り返しても〔トナー
ロー〕または〔トナー　コウカン〕表示
が消えないときは、トナーカートリッジ
をセットし直してください。
トナーカートリッジが正しく固定されて
いない場合、印刷品質が低下することが
あります。
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プロセスカートリッジを交換する

プロセスカートリッジ内の感光ドラムの寿命が近づくと、液晶ディスプレイに〔ドラム　コウカ
ン〕と表示されます。
〔ドラム　コウカン〕と表示されたらプロセスカートリッジとトナーカートリッジをいっしょに交
換します。
プロセスカートリッジは、1 本あたりの目安として A4 サイズの用紙で約 25,000 枚の印刷（1
ジョブ平均 3枚印刷時）ができます。ただし、これは連続で印刷したときの枚数で、一度に 1枚
ずつ印刷する場合には、ドラムの寿命は約半分になることがあります。

■取り扱い上の注意
プロセスカートリッジを取り扱うときは、以下の点にご注意ください。
･ 下図のように、平らな所に置いてください。

･ 直射日光や強い光（約 1500 ルクス以上） に当てないでください。
･ 室内の照明の下でも、5分以上放置しないでください。
･ 寒い場所から暖かい場所に移動させたときは、周囲の温度になじむまで（1 時間程度）使用し
ないでください。
･ 感光ドラム（緑色の筒）は傷付きやすいため、触れないでください。

･ プロセスカートリッジの交換時には、LED ヘッドの清掃（149 ページ）
を同時に行ってください。LED ヘッド面が汚れていると、印刷時にカ
スレや白いスジが入ったり、文字がにじんだりします。LED ヘッドの
清掃にはトナーカートリッジに添付されているLEDレンズクリーナを
使います。

･ プロセスカートリッジを交換した直後は、印刷がかすれる場合があり
ます。

感光ドラム



プロセスカートリッジを交換する

151

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
付

運

用

編

■保管上の注意
プロセスカートリッジを保管するときは、以下の点にご注意ください。
･ ご使用になるまで開封しないでください。
･ 直射日光を避け、次の温度、湿度の範囲にある場所で保管してください。
･ また、周囲の温度や湿度が高すぎたり、急激に変化したりする場所は避けてください。
　　　　温度：0～ 35℃
　　　　湿度：20～ 85％RH
･ アンモニアなどの腐食性ガスが発生する場所、空気中に塩分が多量に含まれている場所は避け
てください。
･ 立てたり、裏返したりして置かないでください。
･ 幼児の手が届かない所に保管してください。

次の手順に従って、プロセスカートリッジを交換してください。

プリンタ内に印刷データが残っている場合は、パソコンからのデータ転送を
一時停止したうえで、オペレータパネルのオンラインスイッチを何度か押し
て残りの印刷をすべて完了させる

プリンタ内の印刷データが大量にある場合は、印刷が完了する前に印字不良などが発生す
ることがありますので、早めの交換をお勧めします。

オープンボタンを押してロックを外し、トップカバーを完全に開く

プロセスカートリッジの手前側（ト
ナーカートリッジ側）を少し持ち上
げそのままゆっくりと取り出す

トナーカートリッジもいっしょに取り出
されます。プロセスカートリッジとト
ナーカートリッジは無償で回収しており
ます。取り扱いについては『エコ受付セ
ンター』（144ページ）までご連絡くださ
い。

新しいプロセスカートリッジを梱包箱から取り出す

やけど トップカバーを開けると「高温注意」のラベルが見えます。
この部分は非常に熱くなっていますので、決して触らない
でください。

プロセスカートリッジを取り出すときは、
傾けず水平に取り出してください。
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プロセスカートリッジの中央を手で
しっかりと押さえ、保護シートを矢
印の方向に引き抜く

トナーカバー（オレンジ色）の突起
部を矢印方向に押し、トナーカバー
を取り外す

プロセスカートリッジを持ち、プリ
ンタにゆっくりとセットする

左右のガイドを本体の溝に合わせ、手順
と逆の手順でプロセスカートリッジの前

方を少し下向きにして、左右のガイドポスト
を本体のガイド溝に合わせてはめ込みます。
次に手前側を下向きに回転させ、プリンタ本
体にカチッとはまるようにセットします。

新しいトナーカートリッジをセット
する

「トナーカートリッジを交換する」（145
ページ）を参照

LED ヘッドを清掃する

トナーカートリッジに添付されているレンズクリーナを使用してください。

トップカバーを閉じる

続けて、ドラムカウンタのリセットを行います。

保護シート

トナーカバー

プロセスカートリッジは光に対して非常に
敏感です。交換に際しては、次の点に注意し
てください。
･ 直射日光や強い光（約 1500 ルクス以上）に
当てないでください。通常の室室内灯の下
でも 5分以上は放置しないでください。

･ 感光ドラム（緑の筒）は非常に傷付きやす
いため、絶対に手を触れないでください。

トナーカバー突起部

･ トナーカバーを外すとき、トナーが飛散する
場合があります。大きめの紙の上で行ってく
ださい。

･ トナーカバーは不燃物として処理してくだ
さい。

ガイドポスト

ガイドポスト

ガイド溝
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ドラムカウンタをリセットする

ドラムカウンタのリセットを実行して、プロセスカートリッジを交換したことを設定します。
ドラムカウンタのリセットを実行するためには、以下の操作を行ってください。

〔ドラム　コウカン〕または〔ドラム　ジュンビ〕が表示されている状態で
〔メニュー〕スイッチを数回押し、〔メンテナンスメニュー〕を表示する

〔設定項目▲〕スイッチを2回押し、
〔ドラムカウンタリセット〕を表示
する

〔メニュー選択〕スイッチを押す

〔ドラム　コウカン〕または〔ドラ
ム　ジュンビ〕表示が消えたこと
を確認する

液晶ディスプレイの〔ドラム　コウカ
ン〕または〔ドラム　ジュンビ〕という
表示が消えたことを確認します。

パソコンからのデータ転送を一時
停止している場合は再開する

ﾄﾞﾗﾑｶｳﾝﾀ
ﾘｾｯﾄ

ｲﾆｼｬﾙﾁｭｳ

ｵﾝﾗｲﾝ
WIN

･〔ドラム　コウカン〕表示は、ドラムカウンタのリセットを実行しな
いと消えません。プロセスカートリッジを交換したときは、必ずこの
操作をしてください。

･ プロセスカートリッジ交換時以外にこの操作をすると、交換時期が正
しく表示されません。プロセスカートリッジ交換時以外は、操作しな
いでください。

･ プロセスカートリッジを交換した後に、〔トナーロー〕または〔トナー
コウカン〕の表示が消えないことがありますが、故障ではありませ
ん。この場合、トップカバーの開閉を行い、プリンタのモータが動作
後、〔トナーロー〕または〔トナー　コウカン〕の表示が消えること
をご確認ください。
上記操作を 5 ～ 6 回繰り返しても、〔トナーロー〕または〔トナー
コウカン〕表示が消えないときは、トナーカートリッジをセットし直
してください。
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クリーニングページを行う

プロセスカートリッジに付着した汚れを取り除きます。周期的な黒・白斑点が入る場合に行って
ください。

〔メニュー〕スイッチを数回押し、〔メンテナンスメニュー〕を表示する

〔設定項目▼〕スイッチを 2回押し、〔クリーニングインサツ〕を表示する

〔メニュー選択〕スイッチを押す

用紙が 1枚印刷されます。

クリーニングページを行う場合は、あらかじめ A4 用紙を手差しトレイ
にセットしてください。
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オプション品について

本製品は、次のオプションを用意しています。必要に応じてご購入ください。
なお、オプション品の情報は、本書発行時点のものです。
最新情報は富士通製品情報ページ（http://www.fmworld.net/biz/）でご確認ください。

■拡張給紙ユニット(500枚)

■給紙トレイ(100枚)

■プリンタLANカード

品　名 型　名 内　容

拡張給紙ユニット
(500 枚 )

XL-EF50P1G 2 段目の給紙ユニットとして使用
できます。
A4 ～ A5 の用紙を約 500 枚セッ
トできるカセットで構成されてい
ます。

品　名 型　名 内　容

給紙トレイ XL-FT10P1G 給紙トレイとして使用できます。
A4 ～ A6 の用紙を約 100 枚セッ
トできます。

品　名 型　名 内　容

プリンタ LANカード XL-LN100PG プリンタに取り付けると、ネット
ワーク環境で直接印刷できます。
100BASE-TX/10BASE-T に対応
しています。

http://www.fmworld.net/biz/
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■プリンタケーブルについて
パソコンとプリンタを接続するケーブルは数種類あります。ご使用のパソコンに対応したケーブ
ルをご使用ください。
なお、本製品にはプリンタケーブルは添付されていません。パソコン本体に添付のケーブルか、
別売りケーブルをお使いください。別売りケーブルは次の物が用意されています。

●プリンタケーブル

●プリンタ USB ケーブル

本製品をパソコンのUSBインターフェースに接続して使用するためのケーブルです。

品　名 型　名 備　考

プリンタケーブル FMV-CBL716 FMVシリーズ、各社AT互換機に接続できます。

品　名 型　名 備　考

プリンタUSBケーブル XL-CBLU2G USB2.0（フルスピードモード）に対応し、
Windows 98/Me/2000/XP/Vista/Windows 
Server 2003/2008が動作するパソコンに接続で
きます。
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設定内容の一覧を印刷する

オペレータパネルを操作して、次の情報を印刷できます。

･ 設定内容の一覧
本製品に取り付けられているオプション品の情報について確認できます。また、オペレータパ
ネルで設定した内容（ネットワークの設定に関する情報など）も確認できます。

･ テキストフォント
本製品が搭載しているフォントを確認できます。
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設定内容を印刷する

プリンタ内部に記憶されている設定内容の一覧表を印刷します。

給紙カセットに A4 用紙をセットする

〔メニュー〕スイッチを押す

〔インフォメニュー〕と表示されます。

〔設定項目▲〕スイッチを押す

〔セッテイナイヨウインサツ〕と表示されます。

〔メニュー選択〕スイッチを押す

設定内容の印刷が開始されます。

設定内容を印刷するときは、必ず A4 の用紙を使用してください。A4 以
外の用紙でメニュー印刷を行うと、すべての設定内容が印刷できない
ことがあります。
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＜設定内容印刷例＞
設定内容の印刷結果は、次のようになります。（縮小率 50％）

･ 設定内容一覧上部に表示されるCU Version などの数字は変わることがあります。
･ 設定内容によっては、表示されない項目があります。
･ プリンタ LANカード搭載時は、2枚目が追加印刷されます。
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パソコン上でプリンタの状態を確認する

本製品では、ネットワーク上のパソコンからプリンタの状態を確認するためのツールが提供され
ています。
このツールを利用すると、使用しているパソコンを離れてわざわざプリンタまで見に行かなくて
も、プリンタが正常に動作しているかどうかを確認できます。
また、電子メールを使ってプリンタに取り付けたオプション品の状態などを確認することもでき
ます。

『XL-2300Gネットワークガイド』「第 6章　Printia LASER Internet Service」を参照

本機能は、オプションのプリンタ LANカードを取り付け、本製品をネッ
トワークで使用できるように設定している場合にお使いになれます。
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電源を入れる / 切る

プリンタを使用するときは、電源を入れます。
また、1日の印刷作業の終わりや、長期間プリンタを使用しないときには、電源を切ります。

電源を入れる

次の手順に従って、電源を入れてください。

プリンタの電源が切れていることを確認する

電源スイッチが「○」側に倒れていることを確認します。

電源コードをプリンタ本体
後背面にある電源コードコ
ネクタに差し込む

電源コードの他方をコンセ
ントに差し込む

コンセントにアースが付いてい
る場合は、アースも接続します。

感　電 ・電源プラグは、定格電圧 100V、定格電流 15A 以上のコ
ンセントに単独で差し込んでください。また、タコ足配
線をしないでください。発熱による火災や感電のおそれ
があります。なお、本製品の定格電源は、100V、7A と
なっています。

・万一漏電した場合の感電や火災事故を防ぐため、電源プ
ラグから出ている緑色のアース線を、必ず次のいずれか
に取り付けてください。
- 電源コンセントのアース端子
- 銅片などを 650mm以上地中に埋めた物
- 接地工事（D種）を行っている接地端子

ON OFF

POWER

アース端子

アース線
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プリンタ本体左側面にある電源ス
イッチの「｜」側を押す

電源が入ります。

オペレータパネルの液晶ディスプ
レイに、〔イニシャルチュウ〕と表
示される。この表示が〔オンライ
ン WIN〕に変わることを確認する

液晶ディスプレイにエラーメッセー
ジが表示された場合は、メッセージの
内容を確認して対処してください。ま
た、オンライン表示にならないときや
対処方法がわからない場合は、「メッ
セージが表示されるとき」（224 ペー
ジ）を参照してください。

電源を切る

次の手順に従って、電源を切ってください。

プリンタ本体左側面にある電源ス
イッチの「○」側を押す

電源が切れます。

ON OFF

POWER

■■■■■■■■
■■■■■■■■

ｲﾆｼｬﾙﾁｭｳ

RAMﾁｪｯｸ
********

ｵﾝﾗｲﾝ
WIN

印刷中は電源を切らないでください。万一、印刷中に電源を切った場
合は、トップカバーを開けて、用紙がプリンタ内に残っていないこと
を確認してください。

ON OFF

POWER
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プリンタを清掃する

プリンタ外部を清掃する

プリンタを良好な状態に保ち、いつもきれいな印刷ができるように、約 1ヶ月に 1 回、プリンタ
外部を清掃してください。

プリンタ本体左側面にある電源ス
イッチの「○」側を押す

電源が切れます。

外部の汚れは、水でぬらしかたく
絞った柔らかい布で拭く

汚れが取れにくい場合は、柔らかい布に
薄めた中性洗剤を少量含ませて、軽く拭
いてください。

乾いた柔らかい布で水分を拭き取
る

やけど プリンタの清掃を行う場合は、電源スイッチを切り、必ず
電源プラグをコンセントから抜いてください。

感　電 電源スイッチを切らずにプリンタの清掃を行うと、やけど
や感電の原因になることがあります。

け   が プリンタの近くで可燃性のスプレーなどを使用しないでくだ
やけど さい。火災や故障の原因となります。

･ ベンジン、シンナーなどの揮発性のものを使用したり、殺虫剤をかけ
たりすると、カバー類の変色、変形、ひび割れの原因となります。清
掃の際は、注意してください。

･ 洗剤を直接プリンタに向けてスプレーしないでください。スプレー液
が隙間から内部に入り込み、トラブルの原因になることがあります。
また、中性洗剤以外の洗浄液は、絶対に使用しないでください。

･ プリンタ内部の部品には、絶対に注油しないでください。このプリン
タには注油の必要はありません。

･ 掃除機は使用しないでください。
･ 定着器周辺は熱くなっています。電源スイッチを切ってから 1 時間
は、定着器周辺には手を触れないでください。

ON OFF

POWER
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プリンタ内部を清掃する

入口で紙づまりが頻発するときは、次の手順に従って、プリンタ内部を清掃してください。

プリンタ本体左側面にある電源ス
イッチの「○」側を押す

電源が切れます。

電源コードを抜く

オープンボタンを押し、トップカ
バーを開く

LED ヘッドを清掃する

LED レンズクリーナまたは柔らかい
ティッシュペーパーで LED ヘッド全体
を軽く拭きます。

給紙カセットをプリンタから引き
出す

ON OFF

POWER

LEDヘッドLEDヘッド

メチルアルコールやシンナーなどの溶剤
は、LED レンズ面を傷めますのでお使いに
ならないでください。
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プロセスカートリッジの手前側
（トナーカートリッジ側）を少し持
ち上げ、そのままゆっくりと上に
取り出す

水を含ませてかたく絞った布で、
給紙カセットの取り付け口から
ホッピングローラと搬送ローラの
汚れを拭き取る

ホッピングローラの清掃は、給紙カセッ
トの取り付け口から行い、汚れが取れた
かどうかを確認してください。

LED レンズクリーナまたは水を含ま
せてかたく絞った布で、紙粉受けに
たまった紙粉を拭き取る

取り外したプロセスカートリッジは平らな
所に置き、添付の遮光袋（黒）に入れるか、
黒い紙などをかぶせて光が当たらないよう
にしてください。

ホッピングローラ
布には、水以外は使用しないでください。
本製品では油をさす必要はありません。注
油しないでください。

紙粉受け

紙粉取りフィルム 転写ローラ

･ 紙粉を用紙走行路や転写ローラに付着させ
ないよう軽く丁寧に拭き取ってください。

･ 紙粉取りフィルムは変形させないよう注意
してください。
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LED レンズクリーナまたは柔らか
いティッシュペーパーで LED ヘッ
ド全体を軽く拭く

給紙カセットの用紙を取り出し、
水を含ませてかたく絞った布でセ
パレータを清掃する

プロセスカートリッジを戻し、
トップカバーを閉じる

給紙カセットに用紙を戻し、プリ
ンタに取り付ける

LEDヘッド

メチルアルコールやシンナーなどの溶剤
は、LED ヘッドを傷めますので使用しない
でください。

LED レンズクリーナは、別売の交換用ト
ナーカートリッジに添付されています。

セパレータ

清掃時、水以外は使用しないでください。
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クリーニングページを行う

プロセスカートリッジ内のローラに付着した汚れを取り除きます。周期的な黒点や黒・白斑点が
入る場合に行ってください。

〔メニュー〕スイッチを数回押し、〔メンテナンスメニュー〕を表示する

〔設定項目▼〕スイッチを 2回押し、〔クリーニングインサツ〕を表示する

手差しトレイに A4 用紙をセットする
〔メニュー選択〕スイッチを押す

クリーニング印刷をはじめます。

印刷が終わったら〔オンライン〕スイッチを押す

〔オンライン〕表示に戻ります。

1回のクリーニングで汚れが取り除けない場合は、数回クリーニングを
繰り返してください。それでも汚れが取れない時は、柔らかいティッ
シュペーパーで軽く拭き取ってください。

必ず A4 の用紙を使用してください。
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長期間プリンタを使用しない

長期間、プリンタを使用しないときには、必ず次の作業を行ってください。

プリンタ本体左側面にある電源ス
イッチの「○」側を押す

電源が切れます。

電源コードやプリンタケーブルな
ど、すべての接続コードを外す

給紙カセットや給紙トレイから用紙を取り出す

湿気やほこりのない場所に保管してください。

感　電 電源プラグは絶対にぬれた手で触らないでください。感電
のおそれがあります。

火　災 電源プラグをコンセントから抜くときは、必ず電源
感　電 プラグを持って抜いてください。

電源コードを引っぱるとコードが傷付き、火災、感電の原
因となるおそれがあります。

ON OFF

POWER
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プリンタを移送する

ここでは、トラックで長距離運搬するなど、大きな振動を伴ったプリンタの移送手順について説
明します。

プリンタ本体左側面にある電源ス
イッチの「○」側を押す

電源が切れます。

電源コードやプリンタケーブルな
ど、すべての接続コードを外す

給紙カセットや給紙トレイから用紙を取り出す

湿気やほこりのない場所に保管してください。

トップカバーを開け、プロセスカートリッジを取り出す

感　電 電源プラグは絶対にぬれた手で触らないでください。感電
のおそれがあります。

火　災 電源プラグをコンセントから抜くときは、必ず電源
感　電 プラグを持って抜いてください。

電源コードを引っぱるとコードが傷付き、火災、感電の原
因となるおそれがあります。

･ 移動のとき、プリンタを前後、左右方向に 10 度以上傾けないでくだ
さい。プリンタ内部のサプライ品がこぼれるなど故障の原因になりま
す。

･ 移動のとき、トナーカートリッジは取り外さないでください。プロセ
スカートリッジ内部のトナーがこぼれるなど故障の原因となります。

･ オプションの拡張給紙ユニット給紙トレイなどを取り付けている場
合は、プリンタ本体から取り外して運搬してください。オプション品
はプリンタ本体に固定されていないため、取り付けたままでは落下な
どによるけがの原因になります。取り外し方については、各オプショ
ン品の梱包箱に記載されている手順を参照して、取り付けと逆の手順
で取り外してください。

ON OFF

POWER
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プロセスカートリッジをトナー
カートリッジごと黒いビニール袋
に入れ、プリンタに戻す

緩衝材でプリンタを保護し、梱包箱に入れる

これで、移送できる状態になりました。

黒いビニール袋

黒いビニール袋はプリンタに同梱されて
います。

いったんトナーカートリッジを装着した後
にトナーカートリッジを外すと、プロセス
カートリッジの口が開いたままになり、輸
送などの揺れによりプロセスカートリッジ
の口からトナーがこぼれ、飛粉する場合が
あります。また、プロセスカートリッジを
黒いビニール袋に入れないで輸送すると、
トナーがこぼれ、プリンタ内部を汚すおそ
れがあります。必ず黒いビニール袋を使用
してください。

プリンタ購入時についていた梱包箱と緩衝材を使用してください。
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オペレータパネルの操作

この章では、液晶ディスプレイに表示される内

容と、オペレータパネルの操作のしかたについ

て説明します。
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共通メニュー画面の設定一覧.............................178

設定値を初期化する..............................................190
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オペレータパネルの各部の名称と機能

オペレータパネルは、ランプ、液晶ディスプレイ、スイッチで構成されています。ここでは、オ
ペレータパネルの各部の名称と機能について説明します。

ランプ表示

ランプは、プリンタの状態を点灯 /点滅 /消灯で表します。

名称 説　明

オンラインランプ 緑色でデータの処理状況を表します。 
データが受信できる状態です（オンライン）。
受信したデータを処理しています。
データが受信できない状態です（オフライン）。また、エラーが発生
したときやイニシャル中のときも消灯しています。

スイッチランプ

液晶ディスプレイ

点灯
点滅
消灯
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8

液晶ディスプレイの表示

プリンタの状態を表す「プリント画面」と、プリンタに関する設定を行うための「共通メニュー
画面」があります。

■プリント画面
プリンタの状態や、障害が発生したときの内容を表示します。
1行 8文字で 2行に表示します。

■共通メニュー画面
プリンタに関する設定を行う画面です。
共通メニュー画面は、プリント画面から〔メニュー〕スイッチを押して表示します。次の手順に
従って、画面を切り替えてください。

〔メニュー〕スイッチを押し、目的のカテゴリを表示させる

設定する項目を表示するまで、〔設定項目▲〕または〔設定項目▼〕スイッチ
を押す

〔設定値▲〕または〔設定値▼〕スイッチを押し、目的の値にする

〔メニュー選択〕スイッチを押し、値の右側に〔＊〕を付ける

〔オンライン〕スイッチを押す

〔オンライン〕にします。

共通メニュー画面の操作については、「共通メニュー画面の設定一覧」（178ページ）を
参照

プリンタに取り付けられているオプション品や設定の状態によって、表
示される内容は異なります。
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スイッチ操作

オペレータパネルには、次の 8種類のスイッチがあります。各スイッチは、プリント画面や共通
メニュー画面で、次のような働きをします。

名称 説　明

〔オンライン〕スイッチ オンライン状態とオフライン状態を切り替えます。メ
ニューモード中に押すとオンライン状態になります。印
刷中、用紙サイズが違っている場合に押すと、用紙サイ
ズが違うまま強制的に印刷します。

〔キャンセル〕スイッチ 処理中の動作を中断し、削除します。また、手差しトレ
イに用紙がある場合には用紙を強制的に排出します。

〔メニュー 〕スイッチ メニューモードになります。メニューモード中に押すと、
メニューのカテゴリ表示を一つ先に進めます。

〔設定項目▲〕スイッチ メニューモード中に押すと項目表示を一つ先に進めま
す。2秒以上押すと早送りします。

〔設定項目▼〕スイッチ メニューモード中に押すと項目表示を一つ前に戻しま
す。2秒以上押すと早送りします。

〔設定値▲〕スイッチ メニューモード中に押すと設定値を一つ先に進めます。
2秒以上押すと早送りします。

〔設定値▼〕スイッチ メニューモード中に押すと設定値を一つ前に戻します。
2秒以上押すと早送りします。

〔メニュー選択〕スイッチ メニューモードで短く押すと表示中の設定値を保存し、
表示部の右端に“＊”を表示します。
パワーセーブモード中に押すとパワーセーブを解除しま
す。（メニューモード時を除く）
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残ったデータを強制印刷する

印刷中、または用紙サイズが違っている場合にオペレーションパネルの〔オンライン〕スイッチ
を押すと、強制的に印刷を行います。
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プリンタ側で印刷を中止する

パソコン側で印刷指示を取り消した後、この操作をするとプリンタで処理中のデータの印刷を中
止できます。ただし、印刷中のページは印刷されます。

〔プリンタ〕フォルダ、または〔プリンタと FAX〕フォルダを開く

Windows98/Me/NT 4.0/2000 の場合：

〔スタート〕－〔設定〕－〔プリンタ〕の順にクリックします。
Windows XP/Windows Server 2003 の場合：

〔スタート〕－〔プリンタと FAX〕の順にクリックします。
Windows Vista/Windows Server 2008 の場合：

〔スタート〕－〔コントロールパネル〕－〔ハードウェアとサウンド〕の〔プリンタ〕の
順にクリックします。

本製品のプリンタアイコンをダブル
クリックする

プリンタウィンドウが表示されます。

中止したいドキュメントをクリック
し、キーボードの〔Delete〕キーを
押す

下に示すオペレータパネル上の
〔キャンセル〕スイッチを使用して、
印刷を中止する

〔キャンセル〕スイッチ

液晶ディスプレイ（メッセージが表示されます）
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オペレータパネルの操作方法について、詳しくは「オペレータパネルの各部の名称と機
能」（172ページ）を参照

〔ショリチュウ〕または〔データアリ〕が表示されている場合
はプリンタのオペレータパネルで印刷をキャンセルします。

(オフライン状態画面)

② 〔キャンセル〕スイッチを1回押す。(印刷の中止の処理が行われます。)

 中止の処理が終了すると、オンライン状態に戻ります。

① 〔オンライン〕スイッチを押す。

ｼｮﾘﾁｭｳ
ﾊﾟﾗﾚﾙ      ﾄﾚｲ1

ｵﾌﾗｲﾝ

ﾃﾞｰﾀｸﾘｱ

ｵﾝﾗｲﾝ
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共通メニュー画面の設定一覧

プリンタのオペレータパネルで行う設定項目について説明します。
設定項目の設定方法は、「液晶ディスプレイの表示」「共通メニュー画面」（173ページ）を参照し
てください。

故 障 「パワーセーブ」は「有効」（デフォルト）の状態で使用し
てください。
「パワーセーブ」を「無効」に変更して使用する場合、電源
を投入した状態のまま長時間放置すると、装置故障の原因
となります。「無効」に設定しているときは、一日に一回は
プリンタの電源をお切りください。

･〔NETWORK〕の設定変更後の約 30 秒間、オペレータパネルには〔オン
ライン〕と表示されます。

･ また、ネットワーク環境などの状況によっては、2 ～ 3 分間、オペ
レータパネルに〔オンライン〕と表示される場合があります。この
間、プリンタは初期化のための準備をしています。

･ 準備が完了するとオペレータパネルの表示は〔ネットワーク　ショキ
カチュウ〕に変わり、初期化、設定変更およびシステムの再立ち上げ
を行います。

･ システムの再立ち上げが完了するまでは、オペレータパネルの操作や
電源の投入 / 切断を行わないでください。

･ オプションのプリンタ LAN カードを搭載した装置では、Internet 
Service の操作によりオペレータパネルのロックが可能です。この
場合は、ユーザメニューの設定／変更ができなくなりますのでご注
意ください。

･ ロック解除は、Internet Service の管理者モードで〔メンテナンス〕
タブの〔オペパネのロック〕メニューで行います。

･ 詳しくは、本製品に添付のプリンタソフトウェア CD-ROM に収められ
ている、ネットワークガイド（PDF ファイル）を参照してください。
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■ユーザメニュー
「設定値」の網かけは初期の値です。
◎：プリンタドライバの設定が優先
○：プリンタの設定が優先またはプリンタで設定が必要
－：プリンタドライバ使用時は無効

*1　操作パネル設定／自動トレイ切り替え時に、選択されるトレイの優先度は、次のようになり
ます。

カテゴリ
オペレータパネル表示

内容
設定項目（上段） 設定項目（下段）

インフォ　
メニュー

セッテイナイヨ
ウ

インサツ 設定内容の一覧を印刷します。 ―

テキストフォン
ト

インサツ テキストモード用フォントリストを
印刷します。

―

インサツ　
メニュー

コピーマイスウ 1 コピー枚数を設定します。 ◎
～
999

テサシ　インサ
ツ

オン 手差しモードを指定します。〔オン〕
に設定するとPAPER INの指定にか
かわらず（コマンドの指定は有効）
手差しトレイから用紙を吸入しま
す。

◎
オフ

キュウシ　トレ
イ *1

トレイ 1 給紙トレイを指定します。〔トレイ
2〕、〔MPF〕は実装時のみ表示しま
す。

◎
トレイ 2
MPF

ジドウトレイ オン 自動トレイ切り替え機能を設定しま
す。本設定はトレイ 2、MPFのいず
れかが実装されている場合のみ有効
です。初期設定はトレイ 2、MPFの
いずれかが実装されている場合は
〔オン〕、未実装の場合は〔オフ〕です。

◎
オフ

トレイ　ジュン
*1

シタ　ホウコウ 操作パネル設定 / 自動トレイ切り替
え時の選択順序を指定します。

○
ウエ　ホウコウ
キュウシトレイ

印刷メニューの給紙トレイ 印刷メニューのトレイ順 トレイの選択優先度 

トレイ 1 下方向／上方向／給紙トレイ トレイ 1→トレイ 2→MPF 

トレイ 2 下方向／上方向／給紙トレイ トレイ 2→トレイ 1→MPF 

MPF 下方向／給紙トレイ MPF→トレイ 1→トレイ 2 

上方向 MPF→トレイ 2→トレイ 1
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カテゴリ
オペレータパネル表示

内容
設定項目（上段） 設定項目（下段）

インサツ
メニュー

サイズチェック ユウコウ 編集サイズと用紙サイズが異なった
場合に、オペレータパネルに警告
メッセージを表示するかどうかを設
定します。合わせて、エンジンでの
用紙サイズチェックを行うかどうか
を指定します。

◎
ムコウ

カイゾウド V1200 解像度を設定します。 ◎
600

トナーセーブ *2 ムコウ 本機能はサポートしていません。
設定を変更をしないでください。

◎
ヤヤセーブ
セーブ

インサツホウコ
ウ

タテ 印刷方向を設定します。 ◎
ヨコ

メディア　
メニュー

T1　サイズ A4　サイズ トレイ1の用紙サイズを設定します。
用紙サイズの検知機構がないので表
示パネルから設定してください。

○
A5　サイズ
A6　サイズ
B5　サイズ
LETTER
カスタム

T1　タイプ フツウシ トレイ 1の用紙種別を設定します。 ―
レターヘッド
ボンドシ
サイセイシ
アツガミ
アライカミ

T1　ウェイト ウスイカミ トレイ 1の用紙厚を設定します。 ◎
フツウシ
ヤヤアツイカミ
アツイカミ
ヨリアツイカミ

T2　サイズ A4　サイズ トレイ2の用紙サイズを設定します。
用紙サイズの検知機構がないので表
示パネルから設定してください。本
メニューはトレイ 2実装時のみ表示
されます。

○
A5　サイズ
B5　サイズ
LETTER
カスタム

*2 トナーセーブはドライバから設定可能です。
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メディア　
メニュー

T2　タイプ フツウシ トレイ 2 の用紙種別を設定します。
本メニューはトレイ 2実装時のみ表
示されます。

―
レターヘッド
ボンドシ
サイセイシ
アツガミ
アライカミ

T2　ウェイト ウスイカミ トレイ 2 の用紙厚を設定します。 本
メニューはトレイ 2実装時のみ表示
されます。

◎
フツウシ
ヤヤアツイカミ
アツイカミ
ヨリアツイカミ

MPF　サイズ A4　サイズ MPF（給紙トレイ）の用紙サイズを
設定します。本メニューは給紙トレ
イ実装時のみ表示されます。

○
A5　サイズ
A6　サイズ
B5　サイズ
LETTER
カスタム
ハガキ
オウフク

MPF　タイプ フツウシ MPF（給紙トレイ）の用紙種別を設
定します。本メニューは給紙トレイ
実装時のみ表示されます。

◎
レターヘッド
OHP
ラベルシ
ボンドシ
サイセイシ
アツガミ
アライカミ

MPF　ウェイト ウスイカミ MPF（給紙トレイ）の用紙厚を設定
します。本メニューは給紙トレイ実
装時のみ表示されます。

◎
フツウシ
ヤヤアツイカミ
アツイカミ
ヨリアツイカミ

テサシ　サイズ A4　サイズ 手差しトレイの用紙サイズを設定し
ます。用紙サイズの検知機構がない
ので表示パネルから設定してくださ
い。

○
A5　サイズ
A6　サイズ
B5　サイズ
LETTER
カスタム
ハガキ
オウフク

カテゴリ
オペレータパネル表示

内容
設定項目（上段） 設定項目（下段）
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メディア　
メニュー

テサシ　タイプ フツウシ 手差しトレイの用紙種別を設定しま
す。

◎
レターヘッド
OHP
ラベルシ
ボンドシ
サイセイシ
アツガミ
アライカミ

テサシ　ウェイ
ト

ウスイカミ 手差しトレイ の用紙厚を設定しま
す。

◎
フツウシ
ヤヤアツイカミ
アツイカミ
ヨリアツイカミ

カスタムサイズ インチ カスタム用紙サイズ設定時の単位を
設定します。

◎
ミリ

ヨウシハバ（イン
チ）

3.5
～

カスタム用紙の用紙幅を設定しま
す。用紙幅は用紙走行方向と垂直方
向に設定してください。ここで設定
した値が、印刷時の指定トレイのサ
ポートサイズ範囲外のときはマニュ
アル用紙を要求します。

◎

8.3
～
8.5

ヨウシハバ（ミリ
メートル）

90　ミリ
～
210　ミリ
～
216　ミリ

ヨウシナガサ（イ
ンチ）

5.8
～
11.0
～

カスタム用紙の用紙長さを設定しま
す。用紙長さは用紙走行方向と同じ
方向に設定してください。ここで設
定した値が印刷時の指定トレイのサ
ポートサイズ範囲外のときはマニュ
アル用紙を要求します。

◎

11.7
ヨウシナガサ（ミ
リメートル）

148　ミリ
～
279　ミリ
～
297　ミリ

システムコウセ
イメニュー

パワーセーブ 1　フン
5　フン
10　フン

パワーセーブモードに移行するまで
の時間を設定します。エラー中もパ
ワーセーブモードに移行します。
エラー中も有効です。

○

15　フン
30　フン
60　フン
120　フン
240　フン

カテゴリ
オペレータパネル表示

内容
設定項目（上段） 設定項目（下段）
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システムコウセ
イメニュー

エミュレーショ
ン *3

WIN プリンタ言語を選択する。
ESC/P データの印刷時は、必ず
TEXT モードにしてください。WIN
モードで印刷すると〔ムコウ　デー
タ〕と液晶ディスプレイに表示さ
れ、何も印刷されません。

○
TEXT

アラーム　クリ
ア

オン クリア可能なワーニングの表示消去
タイミングを設定します。

○
ジョブ

エラーカイジョ オン メモリオーバフロー発生時、自動的
にプリンタを復旧させるかどうかを
設定します。 

○
オフ

ウェイト　タイ
ム

オフ
5ビョウ
～

ジョブデータを受信しなくなってか
ら強制印刷を行うまでの時間を設定
します。

○

20ビョウ
～
300ビョウ

トナーエラー ケイゾク トナーロー検出時のプリンタ動作を
設定します。〔ケイゾク〕ではオンラ
インのままで印刷継続が可能です。
〔テイシ〕ではオフラインになりま
す。

○
テイシ

ジャムリカバ オン ジャム時にリカバリ印刷を行うかど
うかを設定します。

○
オフ

テキストモード
メニュー

カンジショタイ ジドウ 漢字書体を設定します。内蔵は平成
明朝と平成角ゴシックの 2種類が選
択可能です。自動選択が設定されて
いる場合は電源投入時や各初期化終
了後は平成明朝とし、その後はホス
トマシンより受信する漢字書体コマ
ンドの設定に従います。また、各書
体固定が選択されている場合は漢字
書体コマンドを受け捨て、常に選択
されている書体で印刷します。

―
ミンチョウ
カクゴシック

カテゴリ
オペレータパネル表示

内容
設定項目（上段） 設定項目（下段）

*3 TEXT モード時にパソコン側より不当なデータ（254 ページ参照）が送られた場合、無効な
データは文字化けしたデータとしてそのまま印刷されます。
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テキストモード
メニュー

ANKショタイ ジドウ ANK書体を設定します。内蔵はロー
マンとサンセリフの 2種類が選択可
能です。自動選択が設定されている
場合は 電源投入時や各初期化終了
後はローマンとし、その後はホスト
マシンより受信する ANK 書体コマ
ンドの設定に従います。また、各書
体固定が選択されている場合は
ANK書体コマンドを受け捨て、常に
選択されている書体で印刷します。

―
ローマン
サンセリフ

ANKコード カタカナ ANK 文字コード表を設定します。
ANK 文字コード表設定コマンド受
信時は、コマンドによる設定を優先
します。

―
グラフィック

ANKゼロ ノーマル ANK のゼロ文字に対するスラッ
シュの有無を設定します。

―
スラッシュ　0

シュクショウ トウバイ 縮小サイズを設定します。等倍選択
で縮小印刷は解除されます。〔15" →
A4〕の選択では印刷方向は横、〔10"
→ A4〕の選択では印刷方向は縦にな
りますが、ページレイアウト 2の印
刷方向項目には影響しません。また、
トレイ選択と用紙サイズとの選択の
組み合わせで A4 以外となった場合
でも本項目の選択肢はすべて選択可
能ですが、動作は等倍になります。

―
A4X2→ A4
B4→ A4
15" → A4
10" → A4

アタマダシイチ 5ミリ ページ内 1文字目の垂直方向印刷位
置を用紙上端から文字上端までの距
離にて設定します。

―
8.5 ミリ
22ミリ

ヨコ　オフセッ
ト

-1.0 ミリ
～

印刷位置を編集方向に対し0.5mm単
位で横方向に補正します。左=マイ
ナス、右=プラス

―

0ミリ
～
+20.0 ミリ

カテゴリ
オペレータパネル表示

内容
設定項目（上段） 設定項目（下段）
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テキストモード
メニュー

タテ　オフセッ
ト

-15.0 ミリ
～

印刷位置を編集方向に対し0.5mm単
位で縦方向に補正します。左=マイ
ナス、右=プラス
レベル 1メニューの頭出し位置と本
項目設定値の合計が4.0mm以下の場
合には内部的な合計移動量を
4.00mmとして動作します。

―

0ミリ
～
+15.0 ミリ

ミギマージン ヨウシハバ 1 行内のリミットである右マージン
の位置を設定します。用紙幅を選択
した場合は、使用する用紙の印刷可
能領域となります。136 桁を選択し
た場合は、用紙サイズに関係なく
136桁（13.6 インチ）となり、用紙
の印刷可能領域を越える印刷データ
は切り捨てます。右マージン設定コ
マンド受信時は、コマンドによる設
定を優先します。

―
136ケタ

CR　キノウ CRノミ CR コード受信時の動作を設定しま
す。

―
CR+LF

オートフッカイ CR + LF ライトマージンオーバ時の動作を設
定します。

―
WIN

セントロ　
メニュー

セントロ ユウコウ セントロ I/F の有効／無効を設定し
ます。すでに NETWORK を除く他
の I/F がすべて無効の場合は、本設
定を無効にはできません。

○
ムコウ

ソウホウコウ ユウコウ 双方向セントロの有効／無効を設定
します。

○
ムコウ

ECP ユウコウ ECPモードの有効／無効を設定しま
す。 ○ムコウ

ACK　ハバ セマイ コンパチ受信時の ACK 幅を設定し
ます。〔セマイ〕は 0.5μs、〔フツウ〕
は 1.0μs、〔ヒロイ〕は 3.0μsです。

○
フツウ
ヒロイ

ACK/BUSY IN コンパチ受信時のBUSY信号とACK
信号の出力順序を設定します。〔IN〕
はBUSY=LOWをACKパルスの後
縁にし、〔WHILE〕は BUSY=LOW
をACKパルスの中心にします。

○
WHILE

I-PRIME 3u　SEC
50u　SEC

I-PRIME信号の有効／無効を設定し
ます。〔3u SEC〕では 3μs、〔50u
SEC〕では 50μsの nInit 信号で有効
になります。有効のときに I-PRIME
受信するとセントロドライバのみを
イニシャルします。

○

ムコウ

USB　
メニュー

USB ユウコウ USB I/F の有効／無効を設定しま
す。すでに NETWORK を除く他の
I/F がすべて無効の場合は、本設定を
無効にはできません。

○
ムコウ

ソフト　リセッ
ト

ユウコウ ソフトリセットコマンドの有効／無
効を設定します。

○
ムコウ

シリアルナンバ ユウコウ USB シリアルナンバの有効／無効
を設定します。 ○ムコウ

カテゴリ
オペレータパネル表示

内容
設定項目（上段） 設定項目（下段）
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*4 プリンタ LANカードを取り付けた場合のみ表示されます。

NETWORK *4 IP ADDR. AUTO IP アドレスの設定方法を設定しま
す。

○
MANUAL

IP　1/4 000
～
255

IP アドレスの 1桁目を設定します。 ○

IP　2/4 000
～
255

IP アドレスの 2桁目を設定します。 ○

IP　3/4 000
～
255

IP アドレスの 3桁目を設定します。 ○

IP　4/4 000
～
255

IP アドレスの 4桁目を設定します。 ○

MASK　1/4 000
～
255

サブネットマスクの 1桁目を設定し
ます。

○

MASK　2/4 000
～
255

サブネットマスクの 2桁目を設定し
ます。

○

MASK　3/4 000
～
255

サブネットマスクの 3桁目を設定し
ます。

○

カテゴリ
オペレータパネル表示

内容
設定項目（上段） 設定項目（下段）
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*5 〔HUB LINK〕の設定を変更した場合は、オペレータパネルに〔ネットワーク　ショキカチュ
ウ〕が表示されシステムの再立ち上げが完了したことを確認後、必ずプリンタの電源をいっ
たん切断し、再び投入してください。

カテゴリ
オペレータパネル表示

内容
設定項目（上段） 設定項目（下段）

NETWORK MASK　4/4 000
～
255

サブネットマスクの 4桁目を設定し
ます。

○

GATE　1/4 000
～
255

ゲートウェイアドレスの 1桁目を設
定します。

○

GATE　2/4 000
～
255

ゲートウェイアドレスの 2桁目を設
定します。

○

GATE　3/4 000
～
255

ゲートウェイアドレスの 3桁目を設
定します。

○

GATE　4/4 000
～
255

ゲートウェイアドレスの 4桁目を設
定します。

○

WEB/IPP ENABLE WEB/IPP の有効／無効を設定しま
す。

○
DISABLE

SNMP ENABLE SNMPの有効／無効を設定します。 ○
DISABLE

HUB LINK *5 AUTO HUB LINK SETTING を設定しま
す。

○
100FULL
100HALF
10FULL
10HALF

メモリ
メニュー

ジュシン　BUF ジドウ 受信時にバッファサイズを設定しま
す。

○
0.1MB
0.2MB

システム　
ホセイ　
メニュー

X　ホセイ 0.00 ミリ 印刷イメージ全体の位置を用紙の走
行方向に垂直な方向（横方向）に補
正します。（0.25mm間隔）この指定
により、印刷可能領域を超えた印刷
イメージはクリップされます。

○
+0.25 ミリ
～
+2.00 ミリ
-2.00 ミリ
～
-0.25 ミリ
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*6 「パワーセーブ」は「有効」（デフォルト）の状態で使用してください。
「パワーセーブ」を「無効」に変更して使用する場合、電源を投入した状態のまま長時間放置
すると、装置故障の原因となります。「無効」に設定しているときは、一日に一回はプリンタ
の電源をお切りください。

カテゴリ
オペレータパネル表示

内容
設定項目（上段） 設定項目（下段）

システム　
ホセイ　
メニュー

Y　ホセイ 0.00 ミリ 印刷イメージ全体の位置を用紙の印
刷走行方向に垂直な方向（縦方向）
に補正します。（0.25mm間隔）この
指定により、印刷可能領域を超えた
印刷イメージはクリップされます。

○
+0.25 ミリ
～
+2.00 ミリ
-2.00 ミリ
～
-0.25 ミリ

ヘキサダンプ ジッコウ 上位ホストより受信したデータを
16 進数のダンプ形式で印刷出力し
ます。電源をOFFするとHEXダン
プモードから通常モードに戻りま
す。

○

メンテナンス
メニュー

セッテイ ショキカ オペレーションパネルの設定内容を
初期化します。

○

ドラムカウンタ リセット プロセスカートリッジを交換したと
き、ドラム寿命をリセットするため
の機能です。

○

パワーセーブ *6 ユウコウ パワーセーブモードの有効／無効を
設定します。有効時のパワーセーブ
移行時間はシステムコウセイメ
ニューの〔パワーセーブ〕から変更
してください。

○
ムコウ

セッティング 0 印刷結果にカスレ、チリなどが顕著
に発生する場合の微調整に使用しま
す。高密度印刷部で散ったような印
刷あるいは雪が降ったような印刷が
発生した場合は値を減らし、印刷が
かすれるような場合は値を増やして
ください。

○
+1
+2
-2
-1

インサツノウド 0 印刷濃度を設定します。 ◎
+1
+2
-2
-1

クリーニング インサツ クリーニング印刷を実行します。 ○
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カテゴリ
オペレータパネル表示

内容
設定項目（上段） 設定項目（下段）

ジュミョウ　
メニュー

トータル　PG nnnnnn 総印刷枚数を表示します。総印刷枚
数とは定着器を通過したページ数で
す。ホッピング後のジャム時はカウ
ントされません。

○

ドラム　ノコリ xxx% ドラムの使用量を表示します。ドラ
ムの回転数から換算した値です。

○

トナー　ノコリ アリ／スクナイ
（ロー）／ナシ（コ
ウカン）

トナーの残量を表示します。プロセ
スカートリッジ内のセンサによりト
ナー量が少なくなったことを検出す
ると、〔スクナイ (ロー )〕と表示さ
れます。
その後、規定のドットカウント分印
刷が行われると〔ナシ (コウカン )〕
と表示されます。
また、トナーローが検出されていな
い状態では、〔アリ〕と表示されます。
※トナーローの状態でプロセス
カートリッジの脱着などを行う
と一時的にトナーローが解除さ
れることがあります。
この場合は、〔スクナイ (ロー)〕の
表示がいったん〔アリ〕に戻りま
すが、数枚から数十枚印刷を行う
と再度トナーローが検出されるた
め、〔スクナイ ( ロー )〕の表示に
戻ります。

○
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設定値を初期化する

ユーザメニュー（NETWORK 以外）の設定値を初期化する場合は、以下の手順に従って、オペ
レータパネルを操作してください。

〔メンテナンスメニュー〕と表示されるまで、〔メニュー〕スイッチを数回押す

〔設定項目▲〕スイッチを押し、〔セッテイ ショキカ〕を表示させる

〔メニュー選択〕スイッチを押す

〔イニシャルチュウ〕と表示され、設定が初期化されます。
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標準のユーザ定義サイズを設定する.........................215
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プリンタの設定を行う..........................................219
アプリケーションで設定を行う ..........................221
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印刷の流れ

Windows環境から印刷する場合の基本的な流れを説明します。
（ご使用になるホストやシステム構成によって、異なる場合があります。）

操作については、アプリケーションの説明書をご覧ください。

操作については、アプリケーションの説明書をご覧ください。

クライアントから印刷するデータを送信する前に、次のことを行ってください。
① 共通メニューのネットワークポート設定で、使用するポート状態を確認する
② 共通メニューのネットワークポート設定メニューのプリントモード指定で、
　 使用するポートのプリントモードを確認する 

ホスト側で使用するアプリケーションを起動する

メニューを操作する

アプリケーションなどから
印刷を指示する

終　了

印刷を中止する

排出する

必要に応じて

必要に応じて

必要に応じて

 

操作については、「共通メニュー画面の設定一覧」（178ページ）参照

操作については、「プリンタ側で印刷を中止する」（176ページ）参照

操作については、「残ったデータを強制印刷する」（175ページ）参照
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印刷機能の設定について

ほとんどの印刷機能は、アプリケーションから印刷するときに表示されるプロパティ画面や、お
使いのパソコンにインストールしたプリンタのアイコンから表示させるプロパティ画面で設定を
行います。
表示させたプロパティ画面でタブを切り替えて、各機能を設定します。
設定方法などについては、XL-2300Gプリンタドライバのオンラインヘルプを参照してください。
表示内容はお使いのWindows の種類によって、異なる場合があります。

オンラインヘルプの使い方については、「オンラインヘルプの見かた」（17 ページ）を
参照

プロパティ画面について

パソコンの〔スタート〕メニューから〔設定〕－〔プリンタ〕の順にクリックし、本製品を選択
してプリンタのプロパティを表示した場合は、次のように表示されます。

タブ
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使用しているアプリケーションで〔ファイル〕－〔印刷〕の順にクリックし、本製品を選択して
プリンタのプロパティ画面を表示した場合は、次のように表示されます。

各画面には 3つのボタンがあり、それぞれ次のような機能があります。
全て標準 ：プリンタ設定のすべての項目を標準値に戻します。
標準 ：表示している画面の項目のみを標準値に戻します。
ヘルプ ：表示ダイアログのヘルプを表示します。

〔印刷〕コマンドは、お使いのアプリケーションによって表示が異なる
場合があります。

タブ
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主な印刷機能一覧

主な印刷機能について説明します。
各機能を、プリンタドライバのプロパティ画面のタブごとに紹介します。

プロパティ画面を表示させるには、「プロパティ画面について」（193ページ）を参照

各タブの詳しい説明は、オンラインヘルプを参照してください。

「オンラインヘルプの見かた」（17ページ）を参照
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■〔用紙〕タブ
用紙サイズや給紙方法などを設定します。

項　目 内　容

用紙サイズ 用紙サイズを選択します。
ユーザ定義用紙は〔用紙追加〕ボタンをクリックして、設定できま
す。ここで定義されたサイズは、用紙サイズ一覧の最後尾に追加さ
れます。最大で 32の用紙サイズを登録することができます。

印刷の向き 印刷する用紙方向を指定します。

給紙方法 給紙方法を選択します。
デフォルトでは〔トレイ 1（標準カセット）〕または〔手差し〕がリ
ストに表示されます。オプション給紙装置を設定すると〔トレイ 2
（拡張給紙ユニット）〕、〔MPF（給紙トレイ）〕、〔操作パネル設定〕が
リストに追加され選択可能となります。

用紙厚 印刷する用紙の厚さを選択します。用紙サイズを選択すると、自動
的に最適なものが選択されます。

部数 印刷する部数を 1～ 999 の範囲で設定します。

用紙サイズを選択すると、自動的に最適な用紙厚が選択されます。印刷
した用紙にシワが生じるときは、「薄い紙」の方へ、トナーの定着が悪
いときは「厚い紙」の方へ設定を変更してください。変更した結果は記
憶されます。出荷時の値に戻す場合は、〔標準〕ボタンをクリックして
ください。



主な印刷機能一覧

197

7
8
9
10
11
12
13
14
15

1
2
3
4
5

運

用

編

9

■〔オプション給紙装置〕ダイアログボックス
オプションの給紙装置を取り付けている場合に、〔用紙〕タブの〔給紙オプション〕ボタンを押す
と、〔オプション給紙装置〕ダイアログボックスが表示されます。ここで、オプションのトレイ 2
( 拡張給紙ユニット )またはMPF( 給紙トレイ )を取り付けているかどうかを設定します。

項　目 内　容

拡張給紙ユニット オプションの拡張給紙ユニットを取り付けた場合は、チェックをつ
けます。

MPF（給紙トレイ） オプションの給紙トレイを取り付けた場合は、チェックをつけます。

自動トレイ切り替え チェックをつけると、給紙中のトレイに用紙がなくなった場合、自
動的に他のトレイに切り替えます。ただし、オプションの拡張給紙
ユニットまたはMPF（給紙トレイ）が取り付けられていない場合に
は、設定できません。
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「主な印刷機能一覧」の「〔用紙〕タブ」（196ページ）を参照

･「操作パネル設定」および「自動トレイ切り替え」を使用する場合は、次の点にご注意ください。
-〔オプション給紙装置〕ダイアログボックスでトレイ 2 または給紙トレイ（MPF）をチェッ
クした場合に設定可能となります。
-〔その他〕タブの「用紙サイズチェック」を「あり」にして使用してください。「なし」を選
択した状態で指定すると、すべてのトレイが給紙対象または給紙切り替えの対象となり、印
刷指定サイズとは異なる用紙に印刷してしまう可能性があります。
- 現在セットされている用紙とは異なるサイズの用紙に入れ替える場合は、必ずオペレーショ
ンパネルの〔メディアメニュー〕で対象トレイの用紙サイズを変更してください。
-「操作パネル設定」選択時に、〔用紙〕タブ ( プリンタドライバ ) の用紙サイズと〔メディア
メニュー〕で設定した用紙サイズがすべて一致しない場合は、オペレータパネルの〔インサ
ツメニュー〕にある〔キュウシトレイ〕で設定されたトレイから給紙を行います。ただし、用
紙サイズチェック「あり」が選択されている場合は、用紙サイズと不一致となり、エラー
（「．．．サイズガ　チガイマス」）が表示されます。
- 用紙サイズが〔ハガキ〕、〔往復ハガキ〕の場合、あるいは用紙厚が〔OHPフィルム〕の場合、
本機能は使用できません。

「操作パネル設定」および「自動トレイ切り替え」の機能と用途は、次
のとおりです。

項 目 機 能 用 途

操作パネル
設定

オペレータパネルで設定した
用紙サイズに合わせて、給紙を
行うトレイ（トレイ 1 ／トレ
イ 2（MPF／給紙トレイ））を
自動的に選択する機能です。
〔用紙〕タブ ( プリンタドライ
バ )の用紙サイズと、オペレー
タ パ ネ ル の〔メ デ ィ ア メ
ニュー〕であらかじめ設定され
た用紙サイズが一致するトレ
イから給紙が行われます。

複数のトレイにそ
れぞれ異なる用紙
をセットして運用
している場合に、印
刷サイズを変更す
るたびに給紙口を
切り替える必要が
なくなります。

自動トレイ
切り替え

プリンタドライバで指定した
トレイに用紙がなくなった場
合に他のトレイに自動的に切
り替える機能です。〔用紙〕タ
ブ(プリンタドライバ)の用紙
サイズとオペレータパネルの
〔メディアメニュー〕であらか
じめ設定された用紙サイズが
一致するトレイに切り替えま
す。

同一サイズの用紙
を複数のトレイに
セットし、大量の印
刷物を一括して印
刷する場合に利用
できます。
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■〔ユーザ定義サイズ〕ダイアログボックス
用紙サイズ一覧からユーザ定義サイズを選択すると、以下のダイアログが表示されます。

項　目 内　容

幅 90mm～ 215.9mmの範囲で任意に設定することができます。

長さ 148mm～ 297.0mmの範囲で任意に設定することができます。

単位 設定するサイズの、長さの単位を選択します。

標準 値を幅 210.0mm、長さ 297.0mm、単位ミリの標準値に戻します。

「長さ」が「幅」よりも短い場合、その設定は無効となります。
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■〔ユーザ定義の用紙〕ダイアログボックス
〔用紙〕タブで〔用紙追加〕ボタンをクリックすると、以下のダイアログが表示されます。

項　目 内　容

リスト 登録した用紙の「名称」「幅」「長さ」「単位」を表示します。
ここに表示される名称が用紙サイズ一覧に追加されます。

名称 登録する用紙名を全角で 6文字、半角で 12文字以内で入力します。

幅 90mm～ 215.9mmの範囲で任意に設定することができます。

長さ 148mm～ 297.0mmの範囲で任意に設定することができます。

単位 設定する長さの単位を選択します。

追加 「名称」に新規に入力すると有効になります。新規に用紙を登録する
と、リスト内に追加されます。

変更 登録済み用紙の設定を変更すると有効になります。変更した内容で
再度登録できます。

削除 登録済みの用紙を選択すると有効になります。用紙を削除します。

「長さ」が「幅」よりも短い場合、その設定は無効となります。
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■〔レイアウト〕タブ
とじ代、マルチページの設定を行います。

項　目 内　容

とじ代 印刷文書を縮小して、上下左右のいずれかに 0～ 30mmの範囲でと
じ代の幅を設定することができます。

単位 設定する幅の単位を選択します。

マルチページ 1枚の用紙に複数のページを縮小して印刷します。

ページの配置 割り付けるページの配置を選択します。

･ マルチページは次の用紙が選択されている場合に有効です。
A4、A5、A6、B5、レター、往復ハガキ、ハガキ
･ マルチページ機能は、1ページの印刷領域内に2ページまたは4ページ
分のデータを縮小して印刷しているだけで、用紙の中央が正確に合わな
い場合があります。印刷可能領域（余白領域）が多少異なります。綴じ
代などについても考慮されておりませんのでご了承ください。
･ 枠線は印刷用紙の印刷可能範囲いっぱいに描画されますが、1 枚の用紙
に印刷される各ページの印刷可能範囲は、枠線と等しくありません。
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■〔印刷品位〕タブ
解像度、トナーセーブ、印刷濃度の設定を行います。

項　目 内　容

解像度 600× 1200dpi、600dpi、300dpi を選択します。

トナーセーブ 印刷に使用するトナーの節約度合いを設定します。しない、するを
選択します。

プリンタの印刷濃度 ドラッグバーを使い、印刷するときの濃さを 5段階で設定します。

･ トナーセーブの設定時には、印刷品質は保証できませんのでご注意く
ださい。

･ トナーセーブモードを継続して使用した場合、印刷濃度が徐々に薄く
なることがあります。このような現象を防ぐために、あらかじめ
300dpi の解像度で利用することをお勧めします。

プリンタドライバで〔600dpi × 1200dpi〕、〔600dpi〕に設定した場
合、複雑なグラフィックや写真などのイメージ、細かな文字を多く使用
したページを印刷すると、まれにプリンタのメモリが不足することがあ
ります。このような場合、メモリ不足を予測して、複雑なページに対し
て自動的に解像度を調整して印刷するオートマティックフォールダウ
ン機能（自動低解像度印刷）が働きます。
複数のページを印刷した場合、オートマティックフォールダウン機能が
働くのはメモリの不足が予測されるページのみであり、それ以外のペー
ジは設定した解像度で印刷されます。
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■〔イメージ〕タブ
ディザリング、明暗、拡大・縮小などの設定を行います。

項　目 内　容

ディザリングのパターン 中間色の表現方法を設定します。

ディザリングの密度 ディザパターンを作成するときのドットの密度を設定します。

白以外を黒にする 白以外の色で設定された文字やグラフィックをディザリングせずに
黒色にします。

明暗の調整 ドラッグバーを使い、ブライトネス（イメージ全体の明るさ）とコ
ントラスト（明暗の差）を設定します。

印刷効果 イメージを反転させる場合に選択します。

拡大・縮小 リストボックスにあらかじめ用意されている拡大縮小率を選択しま
す。直接拡大・縮小率を入力する場合は〔カスタム〕を選択してく
ださい。

･ 拡大・縮小機能は印刷データを拡大・縮小するもので、用紙サイズは変
更されません。必要に応じて印刷する用紙サイズを設定してください。
拡大・縮小により、印刷可能領域（余白領域）も変化します。
･「拡大・縮小」を設定すると、アプリケーションによっては予期しない結
果になる場合があります。正しく印刷できないときは、「なし」に設定し
てください。
･「解像度」「ディザリングのパターン」「ディザリングの密度」「明暗の調
整」の設定によって、文書のグラフィックスの印刷結果が総合的に決ま
ります。場合によっては、希望する結果が得られるまで、これらの項目
にいろいろな設定をしてみる必要があります。
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■〔その他〕タブ
APへのカラー応答、中塗りパターンの調整を設定します。

項　目 内　容

APへのカラー機能の応答 プリンタのカラー処理情報を調べて、カラーデータの処理を変える
アプリケーションのための設定です。ディスプレイの表示に近い印
刷結果を得るために使います。

図形の中塗りパターンの
調整

ハッチブラシ、パターンブラシを使用した場合の密度を選択します。
中塗りのパターンは、カラー表現のディザリングとは異なります。
「調整しない」
解像度に関係なくハッチブラシ、パターンブラシのパターンは、
そのまま使います。
「倍に拡大する」
解像度に関係なくハッチブラシ、パターンブラシのパターンは、
倍にして使います。
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*1：〔…サイズガチガイマス〕と表示された場合、オペレータパネルの〔オンライン〕スイッチを
押すことで強制的に給紙することができます。（念のためトレイ内の用紙サイズを確認する
ことをお勧めします。）

用紙サイズチェック 用紙サイズのチェックを行うかどうかを設定します。
サイズチェックありを選択すると、印刷時の用紙サイズとオペレー
タパネルで設定した用紙サイズが一致する場合のみ給紙を行いま
す。
ただし、トレイ内にある実際の用紙が設定条件と異なる場合は、給
紙直後に用紙幅センサ部でエラーとみなし、停止することがありま
す。
･ サイズチェックの対象トレイは、トレイ 1/ トレイ 2/MPF（給紙
トレイ）の3つです。手差しトレイはサイズチェックを行いません。
･ 用紙サイズチェックを行う場合は、あらかじめオペレータパネルの
メディアメニューで各トレイの用紙サイズを正しく設定してくだ
さい。設定が一致していない状態で印刷を行った場合、オペレータ
パネルに〔…サイズガ　チガイマス〕(*1) と表示されます。
･ 用紙がユーザ定義（カスタム）サイズの場合は、メディアメニュー
の用紙サイズをカスタムと設定してください。
･ 用紙幅センサは、用紙幅が200mmよりも広いか狭いかをチェック
します。印刷指定の用紙幅とセンサ部で検知した用紙幅の条件
（200mmに対する大小比較）が不一致の場合はエラーとみなし、停
止します。この場合はオペレータパネルに〔ヨウシサイズ　エラー〕
と表示されます。
･ ユーザ定義（カスタム）サイズの場合は、用紙幅センサによるチェッ
クを行いません。

ドライバ設定 ドライバで設定した内容を保存するために使用します。

項　目 内　容

図形の中塗りパターンの調整機能は、解像度が 600× 1200dpi のとき
には無効となります。
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■〔ウォーターマーク〕タブ
印刷結果にイメージ（ウォーターマーク）を重ね合わせる場合に設定します。〔新規〕を選択する
と、〔ウォーターマーク〕ダイアログが表示されます。

項　目 内　容

新規 文字列、フォント、スタイルなどを入力し、新規にウォーターマー
クを作成します。最大で 16 のウォーターマークを登録することが
できます。

削除 登録したウォーターマークを削除します。

編集 登録したウォーターマークを編集します。

最初のページのみ付加 チェックすると印刷する先頭ページのみウォーターマークを付加し
ます。



主な印刷機能一覧

207

7
8
9
10
11
12
13
14
15

1
2
3
4
5

運

用

編

9

■〔ウォーターマーク〕ダイアログボックス
〔ウォーターマーク〕タブで〔新規〕をクリックすると、以下のダイアログが表示されます。

項　目 内　容

ウォーターマーク 重ね合わせる文字列やそのフォント、スタイルを設定します。
「文字列」
重ね合わせる文字列を指定します。
ここで指定した文字列が登録名となります。最高で半角 63 文字
（全角 31文字）まで指定できます。
「フォント」
文字列のフォントを指定します。
「スタイル」
文字列のスタイルを指定します。

ウォーターマークの調節 文字列のサイズや傾き、色の濃さを設定します。
「サイズ」
文字列の文字サイズを 1～ 600 の範囲で指定します。
「回転角度」
文字列の傾きを 0°～ 359°の範囲で指定します。0°で水平になり
ます。
「濃さ」
ウォーターマークの濃さを 0～ 100 の範囲で指定します。0で白
（印刷しない）、100で黒になります。

ウォーターマークの印刷位置 ウォーターマークの印刷位置を指定します。

全角フォント使用の際、印刷した文字がすべて□になってしまう場合
は、別のフォントを指定してください。
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印刷を中止する

印刷を中止するには、まずホスト側で印刷の指示を取り消します。印刷を取り消すことができな
かった場合は、プリンタ側で印刷を取り消します。
次の手順に従って、ホスト側で印刷の指示を取り消してください。

■Windowsから取り消す
印刷指示をWindows から取り消す方法について説明します。

〔プリンタ〕フォルダ、または〔プリンタと FAX〕フォルダを開く

Windows98/Me/NT 4.0/2000 の場合：

〔スタート〕－〔設定〕－〔プリンタ〕の順にクリックします。
Windows XP/Windows Server 2003 の場合：

〔スタート〕－〔プリンタと FAX〕の順にクリックします。
Windows Vista/Windows Server 2008 の場合：

〔スタート〕－〔コントロールパネル〕－〔ハードウェアとサウンド〕の〔プリンタ〕の
順にクリックします。

該当するプリンタアイコンをダブルクリックする

表示されたウィンドウから、任意のドキュメント名をクリックし、〔Delete〕
キーを押す

■Printia LASER Internet Serviceを使って取り消す
Printia LASER Internet Service を使用して、プリンタに指示した印刷データを取り消すことが
できます。
詳しくは、『XL-2300Gネットワークガイド』「第6章　Printia LASER Internet Service」を参照
してください。

■FUJITSU LPRユーティリティを使って取り消す
LPRユーティリティを使用して、プリンタに指示した印刷データを取り消すことができます。
詳しくは、『XL-2300Gネットワークガイド』「第 3章　ネットワークソフトウェアの使用」を参
照してください。

プリンタ側で印刷を中止するには、「プリンタ側で印刷を中止する」（176ページ）を参照
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印刷指示したジョブの状態を確認する

印刷を指示したジョブの処理状況は、パソコンで確認できます。

■Windowsで確認する
印刷指示したジョブをWindows で確認する方法について説明します。

〔プリンタ〕フォルダ、または〔プリンタと FAX〕フォルダを開く

Windows98/Me/NT 4.0/2000 の場合：

〔スタート〕－〔設定〕－〔プリンタ〕の順にクリックします。
Windows XP/Windows Server 2003 の場合：

〔スタート〕－〔プリンタと FAX〕の順にクリックします。
Windows Vista/Windows Server 2008 の場合：

〔スタート〕－〔コントロールパネル〕－〔ハードウェアとサウンド〕の〔プリンタ〕の
順にクリックします。

該当するプリンタアイコンをダブルクリック（または右クリックしてメ
ニューを表示し、〔開く〕を選択）して状態を確認する

■Printia LASER Internet Serviceを使って確認する
Printia LASER Internet Service を使用して、プリンタに指示した印刷ジョブの状態を確認でき
ます。
詳しくは、『XL-2300Gネットワークガイド』「第6章　Printia LASER Internet Service」を参照

■FUJITSU LPRユーティリティを使って確認する
LPRユーティリティを使用して、プリンタに指示した印刷ジョブの状態を確認できます。
詳しくは、『XL-2300Gネットワークガイド』「第 3章　ネットワークソフトウェアの使用」を参
照してください。
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特殊な用紙に印刷する

特殊な用紙に印刷する方法を説明します。以下の用紙に印刷できます。
･ はがき /往復はがき
･ 厚紙 (87 ～ 105g/ ㎡ )
･ OHPフィルム
･ ラベル紙
･ ユーザ定義の用紙種類
特殊な用紙に印刷する場合は、手差しトレイまたは給紙トレイを使用します。
ここでは、Windows Me のワードパッドを例に説明します。その他のOSでの手順も同様です。

■印刷面を上に向けて排出する（フェイスアップ）
印刷面を上にして印刷するために、スタッカプレート（フェイスアップ）を引き出します。

「用紙の排出面を切り替える」（139ページ）を参照

手差しトレイまたは給紙トレイに特殊な用紙をセットする

ワードパッドの〔ファイル〕メニューから〔印刷〕をクリックする

〔プリンタ名〕を確認し、〔プロパティ〕をクリックする

〔用紙〕タブをクリックする

〔給紙方法〕から〔手差し〕または〔MPF（給紙トレイ）〕を指定する

〔用紙厚〕から用紙の種類を選択する

･ プリンタのプロパティダイアログボックスの表示方法は、アプリケー
ションによって異なります。各アプリケーションの説明書を参照してく
ださい。
･ 手差しトレイの使い方については、「手差しトレイに用紙をセットする」
（132ページ）を参照してください。
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〔用紙サイズ〕から使用する用紙を選択する

〔OK〕をクリックし、印刷を実行する

はがきに印刷する

■はがきをセットする
手差しトレイまたは給紙トレイに郵便はがきをセットします。

■印刷面を上に向けて排出する（フェイスアップ）
はがきを曲げずに印刷するためにスタッカプレート（フェイスアップ）を引き出します。

「用紙の排出面を切り替える」（139ページ）を参照
「手差しトレイに用紙をセットする」（132ページ）を参照
「給紙トレイ（オプション品）に用紙をセットする」（136ページ）を参照

■項目を設定し、印刷を行う
印刷の設定は、〔用紙〕タブを表示して行います。ここでは、Windows Me のワードパッドを例
に説明します。その他のOSでも、手順は同じです。

〔ファイル〕メニューの〔印刷〕をクリックする

プリンタのプロパティダイアログボックスの表示方法は、アプリケー
ションによって異なります。各アプリケーションの説明書を参照してく
ださい。
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〔プリンタ名〕を確認し、〔プロパティ〕をクリックする

〔用紙〕タブを開く

〔給紙方法〕で〔手差し〕または〔MPF（給紙トレイ）〕を指定する

〔用紙サイズ〕で〔ハガキ〕を指定する

〔OK〕をクリックし、印刷を実行する

〔MPF（給紙トレイ）〕指定時は、あらかじめ〔給紙オプション〕をク
リックし、〔MPF（給紙トレイ）〕用のチェックボックスを有効としてく
ださい。

〔用紙サイズ〕を〔ハガキ〕または〔往復ハガキ〕とすると、〔用紙厚〕
が自動的に〔より厚い紙〕になります。
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OHP フィルムに印刷する

■OHPフィルムをセットする
OHPフィルムに印刷するときは、手差しトレイまたは給紙トレイにセットします。

「手差しトレイに用紙をセットする」（132ページ）を参照
「給紙トレイ（オプション品）に用紙をセットする」（136ページ）を参照

■印刷面を上に向けて排出する（フェイスアップ）
OHPフィルムを曲げずに印刷するためにスタッカプレート（フェイスアップ）を引き出します。

「用紙の排出面を切り替える」（139ページ）を参照

次の手順に従って、手差しトレイへOHPフィルムをセットしてください。

手差しトレイを開く

用紙ガイドを調節する

使用する OHP フィルムのサイズに合わ
せて、用紙ガイドの位置を調節します。

印刷面を上にして OHP フィルムを
差し込む

OHPフィルムの先端が突き当たるまで、
用紙ガイドに沿って OHP フィルムを差
し込みます。
OHPフィルムは、自動的に約 2cm吸入
されて、固定されます。

排出された OHP フィルムが排出トレイに多数重なると、静電気が発生
し、紙づまりになることがあります。排出されるたびに、取り除いて
ください。

手差しガイド

手差しトレイ

セットしたOHPフィルムは、「キャンセ
ル」スイッチを押すと排出されます。
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■項目を設定し、印刷を行う
ここでは、Windows Me のワードパッドを例に説明します。その他のOSでも、手順は同じです。

アプリケーションの〔ファイル〕メニューの〔印刷〕をクリックする

〔プリンタ名〕を確認し、〔プロパティ〕をクリックする

〔用紙〕タブを開く

〔給紙方法〕で〔手差し〕または〔MPF（給紙トレイ）〕を指定する

〔用紙サイズ〕で〔A4〕または〔レター〕を指定する

〔用紙厚〕で〔OHP フィルム〕を指定する

〔OK〕をクリックし、印刷を実行する

紙づまりの原因となりますので、一度排出された OHP フィルムは再使
用しないでください。

「MPF（給紙トレイ）」指定時は、あらかじめ〔給紙オプション〕をク
リックし、〔MPF（給紙トレイ）〕用のチェックボックスを有効としてく
ださい。
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不定形（ユーザ定義）用紙に印刷する

不定形サイズの用紙に印刷する方法について説明します。不定形用紙に印刷するには、まずプリ
ンタドライバに不定形サイズの設定 /登録をします。
〔用紙〕タブで不定形サイズをユーザ定義サイズとして設定 /登録すると、用紙サイズ、不定形サ
イズの選択ができるようになります。
用紙サイズの単位設定がミリの場合は、幅 90～ 215.9mm、長さ 148～ 297mmの範囲で0.1mm
刻みに、インチの場合は、幅3.54～ 8.5インチ、長さ5.38～ 11.69インチの範囲で0.01インチ
刻みにサイズを指定できます。

標準のユーザ定義サイズを設定する

ユーザ定義サイズを設定する場合は、〔ユーザ定義サイズ〕ダイアログボックス内で行います。

〔スタート〕－〔設定〕－〔プリンタ〕を選択する（Windows XP では〔スター
ト〕－〔コントロールパネル〕－〔プリンタとその他のハードウェア〕－〔プ
リンタと FAX〕をクリックする）

プロパティを開く

Windows 98/Me の場合
プリンタアイコンをマウスの右ボタンでクリックし、〔プロパティ〕を選択します。

Windows NT 4.0 の場合
プリンタアイコンをマウスの右ボタンでクリックし、〔ドキュメントの既定値〕を選択
します。

Windows 2000/XP/Vista/Windows Server 2003/2008 の場合
プリンタアイコンをマウスの右ボタンでクリックし、〔印刷設定〕を選択します。

〔用紙サイズ〕で〔ユーザ定義サイズ〕を選択する

〔単位〕、〔幅〕、〔長さ〕を入力し、〔OK〕をクリックする
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不定形用紙を追加登録する

ユーザ定義サイズの用紙を追加登録する場合は、〔ユーザ定義の用紙〕ダイアログボックス内で行
います。

〔スタート〕メニューの〔設定〕から、〔プリンタ〕をクリックし、XL-2300
のプロパティを表示させる

〔用紙〕タブをクリックする

〔用紙追加〕ボタンをクリックする

〔ユーザ定義の用紙〕ダイアログボックスが表示されます。

新規に用紙サイズを追加登録する
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幅と長さを指定する

幅は 90.0mm～ 215.9mm長さは 148.0mm～ 297.0mmの範囲で任意に設定できます。

用紙名を〔名称〕に入力する

用紙名の最大文字数は半角で 12文字、全半角 6文字まで入力できます。

〔追加〕ボタンをクリックする

必要に応じて手順 ～ を繰り返して、用紙サイズを定義し、〔OK〕をク

リックする

〔用紙〕タブで、〔OK〕をクリックする

ここで追加設定された用紙は、用紙サイズリストの最後尾に追加されます。
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項目を設定し、印刷を行う

不定形サイズの用紙に印刷する方法を説明します。
ここでは、Windows Me のワードパッドを例に説明します。その他のOSでの手順も同様です。

不定形サイズの用紙をトレイにセットする

アプリケーションの〔ファイル〕メニューの〔印刷〕をクリックする

〔プリンタ名〕を確認し、〔プロパティ〕をクリックする

〔用紙〕タブの〔用紙サイズ〕で使用する不定形サイズの用紙を選択する

必要な項目を選択し、〔OK〕をクリックする

プリンタのプロパティダイアログボックスの表示方法は、アプリケー
ションによって異なります。各アプリケーションの説明書を参照してく
ださい。
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DOS から印刷する

DOS環境で印刷するときは、テキストモードを使用します。プリンタドライバのセットアップは
必要ありません。アプリケーション上で、プリンタ名を選択します。

プリンタの設定を行う

〔システムコウセイメニュー〕と表
示されるまで、〔メニュー〕スイッ
チを数回押す

〔エミュレーション〕と表示される
まで、〔設定項目▲〕または〔設定
項目▼〕スイッチを数回押す

〔TEXT〕と表示されるまで、〔設定
値▲〕または〔設定値▼〕スイッ
チを数回押す

〔メニュー選択〕スイッチを押し、
値の右側に〔*〕を付ける

これで、テキストモードが設定されま
す。

デフォルトの WIN モードでは、DOS 環境（ESC/P データ）の印刷が
行えません。WINモードのままで印刷を行った場合、液晶ディスプレイ
に〔ムコウ　デス〕と表示され、印刷が無効となります。

ｼｽﾃﾑｺｳｾｲﾒﾆｭｰ

ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ

TEXT

手差し以外から印刷する場合は、〔テサシ
　インサツ　ミシテイ〕にメニュー確定
マーク〔＊〕が表示されている必要があり
ます。〔テサシ　インサツ　シテイ〕にメ
ニュー確定マーク〔＊〕が表示されている
ときには〔＋〕または〔－〕スイッチを押
し、〔テサシ　インサツ　ミシテイ〕を表
示して、〔メニュー選択〕スイッチを押し
てください。
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〔インサツメニュー〕と表示される
まで、〔メニュー〕スイッチを数回
押す

〔キュウシトレイ〕と表示されるま
で、〔設定項目▲〕または〔設定項
目▼〕スイッチを数回押す

〔設定値▲〕または〔設定値▼〕ス
イッチを押して、トレイを選択す
る

〔メニュー選択〕スイッチを押し、
値の右側に〔*〕を付ける

これで給紙トレイが設定されます。

〔メディアメニュー〕と表示される
まで、〔メニュー〕スイッチを数回
押す

〔キュウシトレイ〕で選択したトレ
イサイズが表示されるまで、〔設定
項目▲〕または〔設定項目▼〕ス
イッチを数回押す

〔設定値▲〕または〔設定値▼〕ス
イッチを押して、用紙サイズを選
択する

〔メニュー選択〕スイッチを押し、
値の右側に〔*〕を付ける

これで用紙サイズが設定されます。

ｲﾝｻﾂﾒﾆｭｰ

ｷｭｳｼ ﾄﾚｲ

オプションの拡張給紙ユニット、給紙トレ
イを装着した場合に、選択できます。

ﾒﾃﾞｨｱﾒﾆｭｰ
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〔オンライン〕スイッチを押す

〔オンライン〕表示に戻します。
これで、給紙トレイが設定されます。

アプリケーションで設定を行う

プリンタ名を選択する

プリンタと同じように、用紙サイズ、印刷方向を設定する

アプリケーションから印刷する

優先順位 プリンタ名

1 ESC/P24-J84 

2 VP-1000/3000

プリンタ内に未印刷データがあるときは、リセットを行うまで設定内容
の変更は反映されません。

テキストモードでの解像度は 300dpi と 600dpi です。
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メッセージが表示されるとき

異常が発生すると、オペレータパネルの液晶ディスプレイにメッセージが表示されます。ここで
説明する処置をしても良くならない場合や、ここに示した以外の現象が起きた場合は、「ハード
ウェア修理相談センター」（287ページ）へご連絡ください。

xxxx= プリント言語 WIN ：WIN モード
TEXT ：テキストモード

tttt= トレイ トレイ 1 ：標準カセット
トレイ 2 ：拡張給紙カセット
MPF ：給紙トレイ
テザシ ：手差し

mmmm=用紙サイズ A4/A5/A6/B5/ レター / ハガキ / オウフク /
カスタム（ユーザ定義）

yyyy= 動作状態 オンライン：オンライン状態
オフライン：オフライン状態

pppp=用紙タイプ フツウシ /OHP/ アツガミ

動作状態に関するメッセージ

オペレータパネル (日本語 )
( □は上段表示なしを示します )

内　容

ｵﾝﾗｲﾝ
XXXX

オンライン状態を示します。

ｵﾌﾗｲﾝ
XXXX

オフライン状態を示します。

■■■■■■■■
■■■■■■■■

電源投入時の表示です。

RAM ﾁｪｯｸ
********

RAMチェック中です。*は総容量の 1/8 ずつチェック後に表示
します。

ｲﾆｼｬﾙﾁｭｳ コントローラ（プリンタ内部の制御部）の初期化中、またはオ
ペレータパネルの設定値（ユーザメニュー関連）の初期化中で
す。

ｼﾞｭｼﾝﾁｭｳ
xxxx

データ受信中で処理が開始されていない状態です。主に文字印
刷データのないジョブ処理やジョブスプール中に表示されま
す。

ｼｮﾘﾁｭｳ
xxxx

データ受信中または出力処理中を示します。

ﾃﾞｰﾀｱﾘ
xxxx

バッファに未印字データが残っていることを示します。引き継
ぐデータを待っている状態です。

ｲﾝｻﾂﾁｭｳ プリンタが印刷中です。
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ｲﾝｻﾂﾁｭｳ
□ kkk/lll

コピー印刷中です。kkk は印刷中の枚数、lll は総印刷枚数を示
します。コピー枚数が 1 枚の場合は通常の印刷中表示になりま
す。1行目の他のメッセージと組み合わせて表示されます。

ﾃﾞｰﾀ ｸﾘｱ ジョブのキャンセルが指示され、ジョブの終了までデータを受
け捨てている状態です。

ﾃﾞｰﾀ ｸﾘｱ
( ｼﾞｬﾑ )

ジャムリカバーOFFのときにジャムが発生した場合、ジョブの
キャンセルが指示され、ジョブの終了までデータを受け捨てて
いる状態を示します。オペレータパネル上段のみメッセージ点
滅します。

□
ｳｫｰﾑｱｯﾌﾟ

ウォーミングアップ中です。1 行目の他のメッセージと組み合
わせて表示されます。

□
ﾊﾟﾜｰｾｰﾌﾞ

プリンタが省電力状態になったことを知らせます。1 行目の他
のメッセージと組み合わせて表示されます。

ﾑｺｳ
ﾃﾞｰﾀ

無効なデータを受信したことを示します。〔オンライン〕スイッ
チを押すまで表示されます。未サポートのプリンタコマンドを
受信した場合に表示されます。

ﾃｷｽﾄﾌｫﾝﾄ
ｲﾝｻﾂﾁｭｳ

フォント印刷中です。

ｾｯﾃｲﾅｲﾖｳ
ｲﾝｻﾂﾁｭｳ

オペレータパネルの設定内容を印刷中です。

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
ｲﾝｻﾂﾁｭｳ

クリーニングページ印刷中です。

ﾈｯﾄﾜｰｸ
ｼｮｷｶﾁｭｳ

ネットワーク制御部の初期化（リブート）中です。オペレータ
パネル上段のみメッセージ点滅します。

ｻｲｷﾄﾞｳ
n

プリンタを再起動するときに表示します。
下段には再起動の理由が、コードで表示されます。
n 理由コード

0：下記以外の原因
1：ドライバコマンドの指定
2：オペパネ操作
3：LANカードの設定変更
4：Printia LASER Internet Service での設定 /変更

オペレータパネル (日本語 )
( □は上段表示なしを示します )

内　容
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用紙に関するメッセージおよびエラー

オペレータパネル (日本語 )
( □は上段表示なしを示します )

内　容

380
ｿｳｺｳｼﾞｬﾑ

用紙走行路の主に後半部分でジャムが発生したことを知らせ
ます。カバーオープンし内部の紙を取り除き、トップカバーを
閉じるとリカバリ印刷し、続行します。

381
ｿｳｺｳｼﾞｬﾑ

用紙走行路の主に前半部分でジャムが発生したことを知らせ
ます。カバーオープンし内部の紙を取り除き、トップカバーを
閉じるとリカバリ印刷し、続行します。

382
ﾊｲｼｼﾞｬﾑ 

用紙排出時、ジャムが発生したことを知らせます。カバーオー
プンし内部の紙を取り除き、トップカバーを閉じるとリカバリ
印刷し、続行します。

391
ｷｭｳｼﾐｽ

標準給紙カセットからの給紙中にジャムが発生しました。給紙
カセットを引き出し、つまった紙を取り除いてください。さら
に、カバーオープンし紙づまりがある場合は取り除いてくださ
い。トップカバーを閉じるとリカバリし、印刷を続行します。

392
ｷｭｳｼﾐｽ

拡張給紙ユニットからの給紙中にジャムが発生しました。給紙
カセットを引き出し、つまった紙を取り除いてください。さら
に、カバーオープンし紙づまりがある場合は取り除いてくださ
い。トップカバーを閉じるとリカバリし、印刷を続行します。

399
ｷｭｳｼﾐｽ

給紙トレイからの給紙中にジャムが発生しました。給紙トレイ
のつまった紙を取り除いてください。さらに、カバーオープン
し紙づまりがある場合は取り除いてください。トップカバーを
閉じるとリカバリし、印刷を続行します。

yyyy
tttt ﾖｳｼｶﾞ ｱﾘﾏｾﾝ

tttt トレイで用紙がなくなったことを示します。用紙のないト
レイに印刷指定があるまでこのメッセージが表示され続けま
す。ただし、MPFについては表示しません。
※表示はスクロールされます。

mmmm ｦ ｲﾚﾃｸﾀﾞｻｲ
tttt ﾖｳｼｶﾞ ｱﾘﾏｾﾝ

tttt トレイの用紙がなくなったことを示します。mmmm用紙を
補充してください。
※表示はスクロールされます。

ﾃｻｼ
mmmm ﾖｳｼｾｯﾄ

手差し印刷時に用紙がなくなったことを示します。mmmm 用
紙をセットしてください。
※表示はスクロールされます。

400
ﾖｳｼｻｲｽﾞ ｴﾗｰ

トレイから不適格なサイズの用紙が供給されたことを知らせ
ます。トレイ内の用紙をチェックまたは重送があったかを確認
してください。トップカバーオープン /クローズでリカバリ印
刷し、続行します。
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mmmm/pppp ｦ ｲﾚﾃｸﾀﾞｻｲ
tttt ｻｲｽﾞｶﾞ ﾁｶﾞｲﾏｽ

オペレータパネルのメディアメニュー上で指定された用紙サ
イズとプリンタドライバで設定した用紙サイズが異なってい
ます。
メディアメニューで対象トレイの用紙サイズをプリンタドラ
イバで設定した用紙サイズと同じに変更してください。（対象
トレイ：トレイ 1/ トレイ 2のみ有効）
※表示はスクロールされます。

mmmm/pppp ｦ ｲﾚﾃｸﾀﾞｻｲ
tttt ﾖｳｼｶﾞ ﾁｶﾞｲﾏｽ

オペレータパネルのメディアメニュー上で指定された用紙タ
イプとプリンタドライバで設定した用紙タイプが異なってい
ます。
メディアメニューで対象トレイの用紙タイプをプリンタドラ
イバで設定した用紙タイプと同じに変更してください。（対象
トレイ：トレイ 1/ トレイ 2のみ有効）
※表示はスクロールされます。

オペレータパネル (日本語 )
( □は上段表示なしを示します )

内　容
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カバーオープンに関するメッセージ

オペレータパネル (日本語 )
( □は上段表示なしを示します )

内　容

ｶﾊﾞｰｦ ｼﾒﾃｸﾀﾞｻｲ
ﾄｯﾌﾟ ｶﾊﾞｰｵｰﾌﾟﾝ

カバーが開いていることを示します。
※表示はスクロールされます。

yyyy
ﾄﾚｲ 2 ｶﾊﾞｰｵｰﾌﾟﾝ

トレイ 2カバーオープンを示します。トレイに印刷指定があ
るまではこのメッセージが表示され続けます。
※表示はスクロールされます。（トレイ 2関連）

ｶﾊﾞｰｦ ｼﾒﾃｸﾀﾞｻｲ
ﾄﾚｲ 2 ｶﾊﾞｰｵｰﾌﾟﾝ

トレイ 2 カバーオープン中にトレイ 2 から印刷が指定され
たことを示します。カバーを閉じると印刷は続行されます。
※表示はスクロールされます。
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ハードウェアに関するエラー

オペレータパネル (日本語 )
( □は上段表示なしを示します )

内　容

ｴﾗｰ nnn プリンタに異常が発生しています。いったん電源を切り、再
度入れてください。それでも復旧しない場合は、ご購入元ま
たは「ハードウェア修理相談センター」（287 ページ）へご
連絡ください。
nnが下記の場合は、次の処置も行ってください。
180： 給紙トレイを取り付け直していったん電源を切り、

再度入れてください。
182： 拡張給紙ユニットを取り付け直していったん電源を

切り、再度入れてください。
00X（Xは 1～ 9またはA～ F）：イーサネット接続をして

いる場合はプリンタの電源をOFFにし、接続してい
るイーサネットケーブルを外してプリンタをネット
ワークから切り離してください。その状態でプリン
タの電源を ON にし、オペレータパネルから設定内
容一覧の印刷を行ってください。設定内容一覧の印
刷が正常にできる場合は、ネットワークシステムが
コンピュータウィルスの被害を受けている可能性が
あります。コンピュータウィルスを駆除してくださ
い。プリンタ自体にコンピュータウィルスが感染す
ることはありません。

□
ﾄﾅｰ ｾﾝｻｰ

トナーセンサに異常が検出されたことを知らせます。プロセ
スカートリッジをセットし直して電源を切り、再度入れてく
ださい。通常は運用可能です。それでも復旧しない場合は、
ご購入または「ハードウェア修理相談センター」（287 ペー
ジ）へ修理を依頼してください。

ﾎｽﾄ I/F
NETWORK

ネットワークエラーが発生しています。電源を OFF/ON し
てください。
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寿命に関するメッセージ

オペレータパネル (日本語 )
( □は上段表示なしを示します )

内　容

□
ﾄﾅｰﾛｰ

トナー量が少ないことを知らせます。1行目の他のメッセー
ジと組み合わせて表示されます。早急にトナーカートリッジ
を交換してください。〔ドラムコウカン〕表示中は表示され
ません。

ﾄﾅｰ ｺｳｶﾝ
LED ｾｲｿｳ

〔トナーロー〕のまま印刷を継続すると表示されます。ただ
ちにトナーカートリッジを交換してください。カバーを開閉
するか、または〔オンライン〕スイッチを押すと一時的に復
旧します。
この表示は、トナーローを検知した後 100 枚程度印刷する
と表示され、カートリッジの交換をうながします。
プロセスカートリッジが寿命の場合は、〔ドラムコウカン〕
表示となり、プロセスカートリッジの交換をうながします。
トナーカートリッジ交換時には、添付の LED レンズクリー
ナで LEDヘッドの清掃を同時に行ってください（149 ペー
ジ）。LED ヘッド面が汚れていると、印刷時にカスレや白い
スジが入ったり、文字がにじんだりします。

□
ﾄﾅｰ ｺｳｶﾝ LED ｾｲｿｳ

トナー量が空に近いことを知らせます。トナーローが発生し
てから100枚程度印刷すると表示されます。ただちにトナー
カートリッジを交換してください。1行目の他のメッセージ
と組み合わせて表示されます。〔ドラムコウカン〕表示中は
表示されません。
トナーカートリッジ交換時には、添付の LED レンズクリー
ナで LEDヘッドの清掃を同時に行ってください（149 ペー
ジ）。LED ヘッド面が汚れていると、印刷時にカスレや白い
スジが入ったり、文字がにじんだりします。

□
ﾄﾞﾗﾑｼﾞｭﾝﾋﾞ

プロセスカートリッジの寿命（ワーニング）を知らせます。
1行目の他のメッセージと組み合わせて表示されます。

ﾄﾞﾗﾑｺｳｶﾝ
LED ｾｲｿｳ

プロセスカートリッジの寿命を知らせます。カバー開閉、ま
たは〔オンライン〕スイッチを押すと一時的に復旧します
が、プロセスカートリッジを交換してください。
プロセスカートリッジ交換時には、トナーカートリッジに添
付のLED レンズクリーナでLEDヘッドの清掃を同時に行っ
てください（149 ページ）。LED ヘッド面が汚れていると、
印刷時にカスレや白いスジが入ったり、文字がにじんだりし
ます。

□
ｿｳﾁﾗｲﾌ

18 万枚印刷し、装置寿命となったことを知らせます。
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その他のエラー

オペレータパネル (日本語 )
( □は上段表示なしを示します )

内　容

ﾄﾞﾗﾑｦ ｾｯﾄｼﾅｵｼﾃｸﾀﾞｻｲ
ﾄﾞﾗﾑ ｴﾗｰ

プロセスカートリッジが正しくセットされていないことを
示します。セットし直してください。

ﾒﾓﾘｰ
ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ

印刷データが複雑すぎます。データを整理してください。
〔オンライン〕スイッチを押すと現在の設定で処理できた部
分を印刷します。テキストモード（ESC/P）の文字定義（ダ
ウンロード）、外字定義に使用するメモリが不足しています。
テキストモード（ESC/P）の文字定義・外字定義の数を減
らしてください。
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紙づまりになったとき

紙づまりが発生すると液晶ディスプレイに『サイス゛　エラー』、『ハイシ　シ゛ャム』、『ソウコ
ウ　シ゛ャム』もしくは『キュウシ　ミス』と表示されます。次の手順に従って、つまった用紙
を取り除いてください。

トップカバーを開ける

トップカバー手前右側のボタンを押し、ロックを外します。そのまま静かにトップカバー
をいっぱいに開きます。

やけど プリンタを使用した直後は、定着器および排紙ガイドが熱
くなっています。つまった用紙を取り除くときは、手を触
れないよう充分に注意してください。やけどの原因となる
ことがあります。

排出部
走行部 給紙部

･ つまった用紙を取り除いてカバーを閉じてもメッセージが消えない
ときは、用紙がまだ残っています。再度点検して、つまった用紙を完
全に取り除いてください。

･ 用紙は破れないようにゆっくりと、確実に取り除いてください。装置
内に紙片が残ったままになっていると、故障の原因となります。
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プロセスカートリッジをゆっくり
と取り出す

つまった用紙を取り除く

つまっている用紙の状態によって、それ
ぞれの方法で用紙を取り除きます。
なお、トップカバーやアクセスカバーを
開いてつまった用紙を取り除いた後は、
必ずカバーを閉じてください。

誤　飲 用紙上の文字は定着していないので、触れるとトナーが手
に付きます。用紙を取り除くとき、手や服がトナーで汚れ
ないよう注意してください。トナーがついてしまったとき
は、すぐに水で洗ってください。
万一、飲み込んだ場合は、ただちに医師と相談してくださ
い。

･ プロセスカートリッジを取り出すときは、
傾けず水平に取り出してください。

･ 取り外したプロセスカートリッジは図のよ
うに平らな場所に置き、添付の遮光袋（黒）
に入れるか、黒い紙などをかぶせて光が当
たらないようにしてください。

･ つまった用紙が装置の外に見えている場合
でも、必ずトップカバーを開けプロセス
カートリッジを取り出してから用紙を取り
除いてください。

アクセスカバー
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【用紙カセット部（キュウシミス）でつまった場合】
用紙カセットを引き出し、つまっている用紙を取り除きます。

【装置内部（ソウコウジャム, サイズエラー）でつまった場合】
用紙の先端が見えている場合は、つまっている用紙の先端をつかみ、ゆっくりと引き出
します。

用紙の先端も後端も見えない場合は、つまっている用紙を矢印の方向にずらしてから用
紙の先端部をつかみ、ゆっくりと引き出します。

用紙の後端が見えている場合は、つまっている用紙の後端部をつかみ、ゆっくりと引き
出します。

用紙
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用紙の先端が定着器の排紙部より一部出ており、トップカバーを開けてプロセスカート
リッジを取り外しても用紙の後端が見えない場合は、次の手順に従って、用紙を取り出
してください。

ロックレバーを下に押し、アクセスカバーを手前に引き倒す

定着器の排出部にある用紙を指で
つまみ出す

やけど プリンタを使用した直後は、定着器および排紙ガイドが熱
くなっています。つまった用紙を取り除くときは、手を触
れないよう充分に注意してください。やけどの原因となる
ことがあります。

ロックレバー
アクセスカバー
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アクセスカバーおよびトップカ
バーを閉じる

アクセスカバーを開けても用紙を指でつ
まみ出せない場合は、トップカバー裏に
ある取り出し棒を使って取り出します。

取り出し棒をトップカバーから取り外す
には、①フックから取り出し棒の取っ手
を外し、②そのまま手前側に引き出し、③
棒の先端を上へ持ち上げ、四角穴より取
り出します。

排出部につまった用紙の右端または左端
に、取り出し棒の先端を引っかけてゆっ
くりと引き出します。

取り出し棒は、使用後、紛失しないよう
に元の場所に取り付けてください。

このとき定着器の表面や内部を傷付けな
いように注意してください。

①　

③　 ②　

取り出し棒　

フック　

四角穴

取り出し棒先端

アクセスカバー
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【用紙排出部（ハイシジャム）でつまった場合】
トップカバーを開け、用紙後端が装置内部に見えている場合は、つまっている用紙の後
端を両手でつかみ、ゆっくり引き出します。

用紙の後端が見えず、用紙先端が排出部より充分に出ている場合は、用紙の先端を両手
でつかんでゆっくりと引き出します。

用紙が取り出せない場合は、無理に引き出さず、次の手順に従って、用紙を取り除いて
ください。

プロセスカートリッジを装置から取り外した状態でトップカバーを閉じま
す。

用紙排出部でつまった場合でも、トップカバー内部に用紙が見えてい
る場合は、プリンタ内側に用紙を引き出してください。無理にうしろ
に引き出すと定着器ユニットを傷めるおそれがあります。

用紙先端を排出部より引き出す場合は、トップカバーを必ず開けてか
ら行ってください。
閉じたまま強引に引き出そうとすると用紙が破れ、紙の一部が定着器
に残留するおそれがあります。
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モータが回転を始めたら、用紙先
端をつかんで引き出します。

プロセスカートリッジを両手で
持ってプリンタ内に戻す

トップカバーを閉じ、両側のフッ
クがロックされていることを確認
する

拡張給紙ユニット（オプション）、給紙トレ
イ（オプション）から給紙したときに紙づ
まりが発生した場合は、それぞれの用紙走
行部に用紙が残っていないかチェックして
ください。また、トップカバーをいったん
開閉しないとアラーム表示を解除できませ
ん。

プロセスカートリッジをセットするとき
は、傾けず水平に入れてください。

つまった用紙を取り除いてトップカバー
を閉じてもメッセージ表示が消えないと
きは、用紙が完全に取り除かれていませ
ん。再度点検して、つまった用紙を完全
に取り除いてください。
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印刷品質が低下したとき

印刷が不鮮明な原因は、プリンタのハード的問題と考えられますが、ソフトウェアが原因の場合
もあります。プリンタの状態を把握するため、メニュー印刷をして印刷の状態を確かめてくださ
い。また、次の項目を確認し、処置をしても直らない場合は、富士通パーソナル製品に関するお
問合せ窓口へご連絡ください。

現　　象 原　　因 処　　置 参照ページ

給紙方向に縦
の白いスジが
入る。
給紙方向に縦
にかすれる。

LED ヘッドが汚れて
いまます。

LED レンズクリーナ、
または水を含ませてか
たく絞った布で拭いて
ください。

149

トナーが少なくなっ
ています。（*1）

トナーカートリッジを
交換してください。

145

異物がつまっていま
す。

プロセスカートリッジ
を交換してください。

150

用紙が湿気を含み波
打ち状態になってい
ます。

新しい用紙をお使いく
ださい。

―

部分的にかす
れる。
黒ベタを印刷
すると、白点が
現れる。

LED ヘッドが汚れて
います。

LED レンズクリーナ、
または水を含ませてか
たく絞った布で拭いて
ください。

149

用紙が湿気を含んで
います。

新しい用紙に交換して
ください。

115

トナーが少なくなっ
ています。（*1）

トナーカートリッジを
交換してください。

145

プリンタに適さない
用紙で印刷されまし
た。

推奨用紙をお使いくだ
さい。

115

低湿環境で用紙が乾
燥しています。

メンテナンスメニュー
の〔セッティング〕を〔－
1〕あるいは〔－ 2〕に
してください。

179

黒ベタを印刷
すると、部分的
に薄くなる。

黒ベタ印刷にトナー
を充分供給できない
場合があります。

黒ベタ部分のデータの
割合を減らして印刷し
てください。

―
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印刷が非常に
薄い。

トナーカートリッジ
がきちんとセットさ
れていません。

トナーカートリッジを
きちんとセットしてく
ださい。

145

プロセスカートリッ
ジがきちんとセット
されていません。

プロセスカートリッジ
をきちんとセットして
ください。

150

用紙が湿気を含んで
います。

新しい用紙に交換して
ください。

115

プリンタに適さない
用紙で印刷されまし
た。

推奨用紙をお使いくだ
さい。

115

トナーが少なくなっ
ています。（*1）

トナーカートリッジを
交換してください。

145

〔プリンタの印刷濃
度〕の設定が不適切で
す。

プリンタドライバの〔プ
リンタの印刷濃度〕で
〔やや濃い〕または〔濃
い〕に設定してくださ
い。

202

トナーセーブモード
の設定が有効となっ
ています。

プリンタドライバの〔ト
ナーセーブ〕で〔しない〕
に設定してください。

202

細線や小さい文字は
高解像度印刷時に薄
くなることがありま
す。

プリンタドライバの〔解
像度〕を〔300dpi〕に
設定してください。

202

給紙方向に縦
の黒いスジ状
の汚れが出る。

プロセスカートリッ
ジに傷がついていま
す。

プロセスカートリッジ
を交換してください。

150

トナーが少なくなっ
ています。（*1）

トナーカートリッジを
交換してください。

145

現　　象 原　　因 処　　置 参照ページ



印刷品質が低下したとき

241

1
2
3
4
5
6

8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
付

運

用

編

10

周期的に横の
黒いスジや点
が入る。

約 94mm 周期の場合
は、感光ドラムに傷ま
たは汚れがついてい
ます。

傷の場合はプロセス
カートリッジを交換し
てください。
汚れの場合はクリーニ
ングページを行ってく
ださい。1回のクリーニ
ングで直らないときは、
数回クリーニングを繰
り返してください。それ
でも直らないときは柔
らかいティッシュペー
パーでイメージドラム
（緑の筒の部分）を軽く
拭き取ってください。

150
154
167

約 62mm 周期の場合
は、定着器に傷がつい
ています。

「ハードウェア修理相談
センター」にご連絡くだ
さい。

287

約 30mm 周期の場合
は、プロセスカート
リッジ内にゴミが混
入しています。

クリーニングページを
行ってください。

154

感光ドラムが光にさ
らされました。

プロセスカートリッジ
を外し、数時間暗い所に
保管してください。
それでも直らない場合
は、プロセスカートリッ
ジを交換してください。

150

白地の部分が
薄く汚れる。

用紙が静電気を帯び
ています。

適切な温度、湿度に保管
した用紙をお使いくだ
さい。

115

厚すぎる用紙で印刷
されました。

プリンタにあった用紙
をお使いください。

115

プロセスカートリッ
ジがきちんとセット
されていません。

プロセスカートリッジ
をきちんとセットして
ください。

150

トナーが少なくなっ
ています。（*1）

トナーカートリッジを
交換してください。

145

文字の周辺が
にじむ。

LED ヘッドが汚れて
います。

LED レンズクリーナ、
または水を含ませてか
たく絞った布で拭いて
ください。

149

印刷濃度が濃く設定
されています。

印刷濃度を薄く設定し
てください。

202

用紙が湿気を含んで
います。

新しい用紙に交換して
ください。

―

現　　象 原　　因 処　　置 参照ページ
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*1:　本製品は、使用状況によって〔トナーロー〕の表示が遅れる場合があります。

はがきを印刷
すると、全面が
薄く汚れる。
こすると文字の
周囲が汚れる。

本製品は、ハガキを印
刷すると全面に薄く
トナーが付着（かぶ
り）することがありま
す。

プリンタの実力ですの
で、ご了承ください。

―

トナーの固着が不完
全です。

手差しから間隔をおい
て印刷してください。

―

プリンタドライバの〔用
紙厚〕を〔より厚い紙〕
に設定してください。

196

用紙先端が部分的にかすれる。 用紙が湿気を含んで
います。

新しい用紙をお使いく
ださい。

―

用紙後端部が
点状に汚れる。
用紙を重ねる
と筋状に黒く
なる。

ドラムカートリッジ
の底面にトナーが付
着しています。

ドラムカートリッジの
底面（図の部分）を乾い
た布やティッシュペー
パーで拭いてください。
※感光ドラムに傷をつ
けないように注意し
てください。

―

現　　象 原　　因 処　　置 参照ページ

この部分を拭く

感光ドラム



用紙に異常がでたとき

243

1
2
3
4
5
6

8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
付

運

用

編

10

用紙に異常がでたとき

用紙送りは、プリンタが設置してある環境、用紙の保管状態によって、大きく違ってきます。用
紙は適切な温度、湿度でお使いください。
以下に用紙に関する異常が発生した場合の原因とその処置方法を示します。

現　　象 原　　因 処　　置 参照ページ

紙づまりが頻繁に発生する。
〔ハイシジャム〕
〔ヨウシジャム〕
用紙が2枚以上いっしょに引き込
まれる。

カセットに入っている
用紙が多すぎます。

カセット内の指定した
位置を越えないように
用紙を入れてください。

129

厚すぎる用紙、または
薄すぎる用紙で印刷さ
れました。

プリンタにあった用紙
をお使いください。

115

用紙が湿気を含んでい
たり、静電気を帯びて
います。

新しい用紙をお使いく
ださい。

―

折り目やシワのある用
紙で印刷されました。

プリンタにあった用紙
をお使いください。

115

適切な温度、湿度に保管
した用紙をお使いくだ
さい。

115

一度印刷した用紙で印
刷されました。

新しい用紙をお使いく
ださい。

―

プリンタが傾いてい
る。

安定した水平な場所に
設置してください。

37

用紙が揃っていない。 用紙の上下左右を揃え
てからセットしてくだ
さい。

―

用紙カセット、給紙ト
レイに用紙を1枚だけ
セットしている。

用紙は複数枚でセット
してください。

―

用紙カセット、給紙ト
レイに用紙が入ったま
ま追加している。

先に入っている用紙を
取り出し、追加する用紙
と上下左右を揃えてか
らセットしてください。

―
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紙づまりが頻繁に発生する。
〔ハイシジャム〕
〔ヨウシジャム〕
用紙が2枚以上いっしょに引き込
まれる。

用紙がまっすぐにセッ
トされていない。

用紙カセットの用紙ス
トッパと用紙ガイドを
用紙に合わせてくださ
い。手差しトレイ、給紙
トレイ（オプション）の
手差しガイドを用紙に
合わせてください。

129

はがきのセット方向が
間違っている。

正しくセットしてくだ
さい。

211

厚紙、はがき、ラベル紙、
OHP フィルムを用紙カ
セットにセットできな
い。

厚紙、はがき、ラベル紙、
OHP フィルムは用紙カ
セットから印刷できませ
ん。手差しトレイまたは
給紙トレイ（オプション）
にセットし、フェイス
アップスタッカへ排出し
てください。

117
129

プロセスカートリッジの手前で
用紙が止まる。
〔ヨウシサイズ　エラー〕

プリンタドライバの
〔用紙サイズチェック〕
を有効にした場合に、
プリンタドライバ指定
の用紙と異なる用紙が
給紙され、用紙サイズ
不一致のため停止し
た。

印刷を実行したい場合
は、用紙を取り除き、対
象トレイに印刷サイズ
と同じ用紙をセットし
た後、トップカバーを開
閉してください。
印刷を中止したい場合
は、用紙を取り除き、
トップカバーの開閉直
後にオペレータパネル
のキャンセルボタンを
押してください。

196

用紙にシワがよる。
用紙がまるまる。

薄すぎる用紙で印刷さ
れました。

プリンタドライバの〔用
紙厚〕を〔薄い紙〕に設
定してください。

196

用紙が湿気を含んでい
ます。

新しい用紙をお使いく
ださい。

―

現　　象 原　　因 処　　置 参照ページ
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用紙が送られない。
〔サイズガ　チガイマス〕

プリンタドライバの
〔給紙方法〕の選択が間
違っている。

用紙をセットしてある
給紙方法を選択してく
ださい。

196

プリンタドライバの
〔用紙サイズチェック〕
を有効にした場合に、
プリンタドライバ指定
の用紙サイズと〔メ
ディアメニュー〕の対
象トレイ用のサイズが
不一致である。

用紙をセットしてある
給紙方法を選択してく
ださい。
一度ジョブをキャンセ
ルし、オペレータパネル
の〔メディアメニュー〕
で対象トレイのサイズ
を印刷サイズと同一に
指定し、印刷してくださ
い。

196

プリンタドライバの
〔用紙サイズチェック〕
が有効なときに、プリ
ンタドライバ指定の用
紙サイズと〔メディア
メニュー〕の対象トレ
イの用紙サイズが異な
る。

プリンタのオペレータ
パネルで〔メディアメ
ニュー〕の対象トレイの
用紙サイズを正しく設
定してください。

196

つまった用紙を取り除いても復
旧しない。

用紙を取り除くだけで
は復旧しない。

トップカバーを開閉し
てください。

35
232

現　　象 原　　因 処　　置 参照ページ
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故障かなと思ったとき

故障かなと思ったときは、次の該当するところをご覧になり、確認してください。それでも直ら
ないときは、ご購入元または「ハードウェア修理相談センター」（287ページ）にご連絡ください。

現　　象 原　　因 処　　置 参照ページ

電源が入らない。 電源コードが抜けてい
る。

プリンタの電源スイッチを切
り、電源コードをしっかり差し
込んでください。

59

停電している。 お使いのコンセントだけ停電し
ていることもあります。ブレー
カーが落ちていないか確認して
ください。

―

まったくデータを受信し
ない。

プリンタケーブルが抜
けている。

プリンタケーブルが外れていな
いか確認してください。

55

パソコンの出力ポート
の選択が正しくない。

パソコンの出力ポートが正しく
選択されているか確認してくだ
さい。

―

オフライン状態になっ
ている。

〔オンライン〕スイッチを押して
オンライン状態にしてくださ
い。

172

プリンタケーブルが断
線している。

プリンタケーブルが断線してい
ないか確認してください。

―

エラーが表示されてい
る。

プリンタのオペレータパネルに
エラーが表示されている場合
は、「メッセージが表示されると
き」を参照してください。

224

プリンタケーブルに問
題がある。

予備のプリンタケーブルがあれ
ば取り替えてみてください。

―
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まったくデータを受信し
ない。

プリンタケーブルが規
格に合っていない可能
性がある。

IEEE std 1284-1994 準拠のプ
リンタケーブルまたは USB2.0
準拠のUSBケーブルを使用して
ください。

55

プリンタの印刷機能に
問題がある可能性があ
る。

プリンタのメニュー印刷ができ
るか確認してください。

157

インターフェースが無
効になっている。

プリンタのセントロメニューの
〔セントロ〕または USB メ
ニューの〔USB〕を〔ユウコウ〕
にしてください。

179

プリンタドライバが選
択されていない。

プリンタドライバを選択し、〔通
常使うプリンタ〕に設定してく
ださい。

―

データが欠ける。
受信途中でパソコンが送
出をやめてしまう。

プリンタケーブルが断
線している。

プリンタケーブルが断線してい
ないか確認してください。

―

パソコンのタイムアウ
ト時間の設定が短すぎ
る。

リトライで送出を続行するよう
ならパソコンのタイムアウト時
間の設定を長くしてください。

―

すぐに印刷を開始しない。
印刷を開始するのに時間
がかかる。

省電力モードから復帰
するためにウォーミン
グアップを行ってい
る。

プリンタのメンテナンスメ
ニューで、〔パワーセーブ〕を
〔ムコウ〕にすると、ウォーミン
グアップ時間を短くすることが
できます。

179

プロセスカートリッジ
のクリーニング動作を
行っていることがあ
る。

印刷品質を保つための動作で
す。しばらくお待ちください。

―

定着器の濃度を調整し
ている。

しばらくお待ちください。 ―

他のインターフェース
からのデータを処理し
ている。

印刷処理が終了するまでお待ち
ください。

―

現　　象 原　　因 処　　置 参照ページ
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記号の羅列が印刷される。 エミュレーションの選
択が違う。

Windows 環境で印刷する場合
は、エミュレーションモードを
Win モードとすることで無効
データを読み捨てます。

―

異なるプリンタドライ
バを選択し、印刷を
行った。

XL-2300G 用のプリンタドラ
イバを選択し、印刷を行ってく
ださい。

―

I-PRIME の設定がコ
ンピュータに合って
いない。

セントロメニューの〔I-PRIME〕
の項目を〔データクリア〕に設
定してください。（*1）

179

プリンタケーブルが断
線している。

プリンタケーブルが断線してい
ないか確認してください。

―

パソコンのタイムアウ
ト時間の設定が短すぎ
る。

リトライで送出を続行するよう
ならパソコンのタイムアウト時
間の設定を長くしてください。

―

パソコン側のプリンタ
マネージャで印刷デー
タが残っている。

ドキュメントの印刷を中止また
は削除してください。

―

〔データアリ〕を表示した
まま印刷しない。

印刷開始条件が揃って
いない。

オフラインにして〔キャンセル〕
スイッチを押してください。

172

異常音がする。 プリンタ内部に用紙く
ずやクリップなどの異
物がある。

プリンタ内部を点検してくださ
い。

164

給紙カセットの装着が
不完全です。

給紙カセットを完全に装着して
ください。

129

プリンタが傾いてい
る。

安定した水平な場所に設置して
ください。

37

トップカバーが開いて
いる。

トップカバーの左側のディンプ
ルマークを押して閉じてくださ
い。

35

異常音がする。 液晶ディスプレイに
〔トナーロー〕または
〔トナー コウカン〕と
表示された状態で、プ
ロセスカートリッジ内
の攪拌棒が回転すると
き に、カ シ ャ ッ カ
シャッという音が周期
的 ( 約 1.3 秒間隔 ) に
発生することがある。

異常ではありません。 ―

ウォーミングアップ動作
が長い。

クリーニング動作を
行っている。

故障ではありません。印刷品位
を良くするために組み込まれて
いる動作です。

―

現　　象 原　　因 処　　置 参照ページ
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*1:　一部の PC/AT互換機では、〔I-PRIME〕の設定を〔データクリア〕にする必要があります。 

データを受信しても、すぐ
に印刷を開始しない。

プリンタがパワーセー
ブモードに入ってい
る。

故障ではありません。
パワーセーブモードから復帰す
るときのプリンタのウォーミン
グアップに必要な時間です。

―

パワーセーブに移行するまでの
時間を延ばしてください。
「最大 240分」

182

印刷する前に「メニュー選択」
スイッチを押してパワーセーブ
を解除してください。

174

定着器の温度を調整し
ている。

故障ではありません。用紙に最
適な温度を制御しています。印
刷を始めるまで、35秒程度かか
ることがあります。

―

プロセスカートリッジ
のクリーニング動作を
行っていることがあ
る。

印刷品質を保つための動作で
す。しばらくお待ちください。

―

他のインターフェース
からデータを処理して
いる。

印刷処理が終了するまでお待ち
ください。

―

トナーカートリッジ交換
直後に「トナーロー」が表
示され、解除されない。ま
たは数十枚印刷後に再度
「トナーロー」が表示され
る。

トナーがプロセスカー
トリッジ内に充分に供
給されていない。

装置からプロセスカートリッジ
を取り出し、上下左右にゆっく
りと振ってから再度セットして
ください。

―

液晶ディスプレイの表示
が判読できない
プリンタの動作が安定し
ない
ハングアップする

静電気による誤作動 アースが正しく接続されている
ことを確認してください。

3

現　　象 原　　因 処　　置 参照ページ
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印刷ができないとき

印刷ができない場合は、次の内容をご確認ください。
お使いのアプリケーションに関する問題は、各アプリケーションの発売元へお問い合わせくださ
い。

現　　象 原　　因 処　　置 参照ページ

パラレル接続でセット
アップできない。

Windows NT 4.0 で、
プラグアンドプレイで
セットアップできな
い。

プラグアンドプレイでセット
アップできるのは、Windows 
98/Me/2000/XP/Vista/
Windows Server 2003/2008
です。Windows NT 4.0 はプ
リンタの追加からセットアッ
プしてください。

74

コンピュータが双方向
パラレルインター
フェースをサポートし
ていない。

双方向パラレルインター
フェースをサポートしている
コンピュータを使用してくだ
さい。

―

プリンタケーブルが規
格に合っていない可能
性がある。

IEEE std 1284-1994準拠の双
方向プリンタケーブルを使用
してください。

―

インターフェースが無
効になっている。

プリンタのセントロメニュー
で〔セントロ〕を〔ユウコウ〕
にしてください。

179

セットアップ手順が間
違っている。

「ケーブルを接続する」、「プリ
ンタドライバのインストール」
を参照してください。

55
71

プリンタケーブルが外
れている。

プリンタケーブルを差し込ん
でください。

―

プリンタケーブルに問
題がある。

予備のプリンタケーブルがあ
れば取り替えてみてください。

―

切替器、バッファ、延
長ケーブルなどを使用
している。

プリンタとコンピュータを直
接接続してみてください。

―

パラレル接続でセット
アップできない。

セットアップの途中
で、画面に〔検索場所
の指定〕、〔場所の指定〕
が表示される。

プリンタソフトウェア CD-
ROM の中のプリンタドライバ
のディレクトリを指定してく
ださい。
（例：「F：￥Fjxldrv￥Win9xme」）

74

セットアップを中断し
た。

もう一度初めからセットアッ
プしてください。

74
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USB 接続でセットアップ
できない。

Windows NT 4.0 で
セットアップできな
い。

USB接続できるのは、Windows 
98/Me/2000/XP/Vista/
Windows Server 2003/2008で
す。
Windows NT 4.0はパラレルで接
続してください。

74

コンピュータが USB
インターフェースを搭
載していない。

デバイスマネージャで USB コ
ントローラが表示されるか確
認してください。

―

USB ケーブルが規格に
合っていない可能性が
ある。

USB2.0 準拠の USB ケーブル
を使用してください。

―

インターフェースが無
効になっている。

プリンタの USB メニューの
〔USB〕を〔ユウコウ〕にして
ください。

179

セットアップ手順が間
違っている。

「ケーブルを接続する」、「プリ
ンタドライバのインストール」
を参照してください。

55
71

USB ケーブルが外れ
ている。

USB ケーブルを差し込んでく
ださい。

―

USB ケーブルに問題
がある。

予備の USB ケーブルがあれば
取り替えてみてください。

―

USB 接続でセットアップ
できない。

USB ハブを使用して
いる。

プリンタとコンピュータを直
接接続してみてください。

―

セットアップの途中
で、画面に〔検索場所
の指定〕、〔場所の指定〕
が表示される。

プリンタソフトウェア CD-
ROM の中のプリンタドライバ
のディレクトリを指定してく
ださい。
（例：「F:￥Fjxldrv￥Win9xme」）

74

セットアップを中断し
た。

もう一度初めからセットアッ
プしてください。

74

Windows 98/Me/
XP/Windows Server
2003 で「新しいハード
ウェアの追加ウィザード」
画面が表示されない。

「Windows 98 をセットアップ
します（USB）」（87ページ）、
「Windows Me をセットアッ
プします（USB）」（88ペー
ジ）、
「Windows XP/Windows 
Server 2003 をセットアップ
します（USB）」（90ページ）、
を参照してください。

74

現　　象 原　　因 処　　置 参照ページ
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印刷できない。 プリンタの電源が切れ
ている。

プリンタの電源を入れてくだ
さい。

59

インターフェースが無
効になっている。

プリンタのセントロメニュー
の〔セントロ〕または USB メ
ニューの〔USB〕を〔ユウコウ〕
にしてください。

179

プリンタケーブルが外
れている。

プリンタケーブルを差し込ん
でください。

―

〔オフライン〕になって
いる。

〔オンライン〕を押して〔オン
ライン〕にしてください。

172

プリンタケーブルに問
題がある。

予備のプリンタケーブルがあ
れば取り替えてみてください。

―

切替器、バッファ、延
長ケーブル、USBハブ
を使用している。

プリンタとコンピュータを直
接接続してみてください。

―

プリンタドライバの出
力ポートが間違ってい
る。

プリンタケーブルを接続した
出力ポートを指定してくださ
い。

―

印刷できない。 他のインターフェース
からの印刷を処理して
いる。

印刷処理が完了するまでお待
ちください。

―

プリンタドライバが
〔通常使うプリンタ〕に
なっていない。

〔通常使用するプリンタ〕にし
てください。

―

双方向パラレルまたは
USB で動作する他の
プリンタドライバがイ
ンストールされてい
る。

他のプリンタドライバを削除
してみてください。

―

I-PRIMEの設定がコン
ピュータに合っていな
い。

プリンタのメニュー設定で〔I-
PRIME〕を〔3u SEC〕または
〔50u SEC〕にしてください。

179

メモリ不足になる。 複数のアプリケーショ
ンを同時に起動しい
る。

使用していないアプリケー
ションを終了してください

―

現　　象 原　　因 処　　置 参照ページ
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印刷が遅い。 印刷処理をコンピュー
タ側でも行っている。

処理速度の速いコンピュータ
を使用してください。

―

高解像度を選択してい
る。

プリンタドライバの〔解像度〕
で低解像度を指定してくださ
い。

202

印刷データが複雑であ
る。

印刷データを簡単にしてくだ
さい。

―

特定ポート（パラレル
/USB/LAN）からの印
刷を実行後に別ポート
からの印刷を行うとメ
ニュー設定の〔ウェイ
トタイム〕分、ポート
切り替えに時間がかか
る。

〔システムコウセイメニュー〕
の〔ウェイトタイム〕時間を短
くしてください。ただし、コン
ピュータ側の性能によっては
受信タイムアウトが発生する
可能性もありますので注意し
てください。

―

LAN 接続時に特定ス
イッチングハブとの相
性問題（通信モードの
不一致）でパケットの
送信エラーが多発し、
再送信を繰り返す。

ハブとプリンタの通信モード
を、両方とも Full か Half 固定
に合わせて設定してください。

69

ネットワーク接続でセッ
トアップできない。印刷で
きない。

セットアップ、印刷方
法などに問題がある。

本製品添付のプリンタソフト
ウェア CD-ROM に収められて
いる『XL-2300Gネットワーク
ガイド』「第7章　ネットワーク
利用時のトラブル対処方法」を
ご覧ください。

18

DOS や ESC/P 対応のア
プリケーションから印刷
できない。

Windows 専用モード
（オペレータパネルに
WINと表示）の場合は
印刷できない。

オペレータパネルの〔システム
コウセイメニュー〕で〔エミュ
レーション〕モードを〔TEXT〕
としてください。

179

オペレータパネルに「ムコ
ウ　データ」と表示され、
何も印刷されない。

WINモード時（183
ページ参照）に、次の
データを受信した場合
に表示される。
･ ESC/Pデータを受
信した場合
･ 他機種プリンタ用の
印刷データを受信し
た場合
･ 印刷途中にプリンタ
電源を切/入し、パ
ソコン側に残ってい
るスプールデータを
印刷した場合

不当なデータであることを意
味します。
プリンタ側で自動的に判断す
るめた、データをキャンセルす
る必要はありません。（次の印
刷ジョブより正常印刷が可能
です。）

―

現　　象 原　　因 処　　置 参照ページ
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印刷データの途中までし
か出力されず、場合によっ
てはオペレータパネルに
「ムコウ　データ」と表示
される。

印刷中にパソコン側の
データ送信が停止し、
プリンタ側のウェイト
タイム時間内にデータ
を受信できなかった。

オペレータパネルのシステム
構成メニューで〔ウェイトタイ
ム〕時間（183ページ参照）を
長く設定することで回避でき
ます。

―

文字化けしたデータが大
量に印刷される。

TEXT モード時（183
ページ参照）に次の条
件で発生する。
･ 他機種プリンタ用の
印刷データを受信し
た場合
･ 印刷途中にプリンタ
電源を切/入し、パ
ソコン側に残ってい
るスプールデータを
印刷した場合

オフラインおよびジョブキャ
ンセル後、パソコン側のスプー
ルデータをキャンセル（208
ページ参照）し、その後オンラ
インに戻してください。

―

現　　象 原　　因 処　　置 参照ページ
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HEX（ヘキサ）ダンプ印刷を設定する

パソコンからのデータが、プリンタに正しく転送されているかどうかを確認する場合などにHEX
ダンプを設定します。
HEX（ヘキサ）ダンプとは、パソコンからプリンタに送られた印刷データを、アルファベットや
漢字などの文字ではなく、16進数のデータで印刷する機能です。
HEXダンプを設定するためには、以下の操作を行ってください。

電源スイッチの「｜」側を押す

電源が入ります。

〔メニュー〕スイッチを数回押し、
〔システムホセイメニュー〕を表示
する

〔設定項目▲〕スイッチを3回押し、
〔ヘキサダンプジッコウ〕を表示す
る

〔メニュー選択〕スイッチを押す

ON OFF

POWER

ｼｽﾃﾑ ﾎｾｲ
ﾒﾆｭｰ

ﾍｷｻﾀﾞﾝﾌﾟ
ｼﾞｯｺｳ

ｵﾝﾗｲﾝ
HEX

ｼｮﾘﾁｭｳ
HEX

（パソコンからのデータを受信）

･ HEX ダンプモードを解除するときは、プリ
ンタの電源を OFF にしてください。

･ HEX ダンプモードをするときは、必ず A4 の
用紙を使用してください。
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以下にHEXダンプ印刷の例を示します。
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TCP/IP(lpr) の注意と制限

TCP/IP（lpr）での注意 /制限事項は、次のとおりです。

設定について

■本製品側の設定について
･ IP アドレスの設定には充分注意してください。IPアドレスはシステム全体で管理されているア
ドレスです。ネットワーク管理者と充分相談のうえ、設定してください。
･ ネットワーク環境によっては、サブネットマスクやゲートウェイの設定が必要になります。ネッ
トワーク管理者に相談のうえ、必要な項目を設定してください。

■ホスト側の設定について
･ IP アドレスの設定には充分注意してください。IPアドレスはシステム全体で管理されているア
ドレスです。ネットワーク管理者と充分相談のうえ、設定してください。
･ NIS（Network Information Service）の管理下で使用されているホストで、ネットワーク（IP
アドレスなど）の設定を行う場合は、NIS の管理者に相談してください。

印刷するとき

あるホストから印刷要求を受け付けていた場合、別のホストからの印刷要求を受け付けることが
できません。

■ホストのIPアドレスやパソコン名を変更した場合
ホストの IPアドレスやパソコン名を変更した場合、本製品側からの問い合わせ処理や取り消し処理
が正常に行われなくなります。本製品の受信バッファに印刷データがない状態で、電源を切/入して
ください。

本製品の受信バッファにある印刷データの印刷中止 /強制排出は、オペ
レータパネルから操作できます。操作方法は、「プリンタ側で印刷を中
止する」（176ページ）、「印刷指示したジョブの状態を確認する」（209
ページ）、および「残ったデータを強制印刷する」（175ページ）を参照
してください。
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給紙トレイの自動選択および自動切り替えを行う

複数トレイ（トレイ 1/ トレイ 2/MPF（給紙トレイ））から印刷サイズの用紙がセットされてい
るトレイを自動的に選択し、用紙切れの場合には別のトレイに自動的に切り替えて給紙を継続す
ることができます。
オペレータパネルとプリンタドライバのプロパティ画面で、次の設定を行ってください。

トレイにセットされている用紙サイズに合わせて、〔メディアメニュー〕の各
トレイの〔ヨウシサイズ〕を設定する

オペレータパネル側で設定を行います。

プリンタドライバのプロパティ画面を開く

プリンタドライバのプロパティ画面で設定を行います。

〔その他〕タブをクリックし、〔用紙サイズチェック〕の〔あり〕を選択する

〔用紙〕タブをクリックし、〔給紙オプション〕ボタンをクリックする

〔オプション給紙装置〕ダイアログボックスで拡張給紙ユニットまたは〔MPF
（給紙トレイ）〕のチェックをつける
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給紙トレイの自動選択を行う

印刷する用紙サイズに合わせて給紙トレイを自動的に選択する場合は、〔用紙〕タブの給紙方法で
〔操作パネル設定〕を選択します。印刷する用紙サイズを変更するたびに、給紙方法を変更する必
要がなくなります。

給紙トレイの自動切り替えを行う

特定のトレイからの印刷途中に用紙切れが発生し、同一サイズの用紙がセットされた他のトレイ
に自動的に切り替えたい場合は、〔用紙〕タブから〔オプション給紙装置〕ダイアログボックスを
開き、〔自動トレイ切り替え〕にチェックをつけます。

･ 給紙トレイの自動選択および自動切り替え機能を利用するには、あらか
じめオペレータパネルで各トレイの用紙サイズを正しく設定しておく必
要があります。
･ 設定した用紙サイズが異なる場合にオペレータパネル上に「．．．ヨウシ
ナシ」や「．．．サイズガ　チガイマス」とエラーが表示され、停止状態
となることがあります。
〔オンライン〕スイッチを押したり、トップカバーを開け閉めしたりする
ことで強制的に印刷することができます。ただし、実際に給紙された用
紙サイズが印刷サイズと異なる場合には、給紙途中の用紙幅センサ部で
エラー（「ヨウシサイズ　エラー」と表示）となることがありますので、
ご注意ください。



第 10章    こんなときには

260

■給紙トレイの自動選択（操作パネル設定）および自動切り替
えの動作例
給紙トレイの自動選択および自動切り替えの動作例を、次の表に示します。
プリンタドライバの他の設定条件：給紙方法＝操作パネル設定／用紙サイズチェック＝あり

* メディアメニューの〔インサツメニュー〕〔キュウシトレイ〕で設定したトレイ（デフォルト：
トレイ 1）が選択対象となります。

プリンタドライバ
での設定

オペレーションパネルでの設定 連続印刷時の給紙トレイ
の切り替わり順序

用紙タブ メディアメニューのヨウシサイズ設定

印刷サイズ 自動トレイ
切り替え

トレイ 1 トレイ 2 MPF

A4 有効 A4 A4 A4 トレイ 1 給紙→トレイ 2 給紙
→MPF給紙

A4 A4 A4以外 トレイ 1給紙→トレイ 2給紙

A4 A4以外 A4 トレイ 1給紙→MPF給紙

A4以外 A4 A4 トレイ 2給紙→MPF給紙

A4 A4以外 A4以外 トレイ 1給紙

A4以外 A4 A4以外 トレイ 2給紙

A4以外 A4以外 A4 MPF給紙

A4以外 A4以外 A4以外 「トレイ 1　サイズガ　チガイ
マス」のエラー表示 *

無効 A4 A4 A4 トレイ 1給紙

A4 A4 A4以外 トレイ 1給紙

A4 A4以外 A4 トレイ 1給紙

A4以外 A4 A4 トレイ 2給紙

A4 A4以外 A4以外 トレイ 1給紙

A4以外 A4 A4以外 トレイ 2給紙

A4以外 A4以外 A4 MPF給紙

A4以外 A4以外 A4以外 「トレイ 1　サイズガ　チガイ
マス」のエラー表示 *

〔自動トレイ切り替え〕が無効で用紙なしと表示された状態で停止して
いる場合、トップカバーの開け閉めや〔オンライン〕スイッチを押すこ
とで同じ用紙サイズが設定された別トレイから強制的に給紙できます。
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本製品の廃棄について..........................................288
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プリンタの仕様

基本仕様

以下に、本製品の仕様を示します。

印刷方式 LEDを露光光源とする電子写真方式
印刷速度
（連続コピー最大）

標準給紙カセット：22枚 / 分、拡張給紙ユニット：22枚 /分、
給紙トレイ：14枚／分（A4サイズ） 

ウォームアップタイム 電源投入後 35秒以内
印刷幅 最大 215.9mm
メモリ 16MB（オプション増設なし）
エンジン解像度 600 × 600 ドット／インチ
用紙サイズ A4、B5、A5、A6、レター、はがき、往復はがき

ユーザ定義（90× 148 ～ 215.9 × 297）

給紙方式*1 カセットによる自動給紙 (収容枚数 250枚、拡張給紙ユニット使用により 750枚)
手差しによる給紙（1枚）
給紙トレイによる自動給紙（収容枚数 100 枚）

排紙方式*1 フェイスダウンスタッカ（スタック枚数 150 枚 ) 
フェイスアップスタッカ（スタック枚数  50 枚 ) 

使用環境条件*2 温度　10℃～ 32℃
湿度　20％～ 80％RH（結露しないこと）

使用条件*3 月間平均印刷枚数 3000 枚／月（平均電源入時間 200時間／月）、
月間最大印刷枚数 15000 枚／月

電源・電源周波数 AC100V± 10V、50/60 Hz ± 1Hz（安定した正弦波であること）
注意：本製品は、突入電流がありますので、無停電電源装置（UPS）などに接

続しないでください。故障するおそれがあります。
消費電力 動作時　700W以下、節電時　10W以下
突入電流 80A以下
漏洩電流 0.25mA以下
騒音（音圧レベル） 動作時　50.5dB(A) 以下、待機時  36dB(A) 以下
外形寸法（標準装備） 幅 355mm、奥行 395mm、高さ 200mm ( 手差しトレイ、スタッカプレート折りたた

み時 )

10

20

40

60

80

20 30

10℃ 73％
18℃ 80％ 27℃ 80％

32℃ 54％

32℃ 20％10℃ 20％

℃

％RH

：使用環境　本プリンタでの使用温湿度
            範囲を示します。
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＊ 1： 収容枚数は坪量 64g/m2 にて換算
フェイスダウントレイ、フェイスアップトレイのスタック枚数は、推奨紙（オフィス用紙W）
を使用して印刷した場合のスタック枚数です。推奨紙以外の用紙を使用して印刷を行った場
合、スタック枚数が記載枚数を下回る場合があります。また、質の悪い用紙を使用した場合、
排出された用紙がバラけたり、排出部で紙づまりになる可能性があります。

＊2： 湿度80％RHのときは温度18～ 27℃、温度 10℃のときは湿度73％RH以下、温度32
℃のときは湿度54％RH以下でご使用ください。

＊ 3： 1ジョブあたり 3枚印刷
＊ 4： オプションのプリンタ LANカード増設時（FM-LNA110 およびNetWare は未対応）
＊ 5： データ処理解像度

＊ 6： Printianavi は未対応
＊ 7： ESC/P 相当
＊ 8： テキストモード時に有効

重量（標準装備） 約 9.0kg（オプション、用紙重量含まず）
OS Windows 98/Me/NT 4.0/2000/XP/Vista/Windows Server 2003/2008

日本語版
インターフェース IEEE1284 パラレル /USB2.0（フルスピードモード：12Mbps）/LAN

（100BASE-TX/10BASE-T）*4

パソコン PC/AT互換機

プリンタシーケンス*5 Windows 専用（XL-2300G独自*6）、テキストモード*7 
文字・書体*8 テキストモード：和文 2書体（明朝体／ゴシック体）、欧文 2書体
装置寿命*3 5 年（8時間 /日、3000 枚 /月）または 18万枚印刷 (A4) 
用紙 普通紙 64g/m2 ～ 87g/m2 (55kg ～ 75kg)、厚紙、郵便はがき、OHP フィ

ルム（レーザプリンタ用）、ラベル紙（レーザプリンタ用）

Windowsモード 600dpi×1200dpi
600dpi × 600dpi
300dpi × 300dpi

テキストモード 600dpi × 600dpi
300dpi × 300dpi

故 障 「パワーセーブ」は「有効」（デフォルト）の状態で使用し
てください。
「パワーセーブ」を「無効」に変更して使用する場合、電源を
投入した状態のまま長時間放置すると、装置故障の原因とな
ります。「無効」に設定しているときは、一日に一回はプリン
タの電源をお切りください。

･ 装置寿命は、プリンタの設置環境・使用頻度により大幅に変動します。
･ 24時間運用の場合は、装置寿命は5年より短くなります。
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インターフェース仕様
パソコンとのインターフェースは、IEEE 1284 の仕様に準拠した双方向パラレルインターフェー
スを採用しています。

■インターフェース仕様とコネクタピン配列
･ インターフェースコネクタ
プリンタ側：36極コネクタ (メス )　アンフェノール　57-40360相当品
ケーブル側：36極コネクタ (オス )　アンフェノール　57-30360相当品
･ ケーブル：最長 1.5m以下のケーブルを使用してください。
（雑音対策にはツイストペア線を使用し、シールドされていること。）
･ 信号レベル： LOW：0.0V～＋ 0.4V HIGH：＋ 2.4V～＋ 5.0V
･ データ転送方式：8ビットパラレル
･ コネクタピン配列

        インターフェースコネクタ (36 ピン )

18 1

1936
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双方向OFF時のピン配列

注）・(　) 内はニブルモードの信号名です。
・米国電気電子技術者協会が規定するIEEE Std 1284-1994のニブルモードをサポートして
います。この規格に適合しないコンピュータやケーブルを使用すると、予期しない動作を
することがあります。

ピン№ 信号名 方　　向 機　　　　能

1 nStrobe(HostClk) TO  PRINTER データを読み込むためのパルスです。
後縁でデータを読み込みます。

2 DATA  1 TO  PRINTER 8 ビットのパラレルデータです。ハイレベルが
“1”, ローレベルが“0”です。3 DATA  2

4 DATA  3
5 DATA  4
6 DATA  5
7 DATA  6
8 DATA  7
9 DATA  8
10 nAck(PtrClk) FROM  

PRINTER
データの受信完了を示す信号です。

11 Busy(PtrBusy) FROM  
PRINTER

プリンタがデータを受け取れる状態かどうかを
示す信号です。ハイレベルのときはデータを受
け取れません。

12 PError(AckDataReq) FROM  
PRINTER

ハイレベルのときは、用紙のエラーを示します。

13 Select(Xflag) FROM  
PRINTER

パラレルインターフェースが有効な場合、常に
ハイレベルです。

14 nAutoFd(HostBusy) TO  PRINTER 双方向通信で使用します。
15 － － 使用していません。
16 GND － 信号グランド
17 FG － シャーシグランド
18 ＋ 5V FROM  

PRINTER
外部へ電源を供給できません。

19～
30

GND － 信号グランド

31 nInit(nInit) TO  PRINTER ローレベルで、プリンタが初期化されます。
32 nFault(nDataAvail) FROM  

PRINTER
プリンタがアラーム状態のときローレベルにな
ります。

33 GND － 信号グランド
34 － － 使用していません。
35 HILEVEL FROM  

PRINTER
プリンタ内部で 3.3KΩで+5Vにプルアップさ
れています。

36 nSelectIn
(IEEE1284 active)

TO  PRINTER 双方向通信で使用します。コンパチブルモード
時はローレベルでなければなりません。
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■USBインターフェース仕様とコネクタピン配列

･ USBピン配列

基本仕様 USB仕様
インターフェースコネクタ プリンタ側：Bレセプタクル（メス）

ケーブル側：Bプラグ（オス）
ケーブル XL-CBLU2または、5m以下のUSB仕様Revision2.0 以上に適

合したケーブル（雑音対策にはツイストペア線を使用し、シール
ドされていること。）

伝送モード フルスピード（最大 12Mbps + 0.25%）
電力制御 セルフパワーデバイス

ピン番号 信号名称 機能

1 vbus 電源 (+5v)
2 D- データ転送用
3 D+ データ転送用
4 GND 信号グランド

2 1

3 4
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オプション品の仕様

本製品のオプション品の仕様は、次のとおりです。

■拡張給紙ユニット(500枚)

■給紙トレイ(100枚)

■プリンタLANカード

*:NetWare は、サポートしていません。

■印刷可能領域と印刷方向
ここで説明する印刷可能領域は、プリンタが印刷できる最大領域です。
実際の印刷領域は、アプリケーションにより異なることがあります。アプリケーションにより余
白設定が可能な場合は、下記に示す余白サイズ以上に設定してご使用ください。

● Windows モード
このプリンタドライバで使用できる用紙サイズおよび印刷範囲は次のとおりです。
余白部分に指定されたデータの印刷結果は保証されません。
アプリケーションにより余白設定が可能な場合は、下記に示す余白サイズ以上の設定でご使用く
ださい。

給紙枚数 500枚× 1段
外形寸法 330( 幅 ) × 430( 奥行 )× 205( 高さ )mm
質 量 5.7kg

給紙枚数 100枚
外形寸法 320( 幅 ) × 249( 奥行 )× 137( 高さ )mm
質 量 1.5kg

インターフェース 100BASE-TX/10BASE-T

TCP/IP プロトコル* LPR、IPP、DHCP、HTTP、SNMP、SMTP

･ 印刷精度（坪量64g/m2 の場合）は、書き出し位置±2mm、用紙の斜行
1mm/100mm、画像伸縮±1mm/100mmです。
･ オペレータパネルの〔X ホセイ〕、〔Y ホセイ〕の設定により、印刷位置
が微調整（±2.0mm）できます
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単位：mm

注） この値は初期値です。トレイ 1、手差し、給紙トレイでは長さ 148 ～ 297mm、幅 90 ～
215.9mmの間で、トレイ2では長さ210～297mm、幅148～215.9mmの間で設定可能です。

用　紙
縦（ポートレイト） 横（ランドスケープ）

余白領域
左 右 上 下

用紙長 用紙幅 用紙長 用紙幅 A B C D
A4 297.0 210.0 210.0 297.0 5.08 5.08 5.08 5.08
A5 210.0 148.0 148.0 210.0 5.08 5.08 5.08 5.08
A6 148.0 105.0 105.0 148.0 5.08 5.08 5.08 5.08
B5 257.0 182.0 182.0 257.0 5.08 5.08 5.08 5.08
ユーザ定義 注） 297.0 210.0 210.0 297.0 5.08 5.08 5.08 5.08
レター 279.4 215.9 215.9 279.4 5.08 5.08 5.08 5.08
はがき 148.0 100.0 100.0 148.0 5.08 5.08 5.08 5.08
往復はがき 200.0 148.0 148.0 200.0 5.08 5.08 5.08 5.08

用紙幅

用紙長印刷可能領域

A

C

B 

D

以下の場合、印刷可能領域（余白領域）が異なることがありますので、
必要に応じてアプリケーションで余白の大きさを設定し直してくださ
い。
･ マルチページのとき。
･ 拡大・縮小設定のとき。
･ 用紙サイズで「A3→A4」、「B4→A4」を選択したとき。
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●テキストモード

単位：mm

用　紙
用紙寸法 印刷可能領域

余白領域
左 右 上 下

A B C D E F G H
A4 210.0 297.0 199.84 283.42 5.08 5.08 8.50 5.08
A5 148.0 210.0 137.84 196.42 5.08 5.08 8.50 5.08
A6 105.0 148.0 94.84 134.42 5.08 5.08 8.50 5.08
B5 182.0 257.0 171.84 243.42 5.08 5.08 8.50 5.08
ユーザ定義 （*） 210.0 297.0 199.84 283.42 5.08 5.08 8.50 5.08
LETTER 215.9 279.4 205.74 265.82 5.08 5.08 8.50 5.08
ハガキ 100.0 148.0 89.84 134.42 5.08 5.08 8.50 5.08
往復ハガキ 148.0 200.0 137.84 186.42 5.08 5.08 8.50 5.08

用
紙
送
り
方
向

A

B D
H

G

E C F

ABC XYZ

012 789

印刷方向：縦

印刷方向：縦（ポートレイト）
頭出し位置＝8.5mm

･「頭出し位置」の設定によりトップ(G)と印刷可能領域(D)が変化します。
･「X補正」、「Y補正」により、印刷可能領域が変化します。
･ ユーザ定義（*）はトレイ 1、手差し、給紙トレイでは90× 148 (mm)
～ 215.9 × 297 (mm)で、トレイ2では148× 210(mm)～ 215.9 ×
297 (mm) の間で任意のサイズが指定できますが、用紙端から 5.08mm
までの領域には印刷しないでください。この領域に印刷すると印刷品位
が劣化することがあります。
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単位：mm

用　紙
用紙寸法 印刷可能領域

余白領域
左 右 上 下

A B C D E F G H
A4 297.0 210.0 286.84 196.42 5.08 5.08 8.50 5.08
A5 210.0 148.0 199.84 134.42 5.08 5.08 8.50 5.08
A6 148.0 105.0 137.84 91.42 5.08 5.08 8.50 5.08
B5 257.0 182.0 246.84 168.42 5.08 5.08 8.50 5.08
ユーザ定義 （*） 297.0 210.0 286.84 196.42 5.08 5.08 8.50 5.08
LETTER 279.4 215.9 269.24 202.32 5.08 5.08 8.50 5.08
ハガキ 148.0 100.0 137.84 86.42 5.08 5.08 8.50 5.08
往復ハガキ 200.0 148.0 189.84 134.42 5.08 5.08 8.50 5.08

用紙送り方向

A

B D
H

G

E C F

ABC XYZ

012 789

印刷方向：横

印刷方向：横（ランドスケープ）
頭出し位置＝8.5mm

･「頭出し位置」の設定によりトップ(G)と印刷可能領域(D)が変化します。
･「X補正」、「Y補正」により、印刷可能領域が変化します。
･ ユーザ定義（*）はトレイ 1、手差し、給紙トレイでは90× 148 (mm)
～ 215.9 × 297 (mm)で、トレイ2では148× 210(mm)～ 215.9 ×
297 (mm) の間で任意のサイズが指定できますが、用紙端から 5.08mm
までの領域には印刷しないでください。この領域に印刷すると印刷品位
が劣化することがあります。
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テキストモードコマンド一覧

このプリンタでサポートしているテキストモードのコマンドを以下に示します。

●書式設定・実行 ●ANKテキスト処理

●ANK・漢字テキスト処理
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●漢字テキスト処理 ●ビットイメージ処理

●補助機能
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テキストモードの初期状態

*: メニュー設定によります。

項　目 初期化状態

ページ長 メニューで設定した用紙サイズ
ミシン目スキップ 解除
右マージン 用紙サイズの右端または 136桁（10CPI の文字幅による）*

左マージン 0
改行量 1/6 インチ /行
水平タブ位置 8文字ごとの水平タブ
垂直タブ位置 無指定
文字ピッチ 10文字 /インチ
プロポーショナル 解除
英数カナ文字書体 ローマンまたはサンセリフ*

文字品位 高品位
国際文字選択 日本
文字コード表 カタカナコードまたは拡張グラフィックス*

文字間スペース量 0
文字装飾 解除
縮小 解除
漢字モード 解除
漢字書体 平成明朝体または平成角ゴシック体*

縦書き／横書き 横書き
全角文字／半角文字／ 1/4 角文字 全角文字
全角文字の左右スペース量 左スペース量：0　右スペース量：3（180dpi 相当）
半角文字の左右スペース量 左スペース量：0　右スペース量：3（180dpi 相当）
1/4角文字の左右スペース量 左スペース量：0　右スペース量：2（180dpi 相当）
漢字装飾 解除
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初期化動作の発生条件と範囲を下表に示します。

項　目
I-PRIME受信

リセットスイッチ
データクリア

受信バッファ クリアする クリアする
入力バッファ（テキストのみ） クリアする クリアする
印刷バッファ（編集中） クリアする クリアする
印刷バッファ（編集済） クリアする クリアする
印刷バッファ（印刷中） クリアしない クリアしない
ダウンロード文字定義（テキスト） クリアする クリアする
外字定義（テキスト） クリアする クリアする
その他のアラーム メニュー設定に初期化 メニュー設定に初期化
アラーム 〔オンライン〕スイッチにて解除

できるもののみクリアする。
〔オンライン〕スイッチにて
解除できるもののみクリア
する。

工場出荷時の設定では I-PRIME信号は無視されます。
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テキストモードのキャラクタコード一覧表

テキストモードのキャラクタコードは以下のとおりです。

●カタカナコード

注）＜２３＞16、＜２４＞16、＜４０＞16、＜５Ｂ＞16 ～＜５Ｅ＞16、
＜６０＞16、＜７Ｂ＞16 ～＜７Ｅ＞16 のコードは、国際文字選択によって
入れ替わります。

【国際文字コード】
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●拡張グラフィックコード

注）＜２３＞16、＜２４＞16、＜４０＞16、＜５Ｂ＞16 ～＜５Ｅ＞16、
＜６０＞16、＜７Ｂ＞16 ～＜７Ｅ＞16 のコードは、国際文字選択によって
入れ替わります。

【国際文字コード】
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JIS-90 第一水準漢字一覧表
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JIS-90 第二水準漢字一覧表
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アプリケーションソフトについて

アプリケーションソフトにおけるプリンタの選択基準について説明します。

● Windows 対応ソフト
添付の XL-2300G専用プリンタをインストールしてください。

● ESC/P 対応ソフト
以下の順で選択してください。

優先順位 プリンタ名
1 ESC/P24-J84
2 VP-1000/3000
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PrintBarrier の概要

「PrintBarrier」を使用すると、印刷機能を持つアプリケーションであれば、種類を問わず、印刷
データを利用したさまざまな機能を利用できるようになります。
「PrintBarrier」による印刷機能を利用することにより、印刷コストの削減と、効率的な印刷を実
現できます。
クライアント（Standard）の機能に加え、サーバ（Enterprise）を利用することで印刷管理も可
能です。

●特　長
･ 印刷コストの削減
- プレビュー上で詳細確認と不要なページのカット
- 縮小印刷による印刷用紙の削減
- 印刷データのファイル保存
- 印刷枚数制限（Enterprise）
･ 印刷セキュリティの強化
- ヘッダ /フッタ /背景の追跡情報印刷
- 管理者設定による追跡情報の強制印字（Enterprise）
- ログ収集／レポート出力（Enterprise）

●動作環境

●「PrintBarrier お試し版」の機能制限
･ PrintBarrier Standard のすべての機能が使用できます。Enterprise 機能は含みません。
･ プレビュー左下に「お試し版を利用して作成した」旨のメッセージを表示します。
･ プレビュー表示 30回で製品購入をうながすメッセージを表示します。

●「PrintBarrier」についてのお問い合わせ先
※お問い合わせ先は、本マニュアル発行時点のものです。

問い合わせ先 株式会社 FFC
E-Mail barrier-sp@ml.ffc.co.jp
URL http://www.infobarrier.com/

対応OS Windows 2000/XP
メモリ 128MB以上（推奨）
ハードディスク 空き容量 300MB 以上

http://www.infobarrier.com/
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RepoAgent の概要

「RepoAgent」は、ビジネス帳票を作成、印刷するためのソフトウェアです。
さまざまなビジネス帳票を、ワープロを使用する感覚でビジュアルに作成できます。また、帳票
の印刷はアプリケーションから制御できます。

■特　長

●帳票印刷プログラムの生産性を大幅に向上
ワープロを使用する感覚で手軽に帳票設計ができ、帳票印刷プログラムの生産性を大幅に向上し
ます。また、運用中に会社のロゴを変更するといった作業も、帳票印刷プログラムを変更するこ
となく対応できます。

●多彩な帳票設計
以下の多彩な表現手段の提供により、複雑な帳票もかんたんに設計できます。
　罫線、網かけ、文字装飾、バーコード (11種 )、画像、
　データ内容に応じた小計 /見出し /改ページの自動挿入  など

●容易なアプリケーション連携
アプリケーション側では、帳票に埋め込むデータをCSVテキスト形式で出力し、RepoAgent を
呼び出すだけで帳票印刷を実現できます。 CSVテキストはUnicode にも対応しています。
また、アプリケーションからの呼び出しインターフェースには、コマンド、API、ActiveX コン
トロール、Java クラスの 4 種類を用意しています。お使いの開発環境や運用形態に応じて選択
できます。

■動作環境
対応OS Windows 98/Me/NT 4.0/2000/XP/Vista/Windows Server 2003

注：Windows x64 Edition は未サポートです。
対応パソコン FMVシリーズおよびAT互換機
メモリ 64MB以上
ディスプレイ解像度 800× 600 以上 (1024 × 768 以上を推奨 )
ハードディスク 空き容量 300MB以上

(インストール時は、さらに作業域として 10MB必要 )
プリンタ Windows から印刷できるプリンタ

(バーコード印刷時は印刷解像度 300dpi 以上を推奨 )

■「RepoAgentお試し版」の機能制限
お試し版で作成したレポート定義ファイルは、RepoAgent では使用できません。
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かんたんバーコード Lite の概要

「かんたんバーコード Lite」は、パソコンでバーコードを簡単に作成するためのソフトウェアです。

■特　長
以下のバーコードを作成することができます。
･ JAN標準
･ JAN短縮
･ Code 3 of 9
･ Industrial 2 of 5
･ Interleaved 2 of 5
･ NW-7
･ UPC-A（アドオン指定有り）
･ UPC-E（アドオン指定有り）
･ カスタマ（郵便番号用バーコード）
･ QRコード（モデル 1）
･ QRコード（モデル 2）
･ QRコード（マイクロ）

■動作環境

■「かんたんバーコードLite」についてのお問い合わせ先
※お問い合わせ先は本マニュアル発行時点のものです。

問い合わせ先 株式会社富士通北陸システムズ
電話 076-244-9575
FAX 076-241-4590
E-Mail fjh-barcode@cs.jp.fujitsu.com
URL http://jp.fujitsu.com/fjh/services/package/barcode/
電話によるお問い合わせ
月～金、9:00 ～ 17:30（祝日・年末年始などの休業日を除く）

対応OS Windows 95/98/Me/NT 4.0/2000/XP/Vista/Windows Server 2003
対応パソコン FMVシリーズおよびAT互換機
メモリ 32MB以上 (推奨 )

http://jp.fujitsu.com/fjh/services/package/barcode/
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アフターサービスについて

･ ご購入の際に販売店でお渡しする保証書は、大切に保存してください。
･ 保証書は、日本国内でのみ有効です。
･ 無償保証期間は、お買い上げ日より 6ヶ月です。詳しくは、保証書をご覧ください。
･ 保守部品の供給期間は、このプリンタの製造中止後 6年です。ご了承ください。
･ 分解、改造などをしないでください。無償保証期間内でも、無償修理を受けられないことがあ
ります。
･ プリンタのご使用にあたっては、純正のサプライ品をお使いください。サプライ品以外の用品
をお使いになったことによる製品の誤動作、および故障に関しましては、当社は一切責任を負
いかねますので、ご了承ください。
･ 操作、機能について不明な点、修理のご相談は、ご購入の販売店、または「富士通パーソナル
製品に関するお問合せ窓口」にご連絡ください。

「富士通パーソナル製品に関するお問合せ窓口」
通話料無料　0120-950-222
- おかけ間違いのないよう、ご注意ください。
- ダイヤル後、音声ガイドに従い、ボタン操作を行ってください。
お客様の相談内容によって、各窓口へご案内いたします。

- 営業時間 9:00 ～ 17:00( 土・日・祝日およびシステムメンテナン
ス日を除く )

･ ハードウェア修理相談センターの連絡先は、下記のとおりです。

「ハードウェア修理相談センター」
通話料無料　0120-422-297
- 受付時間：平日 9:00 ～ 17:00（土曜・日曜・祝日および当社指
定の休日を除く）

･ 修理のためにプリンタの返却が必要と判断された場合は、「設定内容
の一覧を印刷する」（157 ページ）を参照して設定内容の一覧を印刷
し、プリンタといっしょに送付してください。

･ プリンタを移送する場合は、「第 7 章　日常のメンテナンス」「プリン
タを移送する」（169 ページ）を参照し、正しく取り扱ってください。
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本製品の廃棄について

製品（付属品を含む）を廃棄する場合は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」の規制を受けます。

●法人、企業のお客様へ
本製品の廃棄については、弊社ホームページ「IT製品の処分・リサイクル」（http://jp.fujitsu.com/
about/csr/eco/products/recycle/recycleindex.html）をご覧ください。

http://jp.fujitsu.com/about/csr/eco/products/recycle/recycleindex.html
http://jp.fujitsu.com/about/csr/eco/products/recycle/recycleindex.html
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